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[問題 1] 上顎骨にあるのはどれか。

a 茎状突起

b 前!l1l突起

C 乳措突起

d J'i.北大突起

砂解剖学

軍::t:i.('4"，'
x， 、 C 茎状提起、札樟突起は側頭骨の僻造である。

Ob 剛頭突起は上顎骨の構造である。

xd 県北突起は蝶形骨的構造である o

ーヨD b 

[問題 2J 欄顕筋が停止するのはどれか。
a 側頭嵩

b 航空起

c 頬骨弓 F揖

d 翼状突起外側板

炉解剖学

IjJ;N; .. tJ，.t' 
'" 筋には付着部が2か所あり、簡が運動Lても動かない部位を起拍という。例l頭儲は咽頭筋の起始部
である。

Ob 筋円運動により動く部世を停止という。姉突起は間風師の停止部で 情頭筋の運動により下顎骨は

挙上ナる。

x c 頬骨弓は喧描の起拍部である。
xd 翼状突起外側板は外側翼~筋の起始部である。

ーヨD b 

[問題 3J 中枢神経系に分割されるのはどれか。
a 脊髄

b 脳神経

C 自律神経

d 運動神経

砂解剖学

.~i:iht-4.- • 
0， 神経系は、中将Z神経系と末梢神経系とに分罰される。脳と脊髄を合わせて巾枢神経耳、という。
xb 脳神経は脳から直接出る末梢神経系で 12対存在する。 ，

x c 白律神経*は末梢神経系で、交感神経と副交感神経からなる。

x d 運動神経左匁lJ;t神経 (感覚神経)を合わせて体性神経という。体性神経は末梢神経系である。

~ a 
2 
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f問題 4J 下顎乳臼歯の佐合而の模式図を示す 。

歯種はどれか。

a 左側第一乳臼歯

b 右側第乳臼歯

c 15.刊第二乳臼肉

d 右側第二札自由

砂解剖学

篭J:U;;.t4• 
Oa 下顎第 乳臼歯の岐合前は l顎大臼簡に類似Lており、頬測の近心隅角に臼歯結節という大きな隆

起があるのが特酷である。

ーヨD a 

[問題 5J 内頭蓋ぽの写真(別冊午前No.1)を別に示す。

矢印が示す孔を通過するのはどれか。

a 三文神経

b 顔而神経

c 舌咽神経

d 青下神経

砂解剖学

.~t;ht4. • 
x a 三叉神経は第V脳神経 三文神経の校である下顎神経

が卵円孔を通過する。

x b 顔面神経は第四脳神経で、 内耳孔を通過する。

Oc 舌咽神経は第百脳神経で、頚静脈孔を通過する。
xd 青下神経は第xn脳神経で、舌下神経官を通過よる。

No.l 

笹ヨD c 
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[問問 61 'L、園町様式図を示

@ 

① 

. . 
僧聞弁はどれか。

a ① 

b ② 

c @ 
d (j) 

b生涯学

EllllE茎3
0， 弁は山械の逆流を防くための構造である。① 右防当弁(三告弁)、@ 肺動脈弁、 @ 庄房宣弁
(僧相弁l.(j) 大動脈弁である。

ーヨ""c 

[問題 71 削融缶導系の流れで正Lいのはどれか。
a 洞結節 →居室結節→ヒス東 → プルキンエ組維

b 洞結節 →ヒス束 → 居室結節 → プルキンエ線維

c 屍室結節 →測結節 → ヒス束 → プルキンエ輯維

d iJl車結師 →ヒス東 → 桐結節 → プルキンエ組維

砂生理学

*;i!Ri.tl-t 
0. 刺激伝導系とは洞居結節で発生LたL、拍のリズムを心圃全体の心筋に伝ぇ、有効な拍動を行わせる
ための構造である。桐結節 → 居室結節 → ヒス東 → プルキ μエ線維の闘で伝導する。

-ヨIiaa 
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[問題 81 間交感神経の神経伝達物質はどれか。
a アスピリン

b アドレナリノ

c アセチルコリン

d アルドステロン

砂生理学

*4!*.{4.-T 
x a アスピリンは訓ステロイド性抗提症事である。生体内には存在しない。

x b アドレナリ〆は交感神経の神経伝達物質であるほか、開腎髄貴から分泌されるホルモンでもある。

0， アセチJレコリンは副交感神経および運動神経の神経伝遺物質である。
x d アルドステロ/は副腎庄置ホルモン (ミネラルコルチコイド)である。

ーョ::'c

[問題 91 ヒスタミンを脱頼粒するのはどれか。
a 肝中球

b 肝塩基球

， Bリンパ球
d Tリンパ球

砂病理学

<<.qht+-T 
'" 軒中球は食作用をもち 忠性感染症で矯加する。

Ob 併塩l!i球は1型アレルギ に関与する細胞で 脱醐粒によりヒスタミンを分泌L、アレルギー匠応

が惹起きれる。

x， sリンパ球は抗体産生細胞で、 液性免世に関守する。
xd Tリンハ球は細胞性免疫に問うサる。

笹ヨ""b 

[問題 101埴死はどれか。

a アHト ンス
b •. 、クローシス

c アルカロ ンス

d アペキソゲ不 ンス

惨病理学

軍~i:ih'l j・
x a 多嗣胞生物の尭生過程で、組織を形成する陪に特定の細胞が特定の時期に死ぬ現象(プログラム細ij.lElをアポトーンスという。
Ob ネクロ シス(綾死)は、組織の栄議障害や感染などで細胞が死ぬ現銀である。

x， アルカローンスとは、血液のpHがアルカリ性になった状態である.
x d アペキソゲキーシスは 幼若水久飽に対する歯内療世、の 1つである。

値重::. b 
5 
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[問題 11] if腫の原因はどれかの
a リンパ菅の拡張

b 毛細血管圧の世下

C 血行透過性の正道

d 血紫臨質坦透庄のと昇

[問題 14]全身性止取薬はどれか。

a アドレナリン

b トロンピノ年2剣
c 陪イヒセルロース

d ε アミノカプロン陪

砂姦担学砂病理学

*1I:ij，;.tJ，1 I!U:jttl;1 

x ， 組艦内あるいは体哩内に間圃摘またはリンパ械が多量に溜まった~)世を水腫 (浮腫) と いう。 リ Jパ

官の狭窄や閉塞によって浮腕を生じる。

x b 毛細血廿圧の上昇によって揮臓がみられる。

0， 長症以応などでみられる血官透過性の克迅により血液中町水が間質械に移動L、浮腫がみられる。
X d 血揖路面浸透圧 (1飢中アルプミノ濃度)が低下すると、血液中の水が間質桜に移動し 汗腫がみられ

る。

x，、b、c 止血薬はその投与方法によって全身性と局所性とに分割される固アドレナ 'Jン、 トロンピ

ン製剤、酸化セルロースは、出血部位に適応される局所性止血韮である。

Od ε アミノカプロン酷は抗プラスミン刊刷をもっ全身性止血事である。

~ d 

~ c 

[問題 15] アス ピリノの刑作附はどれか。

a 歯肉榊殖

b 附且発作

C 血圧 t荊

d 満月楠顔貌

[問題 12] 細甫感染症はどれか。

a 結 絞

b 手足口荊

じ デノグ熱

d エボラ出血鍬 砂薬理学

.~;:iJ，;:.g_4.'-' 

砂微生物学 x ， 薬物性歯肉増殖極は、免在抑制薬 (ンクロスポリン)、カルシウム措抗華 (ニプにンピノ) 抗てん

かん事 (フェニトイン)の副作刷である。

Ob jlステロイド性抗炎症薬の間作削と Lて 哨息珪作や消化性出場があるo
X ， アスピリンを服用 しても血圧が卜がることはない。

xd 満月様顔貌 (ム←〆フェイス)はステロイド性抗炎症菓の副作用である。

<<d::t..t-4.' • 
0， 結枯は結桔菌感染杭である。
x b 手足円摘はコクサツキーウイルス感染症である。

X ， デング飢はデングウイルス感染症である。

x d エポラ出血熱はエポラウイルλ感染症である。

笹ヨa b 
ーヨa a 

[問題 13]丘lllutansが属するのはどれか。

a グラム陽性適性嫌気世ブドウ球菌

b グラム陽性通性肺気性レンサ球間

C グラム陸自通性嫌気性梓菌

d グラム陰性情性J嫌気性梓薗

[問題 16]揮発性斑黄化什物 (VSC)はどれか。2つ選べ。

a アセトン
b 確化水素

C インドール

d メチルメルカプタン

砂口腔衛生学
惨微生物学

.~;:N;;.tl:;' *4@i.t-4.'. 
x， グラム陽性通性嫌気性ブドウ球闘には旦削reusが属する。

Ob グラム陽性通性嫌気性レンサ理由にはS.mut<1JJSが属ナる。，
x， グラム険性通性撒気性特菌にはA.actinomycetemcomilansが属する。

xd グラム陸性偏性蛾気性梓南にはP.gUJgIva!isが属する。

Ob、d VSC (揮発性慌黄化合物)は、口腔内細菌のタンパク質分解代謝産物で、口臭の主な原因物証
で 硫化水索、メチルメルカプタン、ジメチルサルファイドがある。

値ヨa b. d 

ーヨa b 
6 7 
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[問題 17J CPIの判定基単で r，有周ポケッ卜の深さが4-5mmである」のはどれか。
a コードl

b コド2

C コー ド3

d コート 4

コ』
A
『
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d
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[問問 19J 歯垢の成執に伴って増加するのはどれか。2つ選べ。

a Actinon】yce5

b Fusobacterium 

c Nocardia 

d Streptol町 cus

.it;ttl:.T 
砂口径衛生学 砂口腔衛生学

CPIブロブ

仮~i:iJ".t--4:Þ

0， 、b 歯垢の成熟に伴い、通性嫌気
性向のAclinomycesや悟性嫌気性

閣のFυsobacterilimがま旬加する。

X C 昨貫性菌のN町 ardiaは歯垢の成

熱に伴い減少する。

x d StreptococcliSはほぼ変化 Lない。

0， 地域歯周疾患指数 (CP!lは、歯周組崎の健康状態を評価するための指数である。CPIプロープを用
い、歯崩ポケッ トの深さ、歯肉韓下術石、出血の有無を検査する。判定基準は以下の通りである。

判定基準

コド 判定基準

o 歯周挟忠の所見がみられない (検査中、検査後)ロ
プロ ピングによる歯肉の出血がある。

2 
プローピングによる商肉緑上または緑下の前古を触知できる。ただLプロープ

の黒~i\'はすべて歯肉緑より /1\ ているa

3 向周ポケットの深さが4-5mmである (歯肉縁がプロープの黒帝の聞にある)。

4 
歯周ポケッ トの深さが6mm以上である(プロ プの黒-:irはポケット中に隠れて
みえない)。

ーヨD c 

了3
T3 
T， 

LL 

ーヨD a. b 

[問題 18J フッ苦の過剰担取によって生じるのはどれか。

a 癒合歯

b 斑状歯

C ムーン歯

d ターナ掬

総

重
占1.0
め
る
割
合

(%) 
l曲

4ミ

0.10 
Mι!rdia 
込 .. 

0.01 
3 5 7 9 日)

プラ クの日齢

好気性菌 通性嫌気性菌 偏性鞭気性商

*;!:;ht4:-. 
砂口腔衛生学

a カラギーヲン

[問題 20J歯磨剤の粘結剤はどれか。 2つ選べ。

生 じる。 これを斑状箇という。

X a 癒什掬は2本以上の術が 象牙耳およびエナメル質で結合Lた掬で、歯粧形成期の興常である。
Ob エナメル貰形成朋に過剰量のフッ化物を比較的長期間飲用 Lていると エナメル質の石灰化呉常を

b ソルピトール

C ラウ リル硫酸ナトリウム

d カルポキンメチルセルロ ス

X， ムーン曲は先天性梅奇が原因で生じる。
x d タ ナ 歯は、 乳備の根尖性歯周炎が、その直下に位置する形成中の後継水久歯に影響を及ぼL匹前

害を起こすものである。

eヨD b 

8 

砂口腔衛生学

.-iJ!N:，-t.4 • 
Oa， d カラギーナンやカルボキシメチルセルロースなどの粘桔剤は、歯除剤の液体成分と同体成分と
の分離を防Ii、形体を付与するために配令されている。

xb ソルピトールは保湿如lで、適度な湿り気と可盟を与え、 ベ ス ト状を維持するために配合されてい

る。

x， ラウリル暗開ナトリウムは先泡剤で、洗治効果を恨進させるために配合されている。

値ヨD a、d

9 
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[問題 21] 曲科疾忠実態調査結果から、ある羽目の年齢階級別の年次t推移を図に示す。 [問題 23] OHIの記録を表に示r。

(%) 

縦)

Oebris 

右臼歯四部 削歯部

2 。
2 

2/ 
2 

。
口蓋側

口平成 11年 口平成 17年 ・平成 23年 左 側
臼歯部

50 

40 
古仰l

30 OHTの値はとれか。

a 2.0 

b 4.0 

c 6.0 

d 8.0 

20 
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.:::J:N: .. t.4:>> 砂口腹部生学

Ob OHl値は、プラークスコアの合計と歯石スコ 7<7;合計を桂検区分散で割った値である。

該当するのはどれか。

a 白石を有する者
b 歯肉に所見がない者

c プロ ピ/グ時の出血を有する再

d 4 mm 以上の肉周ポケットを有する者

0
 
3
 
一一

)一3
一
+
一
2
-
+
一
4
一
+
一6

4
一
+
一
l
一
+
一
4
-
(一Debris Tndex (01) 

(1+0+2+1+1+1) 
Calculus Tnde汲 (CJ) 6 1.0 

OHI = D1 + CI = 3.0 + 1. 0 = 4.0 

笹ヨD b 
砂口鐙衛生学

<<;J:ihtl-' 
Od 4mm以上の凶闘ポケットをもっ者の割合について前回調査 (平成 17 1f ) と 比較すると 、 30~60 歳

代では岐ね{丘値を不Lた。一方、75歳以上の高時信者層では今回調査のほうが高値を不した。この際

因として現在歯量的増加が考えられる。

[問題 24]歯肉縁上歯石町肝括部位はどれか。2つ選べ。

a J:顎前歯舌開閉
b 下顎前歯舌側面

C L顎大臼歯頬欄面

d 上顎大臼踊干号制面笹ヨD d 

'uJ;;h1.4 • 砂口腔衛生学

Ob、 C 歯肉揖上凶石は唾液由来のため 時植腺間口部(耳下腕上顎大臼歯頻冊耐、顎下眼 舌下

腺 ?暫1前歯古制面)に肝尭する。

値ヨr:.b. C 
[問題 22]間生物要因に対するう蝕予防手段はどれか。

a 歯磨剤の使用

b フッ化物の応用

c 歯列不正の僑正

d 合精食品の摂取制限 [問題 25]水系感染症はどれか。2つ選べ。 、

a コレラ

b B型肝炎

C サルモネラ

d インフルエンサ'

砂口腔衛生学

篭Jm茎~
Oa 歯車剤の住用はイ['7的清掃であり、 微生物要因に対する う蝕予防干段である。
x b、 C フン化物の応用や歯列不正の矯止は荷主要因に対するう蝕予防T段むある。

x d 合暗食品の担取制限は 基質要岡に対するう蝕予防手段である。 篭~!:N:i"l'!'
砂衛生学公衆衛生学

eヨD a 
Oa， c 水系感染症とは水を媒介とした感染症のことで、彼生物仁よって汚染された飲料水を摂取するこ
とによって 消化器;f~、の感染続を引き起こす。 コレラ 、 赤嗣、サルモネヲ症、 A型肝炎などがあるa

x b B型肝炎は血液感染や性行為によって感染守る。

x d インフルエノザはくしゃみや肱 唾躍の飛散などにより飛沫感染する0

・ヨ3 a. c ↑o 

2
4
2
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[問題 26J 食品に表示されるマークを闘に示す。

コ』
A
品寸戸』

この表示が許可されるのはどれか。

a 保健機能食品

b 特別用途宜品

c 栄葺摺龍食品

d 特定博健用食品

[問題 28J 絶滅の恐れのある野生動植物の離の国際取引に閲する条約はどれか。

a ポン条約

b ラムサール条約

c ワンントン条約

d 生物多様性条約

>1Ii生学公衆衛生学

εrt'''4MI・
" ポン条約は、移動性の動物の保護を目的とした条約(移動性野生動物種の惇金に関する条約)であ

る。

xb ラムサ ル条約は、水且の生息地の湿地保謹に閉する条約であるロ

0， ワンントン来的は、人間による過剰な取引によって、絶滅するおそれのある野生生物を保護するた
めに設けられた国際条約である。

xd 生物多様性条約 (COPlO)は 生物多様性の保全、構成要素の持続可能な利用、遺伝資源の利用か

ら生ずる利益の公平かつ衡平な配分に閣する条約である。

篭if#i.t-4-.C.t

砂衛生学・公衆衛生学 ーヨD c 

x， 保健機能食品は、特定保健用食品と栄華機能宜品の2つに分類されるが、マークはない。
Ob 特別l用違食品とは 「乳見妊産婦提乳婦、捕者など、医学栄養学的な配慮が必裂な対象者の

発育や健康の保持 回祖などに適する」という特別の用途の表示が許可された食品で 内閣総理大

臣の許可により表示することができる。

xc 栄養機能宜品は、高齢化や宜生活の乱れなどにより通常の宜生活を行ヮのが難L<-I日に必要な
栄聾成分を摂れない場合などに、栄養成分の補給補完に手IJJfJLてもらうことを趣旨と Lたもので

ある。マークはない。

x d 特定程他府立品とは、 「食生活において特定の保健の目的で隈取する者に対L、
その担取により当該保健の目的が期待できる旨の表不をする宜品jである o

ーヨD b 

[問題 29J 応招義務があるのはどれか。2つ選べ。

a 歯科医師

b 看護師

C 助産師

d 歯科衛生士

令⑩ 砂衛生学公衆衛生学

篭+iI.，.t'H・
Oa， c 応招義務とは、医師などの駿にある者が診療行為を求められたときに、正当な理由が精い限り
これを拒んではならないとナる義務の乙とである。医師(医師法)、 歯科医師 (歯科医師法)、薬剤

師 (薬剤師法)、 助産師(保健師助産師看謹師法)に応判義務がある。

X b， d 看護師 歯科衛生士に応招義務はない。

[問題 27J 従属人口はどれか。

a 年少人口+老年人口

b 年少人口+生産年齢人口

C 生産年齢人口+老年人口

d 年少人口+生産年齢人口+老年人口

ーヨD a、c

"~@:i.t4 ，'，. 

砂衛生学公衆衛生学

[問題 30J わが国の社会保障制度で現物給付されるのはどれか。2つ選べ。
a 医療保険

b 年金保険

C 介謹保険

d 雇用慌険

0， 従属人口とは、年少人口 (0-14歳)と老年人口 (65成以上)を合せたものである o
xb 、C 年少人口+生産年齢人口、生産年齢人口+老年人口に特別な呼び方はない。

x d 年少人口+生産年齢人円+老年人口は総人口である。

~ a 

12 

砂衛生学公衆衛生学

<<.:';;J:r.t.4. • 

Oa， c 現物給付とは、医療の給付や施設の利用、サー ビスの世供など、金銀以外の方法で行うものを

いう。医療保障における医療給付介護保険による医療 介誰保障は現物給付である。

xb、d 年金保険 雇間保険は所得保障であり、現金給付される。

笹葺週'a. C 
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[問題 311 脂肪1gあたりのエネルギー畳はどれか。

a 2 kcal 

b 4 kcal 

c 6 kcal 

d 9 kcal 

[問題 33]歯科衛生士の業務従事同出先はと。れか。

a 厚牛労働大臣

b 都道刷県知事

C 市町村長

d 保健所長

砂栄聾指導生化学 砂歯科¥Ij生士観論

.~tih'4 • .~::iJ;，:t-4:，' 

Od lkcalとは 1kgの水を 14.5tから 15.5tまで、 lt上昇させるエネルギ である。崩肪のエヰル

ギ畳は9kcal/gであり、民水化物やタンパク買のエネルギー量は4kcallgである。

Ob 歯科衛生士法とは 業務に従事する歯科衛生士は2年毎に、 12月31R現在の氏名、住所、年齢、

業詰従事先の所在地 名称などを 盟年の1月15日までに就業地の都道府県知事に同け山ること

が義務づけられている。なお、直接の届出先は所轄の幌健所長である。

値車道. d 
~ b 

[問題 32]平成24年国民健康 栄養剤奪の結果を図に示す。

(.1日)
15 

127 121 124 122I20119 1 16I  14 1 141  13 

ーー-・圃・・・・・・・12 
会.1 1 }---;企~T2-!-ll主一一合~~2~.1-----"ro:9--';lO.Z一一←企→同一ー企liH一一企10.4
--一一・・・・・・・・・10.9 
10.5 10.7 10.5 10.3 10.1 9，9 9.8 9.6 9.6 9 

6 

3 

吋.一女性一企ー総数 →・一男性。
20年 21年 22年 23年 24年平成15年 16年 17年 18年 19年

該当するのはどれか。

a 鉄摂取畳

b 宜塩摂取量

c カルシウム摂取量

d ピタミンC摂取孟

[問題 34] 口内怯エックス綿フィルムを用いた撮影法と比較Lた歯科用デジタルエックス線撮影の
特置はどれか。2つ選べ。

a 解像度が高い。

b 被H事組量が多い。

C 圃像処理ができる。

d 囲像が劣化Lない。

惨歯科臨床の翠描

笹;$:;1.;.. (..-4: . 

X a， b 歯科用デジタルエックス組損悼法は フ ィ ルムを用いたt~影怯に比べ被曝組量は少ないが解憧

度が劣る。

Oc， d デジタルデータのため血揮は劣化せず、またコンピュ タ 上で画像処理することができる。

ーヨD c. d 

[問題 35]粘膜の消毒に適するのはどれか。2つ選べ。

a ポピ ドンヨー ド

b 出奇用エタノ ル

C 塩化同ノザルコニウム

d グjレタールアルデヒ ¥.'

砂栄餐噛導・生化学
砂歯科臨床の基礎

ε翠豆;@・ <<H;iT.tl:_ 
Ob 日本人の食事摂取基準 (2010年版)から 望まLい宜塩摂取畳が男性 9.0g/R未満、女性 7.5g/ 

円未満となった。食塩摂取量の年次推移は今々減少Lているが、平成24年の平均は 10.4g/日で

あり、摂取基準値に比べまだ高値である。

0， ポピドンヨ ドは手指や粘膜の消毒に適するが、 腐食作用があるため金属の消毒には刷いない。
x b 消毒用エタノールは手指や皮膚、器見の消毒にはi11するが、涯度が高いため粘膜の消毒には適さな
し、。

ーヨD b 
0， 塩化ベノザルコニウムは 手指や粘膜の消毒に適する。
x d グルタ ルアルデヒ ドは器具の消毒に川いるもので、人体に附いてはならなし、

値ヨD a. C 
14 15 
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[問題 36J Watersj蝿影法の対象はどれか。2つ選べ。

a 上甑洞
b 頬骨弓

C 担問節

d 恨尖病巣

砂歯科臨床の基礎.u，"".塁3・
0，、b Watel叶最影怯は 上顎および上顎訪'J疾忠、顕骨弓骨折の検査で用いbれる。
x ， 顎開節の措置はSch凶"法が用いられる。

xd 縦尖病巣は、二等分怯やパノラマエックス組撮Eが対象となる。

ーヨ渇Ta. b 

[問題 37] 成人における検査他で正常範囲にあるのはどれかo 2つ選べ。

a 血圧 150/90mmHg 

b 呼吸散 17回/分

C 脈拍数 100回/分

d 体 温 36.5t

砂鋼科臨床の基礎

.:II，t豆D
x， 収縮期血圧が140mmHg以上で，<;血圧となる。

Ob 健常成人の正常呼吸教は16-20回/分である。

x， 健常成人的正常脈拍数は60-80回/分である。100回/分は輯眠である。

Od 体温は冊人差が大きいが、 35.5-37.0tは正出髄囲である。

~ b . d 

[問題 381 アプフラクションの原因はどれか。

a 強い庇合圧
b 酸性主品の摂取

C 過度なプラツン/グ圧

d 不適切な補問ブラシq:使用

砂保存修復学

In]j*.(.4"'T 
0， アプブラクンヨン左は、 強い院合圧により歯頚部の薄いエナメル置の小牲構造が崩落L、〈さび状

欠損を呈することである。

x b 酸性金品により歯の酷蝕症が生じる。

x， 過度なプラツシ〆グ庄は歯類部くさひF状クJ員の源問となるが アプフラクショ みではないo
x d 不適切な歯問プランの使用により 歯肉退献を生じる。'

軍軍D a 

16 
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[問題 391 四歳の男性。 上顎右側第一大円前の冷水衡を主訴として来院した。歯質切削畳を可及的

に少なくする目的でMI修裡を行つこと とした。初詑時の口腔内写真(別冊午前No.2 A)と高綱形

成後の写真(別冊午前No.2 B)とを別に示す。

桔裡操午に必要なのはどれか。

a 接着性レジンセメノト

b サーピカルマ卜 'Jックス

C アイボリ 型セパレーター

d フロアプルコンポジットレジン

惨保存修復学

No. 2 A B 

' 司.
r.f'"-

寺3爾lSR 
ti話軍司
x， 接着性レジンセメントは間接修慢で用いる。

x b サービカルマトリックスは5級鶴市lのま1互に用いるo
x ， アイポリ ー型セパレ タ は前在住部の前間分離に用いる。

Od 禽洞が扶〈、通常のコンポジッ トレジンの充填が困棄権な詞嗣には、流動性のよいフロアプルコノポ

ジッ トレンンを用いるo

ーヨD d 

[問題 401歯髄鎮静療法の適応症はどれか。

a 歯髄充血

b 急性化膿性歯髄炎

C 憧性t賀高性歯髄炎
d 急性化曙性根尖性歯周炎

砂樹内療法学

*Hl;tt.-;{.T 
0， 嗣髄蝿静療法は、 階化噌1鉛ユージノールやフェノールカンフルなど輯静作朗をもっ薬物により歯髄
の鎌静化を図るものである。その適応症は歯髄充血や初期の急性 部性単純性歯髄炎である。

x b、c 主制化膿性歯髄炎や世世ift揖性歯髄炎は、すでに歯髄は感染状態にあるため抜髄法の適応であ
る。

x d 急性化!~性被尖性歯問先は失活歯であ り 感染相管拍療の適応である。

値ヨ圏ta 
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[問題 41] アベキソゲネーンスの対象となるのはどれか。

， 3蹴児の下顎第一乳自前
b 5絞児の上顎第二礼臼由

， 7歳児の上顎第一大白痢
d 12歳児の下顎第大臼拘

[問題 43J 失活歯に対する歯の諜白法はどれか。

a ホームプリ ーチ怯

b パイタルプリ チ法

C オフィスプリ ーチ法

d ウォ キングプリ ーチ法

砂箇内療;古学 砂歯内蜜活字

.~f4，.'4.. **14:，.1...+，>> 
x a 、b アペキソゲ不←シスは、幼若永久歯 (歯級未完成歯)の曲髄が生活状態のとき、低位で生前l拘髄

切断法を行い根尖部にE左前向髄を残し、生理的に1羽根を形成させる方法である。年齢に関係なく乳

歯は適応でない。

Oc 上智l第大臼歯の歯根完成は 9~lO 歳頃であり、 7 置用は適正、である。

x d 下顎第一大臼歯の歯根完成は 9~lO版頃であり、 12歳ではすでにl羽根は完成している。

x a、b、C 歯の漂白には、生活歯に対してエナメル画表面からアプローチする方法と、失活歯に文IL
て樹髄腔からアプローチする方法とがある。生活歯に対して行うものをパイタルプリ ーチ左いい

ホ ムブリ チとオフィスプリ チとがある。

Od ウォーキノグプリーチ法は失活歯に対する歯の需白法で、 過酸化水車水と過4ウ酷ナト リウムの合

知lを世用L、歯髄腔的から漂白する方法である。

値ヨD c ーヨD d 
. 

[問題 42J 歯周基本治療中の口腔内写真 (別冊午前No.3 A ) と用いた薬剤の写真 ( ~'J冊午前No. 3 

B)とを別に示す。

この処置はどれかo

a LDDS 

b へミセクンヨン

C エナメルマトリックスタノパク質の応用

d プラ クリテンンヨ/ファクタ の除去

[問題 44J 歯槽骨吸収の模式図を示す。

三雪欠損部

ー
砂歯周治療学

No. 3 A B 

官言

骨欠損の分額はどれか。

，壁性

b 2壁性

c 3壁性

d 4慢性

砂歯周治療学

.~Ê:iht-4-.--. 

0， 写真は局所薬物配送ンステム(LDD討 をわっている o LDDSは歯周基本治療の一つで、歯周ポケッ
トに抗菌薬 (テトラサイクリン系)や抗長症薬を局所適用する方法である。

xb ヘミセクンヨンは下顎よ臼附に適応され、保存不可能な近'L'IIIあるいは速七4艮を抜去するものであ

E 芯lIi.t
Oc 骨欠損の分類では、歯根に対して残存Lている肯の壁教によって I壁性から4壁性に分類される。

図は3壁残存している。

る。 ーヨD c 
x c エ7メルマトリックスタンパク躍は由同組融再'F.療法の つで、結合組植性新付者の5獲得を目的と
Lた的療である。

x d プラ クリテンンヨンファクターとは プラークが付着Lやすい環境のことで、 桜而械やエヲ メル

摘、量生などである。

eヨD a 
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[問題 47] プロピジヨナルレストレーンヨンの目的はどれか。2つ選べ。

a 歯石の除去

b う触の治療

C 審美性の回程

d 歯周環境の改善

[問題 451 前処置として歯肉藍形が必按なポンティック基底面形態はどれか。

a 離底割

b 船底型

C オベイ ト型

d リッジラァプ型

2
4
2
 

砂箇剛補綴学

*iI;jh''i"-' 
x ， 歯石の除去はスケ リングの目的である。
xb，Oc. d プロピジョナルレストレーンヨンは、形成後の支台歯を暫間的に被覆するクラウンやプ

リッジのことである。最終補綴袋置のためのよりよい環境や条件の準備をするためのもので、歯

髄 歯質の保護に加え 歯周組織を健康に保つなどの役割をもっ。

値ヨ9 C. d 

-・歯同補級学

.~';N:，.t.-{-!. 

x， 離底型は基底面が大損部粘膜から完全に離れている昨躍であり、曲肉藍形の必要はない。

xb 船底型は基底面が船底のような球体の形態で、欠損部歯槽田部粘膜のみに接触するものである。歯

肉整形の必要はない。

オベイド型は、前処世として歯肉整形を行う必要がある。先慣部顎壇の粘膜面を電気メスやサージ

カルパ などで半球状の凹みを形成し、 基底面をこの凹みの形態に合わせたポンティックである。

リッジラップ型は、基底面形屈が欠損部粘膜の唇側あるいは頗聞の歯頭部から歯槽頂部付近まで提

触する形態のポ/ティックである。歯肉整形の必要はない。

0， 

x d 

[問題 481半調節性院合器の写真(別冊午前No.4)を別に示す。

矢印部分の調節に必要な操作はどれか。

a サベイング
b チェックパイ ト法

C スプリフトキャスト法

d フェイスオーウトラノスファー461 顔面倒組の模式図を示す。[問題

砂歯科補綴学

No. 4 

c eヨ9

篭'''"4;ζ，
x a サベイングは部分床荘歯の君脱方向の決定など、雄前の設計に

必要な操作である。

矢印は岐合器の閉路部である。頼路は患者の顎関節を再現するもの

であり、チェックパイト法による頼晶傾斜角の湖定が必要左なる。

スプリットキャスト法は 作業用模型を岐合器へ付着 (再付着)

する際の操作である。

フヱイスオウ トラ/スファーは、頭蓋に対する正顎の位置を決

定し、岐合器上に再現するための操作である。

Ob 

x c 

b 

x d 

ーヨ9

[問題 491上顎骨骨折の分割はどれかロ

a BJackの分類

b Kennedyの介類

c Le Fortの分煩

d Lindheの分類

砂飽科織綴学

矢印が示す平面はどれか。

a SN平面

b 院合三Z間

C カンベル平面

d フラノクフルト平面

t
r
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E
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d
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e
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-
E
E
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E
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E
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t
d
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砂口腔外科学

*J:N:i-t..4:.1 
X a Blackの分類はう蝕に対する向嗣の分離である。

X b Kennedyの分割は残存歯ヲ'1に対 ナる欠損の位置関係を分罰したものである。
Oc Le Fort円分類は上顎甘廿析を骨折融の部位から分罰したものである。

x d Lindheの分類は根分岐部荊宮町分類である。

c 軍ヨ9

_;E;;U.i-4:-. 

X a SN平面はS占(トルコ鞍)と NlHナンオン)を結んで梓られる平面である。

x b 喧合平面は前歯部の切持および臼歯部の喧合面を古む平面である。。，カンベル平面は、左右の鼻翼下点と外耳直上揮を結んだ線(鼻聴道組)で決定される平面である。
xd フランクフル ト平前は、左右いずれかの限点と両側の耳六を含む平面である o

c 値ヨ9

20 
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[問題 50J 手|向原性刻よ庄性腫揚はどhが。2つ選べ。

a 乳頭脳

b 制維腫

C 血官腫

d 歯牙腫

[問題 53J 矯正装置の写真 (~II冊午前No.5 ) を別に示す。

棋能的矯正装置はどれか。2つ選べo

a ① 

b ② 

c laJ 

d ④ 

砂口腔列将司学

No. 5 

*;!;;h."t.-4， . 

x " 乳頭腫はJI'I宮原性 k庄性腫mである。
Ob. c 組11'胞や血管腫はJド歯Jjj(性Jド上皮性踊事であるo
x d 歯牙腫は歯原性揖合性腫置である。

ト唾|ーヨD b、c

① 
[問題 51] J apan Coma Scaleで「皿 300Jはどれか。

a 見当識障害がある。

b 自分の名前、 生年月円がいえない。

C 普通の呼ひ2かけで世晶に閥眼する。

d 痛み刺融に全く庄町、Lない。

惨口腔外科学

.~~:;J:r.t4.'-' 

X a ]apan Coma Scaleは意識レベルの判定訟である。数値が大きいほど意間障害が重い。「見当識障害

がある」のは 1-2である。

X b r自分の名前、生年月日がいえなu、」のは 1-31!ある。
xc 普通の呼びかけで容易に開眼 する。JのはII-10である。
Od r痛み刺激に全くBui::iLない。Jのは皿 300であるロ

③ 
.q:jt.t.+;. 

砂婿正歯科学

丸一一一
② 

④ 

0， 、c 機能的矯正装世とは、筋の機能力を利用したもので、アクチパト Jレ(①)や，)-:;プパンパ
(①)が該当する。

xb 、d 器械的滋正装置とは、器械の力を引用したもので、 急速拡大装置(②)ゃ舌領弧線装置(④)が詰当する。

笹葺:.a. C 
~ d 

[問題 54J 鼻疾世があり、同曲部に羅生が認められる患者で、 卜下車第-)c自由の肱合間係は下型

の近化司史イラである。

Angleの分類はどれか。

a Angle 1級

b Angle II級l額

c Angle TT級2頼

d Angle m級

[問題 52J セファロ計捌占で下顎骨上にあるのはどれか。2つ選べ。

" Me 
b 0， 
c PO.l!: 

d S 

砂矯正歯科学
篭;i:~.i.\A.'

惨鑓正歯科学

x a Angle 1級は、上「顎第一大臼歯の喧合間係に異常がないものである。

X b Angle n級l類は、一顎第一大臼箇が上顎第 大臼歯に対して止常よりも泣心にあるもので、口呼
吸に関連するものである。

X c Angle IJ級2頼は、下顎第一大臼歯が土顎第一よ臼曲に対して正常よりも連'L、にあるもので、正常

な鼻町岨ができる場合である。

Od Angleill級は、 ド顎第一大円歯が上顎第一大臼自白に対して正常よりも近心で岐合する場合である。

笹ヨD d 

*;1:;1:;.1-4 • 
0 <1 Me (メントン)I之、 オトガイ部外JIj融の景下占である固

x b Or (オルピターレ)は、 眼禽廿掃の最下点である。

Oc Pog (ポゴニオン)は、 卜顎骨オトガイ郁の正中断面埠吋最前方内である。
x d 5 (セラ)は、集形骨トルコ較的斎状除草慢の中 い点である。

~ a.c 
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[問題 57] 生佐1か月の女児。母親が舌の?に前場があることをう民に Lて来院Lた。珪熱などの症

状はないという 。 羽詰時の口腔内写真 (~'I冊午前No.7 ) を別に示す。

診断名はどれか。

a 前舌腺轟抽

b 口腔扇平苔癖

C リガ フェーデ荊

d ヘルベス牲円内長

[問題 55]矯疋装世の写真伺'1冊午前No.6)を別に示す。

世用目的はどれか。2つ選べ。

a 舌突l.H癖の除去
b r顎骨の成長抑制
C 下顎前簡の唇側餌糾

d 下暫1大臼凶の遣し、移動

『

d
」

A
『コ』

砂小児商科学

No. 7 .~#h.\--4;，. 

x a 前舌腺嚢胞は舌下部にできる嚢胞である。潰事ではないロ

x b 口腔届平苔僚は担金Eや金高アレルギ などが原因で生じる。生桂
1か月で尭症ナることはなU、。

υ腔内写真から、下顎乳前歯の萌山が傑認できる。下顎乳前歯が
舌下部を刺散することで損傷が生じたものを リガ フェ デ荊と

いう。

へルペス性口内長は、高熱を伴うウイルス感染症である。UJoI古か

らの移行抗体がなくなる生佐6か月から 3臨までの乳幼児の歯肉

や口唇などに艶症する。

Oc 

xd 

砂矯正歯科学

NO.6 笹:i.jh"lJi>>

X a 写真はリップパンパ である。舌突出癖の除去にはタングクリプ

を用いる。

X b 下顎骨の成長抑制にはチンキャ γプを用いる。

Oc， d リップパンパーは下唇圧を引用 し、下顎大臼歯の速 い移動

近也、移動の防止、下唇圧の釧院による下顎前歯の唇側傾斜を目的

とLた装置である。そのほか 唖唇癖や岐唇昨などの下唇の不良

習癖の除去にも用いられるo

c. d 値ヨD

c eヨD

[問題 58] 正常な膜下運動の珪達 C乳把型轄下が消失するのはどれか。

a 3か月頃

b 1歳頃

じ 2歳頃

d 3蹴頃

惨小児簡科学

t4il" 霊~
Ob 宇L且型暁下とは、 舌が上顎と下顎の聞に介在し、表情筋の運動と舌の動きによって行われるもので

ある a 正常な藷遣では、 i歳頃に消史L此人型甲車ドとなる。

56]小児の歯刊の模式図を示す。[問題

b ーヨD

Hellm加の歯齢はどれか。

a rrc 
b 皿A

C 血B

d mc 

[問題 59] 摂食 鴨下障害で起こりゃナいのはどれか。2つ選べ。

a 脱水

b むせ

C めまい

d 且切れ

砂小児樋科学

lf:i@;，.t-4:. 
Xa IIC期は第一大臼曲市出間拍期である。

xb illA期は第 大臼歯萌出完了期である。

Oc 皿B期は側方的群交換期である。

xd lIlC朋は第二大白曲萌出期である。

25 

砂傷害者 高齢者歯科学

t1iNl".塁~
Oa， b 摂宜 鴨下障害では、水は誤嘆しやす〈むせるため 水分摂取を酷う傾向にある。その結果脱

水を起こ Lやよい。

a. b 値重;l)t

c ーヨD

24 
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[問題 60]予防給付の対象はどれか。

a 要支握2

b 要介誰 l

c 要介謹3

d 要介謹5

[問題 63] 予防の概念を示す。

「歯科疾思にLeavellとCb止の予防の3相5段階を当てはめると、フッ化ジアンミン

担控イ"は仁豆コ で、すなわち 仁 亙 コ である。また荘曲装岩は 仁 亙 コ である。」

砂織害者 高齢者歯科学 ①、②および③に入る詰句の組合せで正しいのはどれか。

① @⑤  

a 樺能障害の防止 第二次予防 第三次予防

b 早期発見即時治療 第次予防 第三次予防

c 早期発見即時治療 第二次予防 第三次予防

d 特異的予防 第次予防 第二次予防

笹H;N:，.t4'，*
0， 予防給付は 支援が必要と認められた入、介護給付は、介議が必要と認められた人に給付きれる介
謹保険の保険給引である。要支援 要介護昆疋では、支緩や介護の必要な度合いについて審査 判

定され、予防給付の対象となる人は喪主躍lおよび裳支援2、介護給付の対象となる人は事介護1

-要介謹5の者である。_a 
砂歯科予間処置

篭;i:;h.t4:，>>
x a 概能障害の防止は世荊から機能型失に至ることを阻止ナるものである。 方単期発見 即時治療

は潜伏期から発病期への移行を阻止するものとある。

xb、0， フッ化ジアンミン親はっ蝕の進行を抑制する作用をもっ。修恒処置ではないが早期発見 町

時治療(第二次予防)に古まれる。

xd 荘肉韮岩i主権能回視を目的とLており 、第三次予防である。

[問題 61] 平成24年におけるわが国の高齢化率はとれか。

a 11.9% 

b 13.0 % 

c 24.1 % 

d 62.9% 
eヨ9 c 

砂陣審者・高齢者簡科学

<<;f:ih.'{::_ 

x a 11.9%は総人口における 75歳叫トの割合である。

x b 13.0 %は総人口における年少人口の割合である5

Oc 24.1%は総人口における高齢者人υの割合 (高齢化率)であり、わが国は超自齢社会 であるo
xd 62.9%は総人口における生産年齢人Uの割合である。

[問題 64] Millerの分舗で生理的動揺の範囲はどれか。

a 0.2 mm 

b 0.5 mm 

c 1.0 mm 

d 2.0 mm 

ーヨ9 c 
砂飽科予防処置

.~iþ.i.t4 . . 

Oa Miller の分類は歯の動指度を以下のようにうつヲ罰Lている。

歯の動揺置の横宜 (Millerの分類)

• 111[(軽度の動揺) 唇育方向にわずかに動 <(O，2-1.0mm)。

• 2度 (巾等庄の動指) 唇舌方向に中等度動く (1.O-2.0mm)。近量化方向にも動〈 。

・3度 (重度の動揺) 唇舌方rbJに約2.0mm動t。近遣七、 率直方向にも動く 。

[問題 62] 正常曲肉に認められるのはどれか。

a クレフ ト

b フェストゥー/

c テンンヨンリァジ

d スティッ プリノグ

d
j
 
d
 
f
 

砂歯科予間処置

*J:;I;;.t-4.. 

x a、b クレフト、フェス トゥ ンはl庄合性外傷でみられる所見である。

x ， テ〆ンヨンリッジは口呼唖患者の口蓋側歯肉にみられる所見である。，

Od ステイ γプリングはiF荷な辺時歯肉に認められるもので、長症と ともに消長する。

_a 
値ヨ9 d 
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[問題 65l グレ シ タイ プキュレットと使用部位の組合せで正しいのはどれか。

a # 5/6一一一一一 臼曲部遠心面

b #7/8 剛曲部

c # 11/12一一一 臼前部近化、面

d # 13/14 臼附部頬側面

[問題 68] Bis-GMA系レジンを用いた小筒裂構填塞法の特置はと・れか。2つ選べ。

a 酸処理が必要である。

b フッ素怯民性がある。

C 予防拡大が必要である。

d ラパ ダム防湿が必要である。

砂歯科予防処置 砂歯科予防処置

笹翠盃翠2・
x a # 5/6は前歯部に用いる。

x b # 7/8は臼歯部頻倒舌側に用いる。

0， #11/12臼歯部近也、面に用いる。
x d #13/14臼歯師連'C面に用いる。

.4!*-'4:-;>> 

0， レジン系材料は肉質接着性がないため、歯面の酸処理が必要となる。
x b フッ素徐放性があるのはグラスアイオノマー系である。

x C IJ、商裂清涼塞法では、歯質の切自Ijは行わない。予間拡止が必要なのはインレー修裡である。

Od レンン系を用いた場合にはラパーダム防湿が必要である。

笹ヨ~ c ~ a.d 

[問題 66l唾誼を検体としたカリエスリスクテストはどれか。2つ選べ。

a Enamel Biopsy 

b Dreizen test 

c Snyder t色、t

d Swab lest 

[問題 69l 前科保健指導により結果が改普するのはどれか。

a Snyder test 

b DreIzen test 

C 唾檀流出量試験

d グルコ スク リアランステスト

砂歯科予防処穣
砂歯科予防処理E

*itJ;r-"t-4:->> -*'"豆3
カリエスリスクテス卜 (う蝕活動性試験)は、瞬液の性状やフ蝕原性微生物、曲T賀町耐酷性など、う蝕尭

病因子を評価tるととによって、将来にわたるう蝕尭病と進行に関する情報を得ることができる。

X a Enamel Biopsy (エナメル質生検法)は、 エナメJレ買を検体とする試験で、エナメル聞の耐酸性を評

価するものである。

o b Drcizen testは唾液を検体どする試験で、 時班緩衝能を評価するものである。
o c Snyder test は唾液を検体とする試験で、唾液中の乳酸菌の酷産生を評価するものである。
x d Swab testはプラークを検体とする試験で S.mutansの酷産性能を評価するものであるo

o a Snyder teslは唾液中の酷産生薗を間接的に算定するものであり、食生活の改善や口腔清掃の励行に
より菌の活性を抑えることで改脅する。

x b Dreizen testは唾液の緩衝能を検査するものであり、帳倦指導によって改普Lない。

x， 唾放流出量試験は元来その人が有する、変えられない因子を検査するものであ旬、探健指導によっ

て改普Lない。

x d グルコ スクリアラノステストは唾放流出量に附係するため、保健指導によって改普しないロ

軍ヨ~ b. c 
ーヨ~ a 

[問題 67l 毎H法のフッ化物証口植のフッ輩揖度はどれか。

a 250 ppm 

b 900 ppm 

c 9.000ppm 

d 19.400 ppm 

[問題 70l 歯科医師から局所麻酔を準備するように指示されたが、誤って注射針を指に刺LてL

まった。

まず行う〈き対応はどれか。

a ワッテで圧迫する。

b 流水下で洗浄する。

C 消毒薬を撞布する。

d 前科医師に相談する。砂飽科予防処置

.~J;jl ; ;-t4:t. 
惨歯師寺予防処置

0， 毎日法に用いるフッ化ナ トリ ウム措植は0.05~ 0.1 % NaF (225 -450 ppmF)である。
x b 900ppm CO.2%NaF)は週 回佳に刷いるフッ化ナ卜)Jウム博液である。 ，

x c 9.000 ppm (2 % NaF)は桶面控化法に伺いるフッ化ナトリウム溶液であ'50

xd 19，400ppm(8%S】F2)は幽面控布法に用いるフッ化第一スズ溶液である。

ε;!:N;i.t4.'.. 

x，、 Ob 誤った11刺Lや切酷では、まず流水下で洗浄を行う。

X c， d 流水での捷}争後、歯科医師に報告し、出毒薬を用いて梢脅する。

値ヨ~ a 値ヨ3 b
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[問題 71] 凶石付着の確認に用いるのはどれか。2つ選べ。

a エアンリンジ

b エキスカベータ-

C エキスプロ ラ

d ンムノジノてルマージントリマー

[問題 74J 歯岡プロープを用いて評価するのはどれか。2つ選ぺ。

， GI 
b OHl 

c BOP 

d PMA 

tjH:;ht-4:-T 篭;'4，.t4--
砂歯科予防処置

砂歯科予防処置

0，、 C 歯石の確認には、エアンリンジやエキスプローラー (探剖)、ポケットプロープ、デンタルフロ
スを用いるb

x b エキスカベーターは軟化象牙宵の除去に用いる。

x d ジンジパルマ ジント リマ は寓壁の整理に用いる。

Oa GIは歯肉炎の広がりと強さ を評価するもので 出血の省益を確認するために必要である。

xb OHIは円胞清掃の指標で、歯面への軟性物 (プラ クなど)と歯石の付着を確認するものであり、陥

胤プロ プは必要ない。

Oc BOPはプローピングによる出血を示ナものであり、繭問プロ プが必要となる。

x d PMAは歯肉の炎症0泊、がり をみるもので、視訟によって時認す る。

eヨD a、c
ーヨD a. C 

[問題 72J メインテナンス移行の目安はどれか。2つ選べ。

a 付精歯1勾がない。

b 病状が安定している。

[問題 75J 適切なプローピング圧はとれか。

a 0.2 g 

b 2 g 

c 20 g 

d 2叩 g

c ポケットカミ3mmである。

d 歯の動揺が生理的組囲内である。

惨歯科予妨処置

砂樹科予防処置宣;lt，.. t4.';a 
x a 付着歯肉は正常な自前肉に存在するもので 村君歯肉幅が狭いと曲悶炎に曜思しゃナい。付岩歯肉帽

がない場合にはl栴閣外科拠置を行う。

x b 完全に治癒Lておらず 捕状が安定Lている場合にはSPTに移行ナる。

Oc， d ポケットが3~ 4 mm以内で慌の闘揺が生理的範間内で、かつ歯肉の長症やrl¥血がない場合に
はメインテナンスに移行ナる。

eヨD C 

a;'t:iUt4-T 

0， 適切なプロ ビング圧は20-25 g前佳の一定の圧力が適切である。

軍軍~ c‘ d
[問題 76J 口腔清舟器具の写真 (別冊午前No.8)を別に示す 。

この器具が有効な部位はどれか。2つ選べ。

a 舌背部

b 頼粘膜
[問題 73J超音波スケ ラ と比較Lたエアスケーラーの特酷はどれか。2つ;llベ。

a 発執が少ない。

b 振動教が少ない。

C 歯石|除去効 '{~7うξ高い。

d キャピテ←シヨン劫巣カ宝ある。

C 歯間憐接面

d 最f主方臼歯遣也、部

砂箇科予妨処積

No.8 .;i:jht--1:a 
x a 舌背部のi背掃には苫プランやスポンジフeラyを用いる o
xb 頬粘膜などの口腔粘膜の清掃にはスポノジプランを用いる。

0，、 d写真はタフトプヲシである。タフトプランは通常の歯ブラシで

はtI'H¥'i:"L-にくい前向隣接而や景詮方自繍速い部の清招に適Lてい
る。

砂歯科予防処置

.;t:ihj¥ ... 4.-. 

0，、b エアスク ラ は拒動数が少ないため、過執の心配がない。

x c 曲石除去効率は低い。

xd キャピテーション劫呆は超音埠スケ ラーの特徴である。

~ a.b 軍軍3 c‘d
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[問題 77Jプロフエツンヨナルケアはどれか。2つ遭ベ。

a 小向型溝埴搭
b フッ化物枕円

C フッ化物箇而並イU

d _0水道フ7化物添加

砂歯科予防処置

軍1!!ill翠3
Oa. c 小商型講壇畢や771ヒ物歯函塗イ¥il立、 J専門家が行うプロフエツンヨナルケアである。

x b フッイt物証口は コミュニティ ケアあるいはセルフケアである。
xd 上水道へのフッ化物揖加は、集凶に対して行う コミュニティーケアである。

ーヨD a‘c 

[問題 78J暗合同町歯面研麿仁適するのはどれか。

a エパチγプ

b ラパーカップ

C ラパーポイント

d ポリッシングプラン

砂歯科予防処置

篭]ill塁2・
x， エパチップは隣接耐部のPMTCに使用する。

x b ラパーカ ップは唇(閉)舌面白研磨に使用する。，

x， ラパ ポイントは隣接面的研磨に用いる。

Od 岐合面の古館前研府には、y-リッシングプランが越している。

~ d 

[問題 79J歯科衛生上の業務はどれか。2つ置べ。

a インレ装着

b 問首会事の記入

C 官会療師の配人

d 健全凶の小向型i緯境基

砂歯科予晴処置

笹亙亙D
x， インレー装着は治療行為であ旬、歯科衛生士重荷ではない。

Ob 問詰票の記入は歯科衛生士重詰の 1つである.

x ， 言会療揖(カルテ)の記入はできない。

Od 健全歯の，)、完封副i惇減量は歯科衛生士!Ii務の lつである。

~ b.d 

f司タ

コ』
A
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[問題 80J0デ タはどれかo 2つ遭ベ。

a 主辞

b 生活判慣

C 口腔内写真

d パイタルサイン

砂樹科傑健指導

'ujt翠3
x a 、b 歯斜衛生アセスメノトでは、まず情報収集が必要となる.収集する情報には主観的情報 (5

データ)と客観的情報 (0データ)がある。 Sデ タ~は、一般に患者の気持ちゃ認識など、思者向身
から尭せられた情報であり、主辞や生活習慣はsデータである。

Oc， d 0データは、闘察によって得られた臨床的所見や検査デ タであり、口腔内写真やパイタルサ
インカfある。

eヨ~ C. d 

[問題 81J歯問プラシ世用方佳の指準で適切なのはどれか。

a 歯列に対L直角方向に動かす。

b 歯間部にねじ込むよう に悌入する。

C 爪掛桂を世うような感覚で怯附する。

d 踊仰lから歯肉に突き立てるように姉人する。

惨歯科保健指導

.Jti.U. 
Oa 歯列に対L直角方向仁動かす。その際、街肉を圧迫しないように桂置する.
x b ねじ込むように待人すると、過剰な力が加わり歯肉追輯や飽問圭闘の拡大につながる。

X c Jf¥楊枝感覚で惜別するのではなし隣接面の歯括的除去が目的であることを説明するe

xd 頼側あるいは舌測から歯肉に突き立てず、歯間部にゆっく り挿入する。

ーヨD a 

[問題 82J高齢者の栄養評価と評価内容との組合せで正しいのはどれかo 2つ遭ペ。

a 体重E化率←一一一一一一栄聾状態の聖化

b 原繁盛業1直 骨桔筋量

c Body Mass lndcx一一一一体脂肪量、

d 血i術アルブミ ン倍 l血清葺由

砂歯科傑錨指導

笹]ill塁2・
Oa 体重変化率を締起することで、栄華状態のうち摂取エネルギー畳の輩化を好価することができる。
xb lR車皇軍 (BUN)は、血中町匝車検度を毘膏由来の望韮の轟世で表Lたものである。展棄はアミノ

酸の盟務代謝産物として腎植から排検されるため、血中匝葉;，'!:t値は瞥慣能的指標となる。

x c Body Mass lndcx (BMI)は休桔措置とよばれ、 手軽に分かる肥桶庄の目安である。体重 (kg)+身

畳 (m)2で排出多る。

Od アルブミンはタ/パク賀町祖割であり、 胤消アルブミン値は血清のタンパク画畳を反映する。

ーヨI:iaιd
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[問題 83] 1つのグル プにおける要素の構成比の表示に適Lているのはどれか。

a 悼グラフ

b 円グラフ

c ヒストグラム

d 折れ組グラフ

砂歯間保健指導

.J:;J.r.};Oj-' 
Xa 棒グラフは.項目聞の数値比率的比較に適している.
Ob 円グラフは lつのグループにおける要素の構成比を示す場合に用い、データの全体を iつの円で、

各甚曹の面柄でその劃合を表すものである。

Xc ヒストグラム(度数分布図)は、ぱらつきの分布状盟を棒グラフで示したもので 縦軸に度数分布五

の削!長をとり、機軸にデ←タ区聞をと るものである。

xd 折れ線グラフは、デ タの時間的推移を示す場介に刷いる。

値重;>>b

[問題 84] Kj怯で正しいのはどれか。 2つ選べ。
， ~，る問題について自由にアイデアを州 L合う .

b プレーンストーミングを行う前にKj佳を行ヲ.
c つのデータを 1枚のカ ドに要約Lて記遇する。

d 問題解決の遭臨を明らかにLてい〈ための手法である.

砂鍋科保健指導

e.lt.，.cl-' 
X a プレーンストーミングである問題について闘向にアイデアを出し合い、そのヂ タをもとにK!iJ;
を行う。 ，

xb プレーノストーξ/クeを行った後にKJI.I;を行う。
Oc つのデータをI位のカ←川こ要約して記述する。

Od 問坦解決の道簡を明らかにしていくための手法である。

eヨD c. d 

[問題 85] 歯科慌健指導に使用する質問票で適切なのはどれか。2つ選べ。

a 主題を数項目に較る。

b 対象年齢別に作成する。

c 置問は数項目程度6こする.

d 回答を訴導Lやすい表現にする。

砂燭科保健指事

<<.w，;:.P' 
0， 目的とする主闘は 2-3項目lこ絞って設定ナることが望ましい。

Ob 質問的谷は対象年齢別に刊成する。

x c 質問項闘も眠り込むことが必要で、10-20羽岡程度にすることが望ましい。数項Hの質問では適

怖に把揺することができない。

x d 対象者のJ与えを遮断Lないように、岡容を誘導しやすい表現は避ける。

~ a . b 
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次の文を読み. [問題 86]、[問題 87]を答えよ。

44 歳の男性。 下顎前歯部の審吏障害と冷水痛とをセ昨として米院した。 初話時のU腔向写真 (~IJ
冊午前No.9)を別に不す 。問診によって得られた情報のー都を丑に示す。

主訴 下顎前歯部の喜美障害と冷水術

現症 冷刺世による一過性の終術

既往脹 高血圧症で降証剤を服用中

生活習慣歯磨きは 1B 2回.朝と就寝前に行う.鴨錘は1日10本。

かための煽プランを世用L 自白麿剤は lcm曜夜世うa

[問題 86] 主訴の原凶はどれか。

a 棋煙

b 高血圧

c アプフラクンヲ J

d 不適切なプラツンング

[問姐 87η] 主訴に対する適切なf陶針科保健指i導算lはまと

a .!摂誇法狸亜f指宵羽樽車

b 宙開ブラシ0'世用
c rふつうJの街プランの使用
d 知兇過敏予防用歯磨剤の使用

砂館同保iI翁導

No. 9 

<<.!:ih.tl' 
[問題 86] 

x， 街頭部のくさび状欠損と向肉退縮による審美障害と冷水衡が主辞であり 型煙が原因ではない.

x b 陣圧剤の服用により前向増員自症を示すことがあるが、自信向精殖による審主障害ではない固

x c アプフラクンヨンとは畦合圧が原因で生じる歯顕部エすメル買欠損であるが、監歯仁わたってみら

れていることや歯肉過輔がみられることから、アプフラクンヨンではない.

Od 不適切なプラッシングにより、歯頭部くさび状欠損や簡肉退輔が生じる。

[問圃 87] 

x a 祭煙指事は必要であるが、主訴に対する指噂ではないo

x b 術開プランの使用は主訴iニ対する指導ではない。

Oc. d 主辞は審英陣:;t:t冷水痛であり くさび状'F.損のl原因であるプラツンング圧の改善 (歯ブラシ

の唖さの変更)と冷水痛に対する処置(知覚過敏予防閉樹脂剤町悼用)が必要である。

軍軍;>> [問題 86] d 
[問題 87J c. d 
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[問題 88]舌骨喉頭挙上町改善を目的とするのはどれか。

a 舌訓蹄

b ガムラピング

c メンデルソン技法

d アイスマッサ ジ

惨鍋科保鱒指導

笹J]]l翠2・
" 舌訓蹄は舌簡への刺激を目的とする。

xb ガムラピングは、口腔内の感覚檀能を高め、唾液分泌を担L、時下を話量させるa

0， メンデルソン技法は、舌骨喉頭挙上の世響、主11lおよび宜道入口部町聞大強化を同的に行う。
xd アイスマッサージは削口蓋弓仁冷刺融及び耐圧刺融をIJIIえることで、臨下を誘発するための感受性

を高め、咽副朋のt活発を高める目的で行う。

ーヨD c 

[問題 89] オタワ憲章でのヘルスプロモーションの活動方針で正Lいのはどれか。2つ置ベ。

a 三次予防の橿先

b 個人的な技術の路北

C パリアフリー社会の'吏現

d 健康を支担する環境づ〈り

砂歯科保値掃噂

篭*14-*1・
" ヘルスプロモーンヨンとは、 オタワ憲章においF提唱した新しい健様相に基づく 21世紀の健康戦
時で、「人々が白らの健康とその決定要閃をコントロールし、改替することができるようにするプ

ロセス」と定義されている。「ヲべての人びとがあらゆる生活舞台(労働学習 余暇そLて霊の場)

で健康をな畳することのできる公正な社会の創造」を健康づくり戦略の目標と Lており 次予防

の置先である。

Ob 個人的な技術の抽化は、ヘルスプロモーションにおける 目標実現のための拍動方針である。

x c パリアフリ 社舎の実現、ノーマライゼーγ ヨ〆は、社会保障の基本理念である。

Od 健康を主掴する理境づくりは、目標実現のための前動方針である。

ーヨ:.b. d 

36 

[問題 90] 要介謹高齢者に対する口腔ケアで適切なのはどれか。2つ遺ベ。

a 韓簡を外して行うa

b 口距内を乾燥させた状態で行う@

c 11刊行冊は舌4たから舌伎に向けて行う。
d 仰臥位に比べ座位で行う方が安全である。

'歯科保健指導

*:l:+h.t4.:)・
0. 義歯を外して、うがいをすることから口腔ケアが蛤まる。
xb 円腔内は乾燥させないように陀意する。舌プランなどを使用する時など乾燥している場合には水や

由理弗lで握らせてから使用する。

x C 舌i背婦は脅根から舌央に向けて行う.
Od 雌位伊半座1止は誤喉Lにくい安全な体位とされているが、口開ケアを実施する場合にはさらに離を

検に向けさせ頭部をやや前屈Lた状態にすると、より誤聴が防げる。

値軍;， a. d 

[問題 91] ロコモテイプンンドロームが疑われる症状はどれか。

a 細かい字が且えにくい。

b 宜事の陪にむせやすい。

c 片足立ちで靴下がはけない。

d 披近の出来事が思い出せない。

惨簡科保健繍導

.~::N-i.t4 -. 
x a 細かい字が見えにくいjは国力低下であり、運動器ではない.

x b r宜事の際にむせやすい」は摂宜嶋下蝿能的低下が量われる。
Oc ロコモテイプンンドロームとは、「運動器の障害Jにより「要介護になる」リスクの高い状曹にな
ることをさす。健険日本 21においても ロコモティプンンドローム、メタポリック症候群、認知

症を健府舟命、介議予防を阻害する3大因子としてその対策を量制Lている。「片足立ちで靴下がは
けない」は運動器の低下であ旬、ロコモテイプンン ドロ ムカ電車われる。

x d r地近の出来事が思い出せないJ場合はE知旋が疑われる。

~ c 

[問題 92] ヘッドギア甚苦時に思児と保積者へ指示するのはどれか。2つ遭ぺ。

a 毎日の着問

b 月にl阿町衆院

C 口腔内のゴムの父換

d フェイスボウの調節方法

砂筒科保健縄場

笹，1@，J-4fi・
0. ヘッドギアの装着に際Lては、毎Hの使用、決められた時聞の使用、皇室慣がt畏れたtきの対応など

を指;J¥するa

Ob ヘッドギア甚培患者は、成民世遣も考慮L-l-2か月町来院が望ましい。

x c、d 円控内0)ゴムの交換やフェイスポウの剖節は歯科医師が特う.

ーョllaa. b 
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[問題 93] 71 歳の女性。家族から口腔の符理を依頼された。3か月前に脳卒中で片麻禽となり 1 

か円前から特~IJ葺謹老人ホームに入居しているという 。 全介助であるが.会話はできる。 初診時的

患者の写真 (別冊午前No.10 A)と義歯の写真 {別冊午前No.10B)とを別に示す。

まず行うべき対応はどれか。2つ置べ。

a 直接鴨下訓帥

b U腔i背婦の実施
c 構昔補助床の韮着

d 輯歯取扱いの指導

[問題 95] 産業廃棄物処理でマニフエストを作成するのはどれか。

a 市町村

b 排出事業者

c 中間処理業者

d 鰻終処分業者

砂歯科修護衛助

<<.l:ilr.tJ. • 
Ob 産業麿禁物の処理には、産業廃棄物思理事 (マニフェスト)の作成が必要である。排出事業者が産業
廃棄物の処理を委託するときに マニフェストに巌業廃棄物の櫨罰、盟主量、運搬業者名、処分業者

名などを記入し業者から業者へ、産業出灘物とともにマニフェストを躍しながら 処理の流れを

陥認することができる。

惨歯科保健揺;JI

No.10A 自

ーヨD b 

[問題 96]線管充填に用いるのはどれか。2つ遭ベ。

a プラガ

b スプレッダ-

c ラウンド，<-

d ピーソーリーマー
ε亙率~
X ， 問調障があ旬、経口摂取が不可能な状態であるため、直接軒下訓輯は適切ではない。

Ob 義歯が装着されており、また下顎には歯が存夜ナることから口腔市掃を実施する必要がある。
X C 会話はできるため構音補助床の装着は立要ない。

Od ~直樹粘膜面にパイオフィルムの付着がみられるため、義歯の情時など取倣いの指導が必要である。

惨歯科鯵.. 補助

軍.!ti.tl-. 

ーヨC.b. d 
0， 、b 側}j加圧充填では、メイノポイントの挿入桂、 スプレッダーで側方に加圧Lアクセサリ ーポイ

J トを帰入する。プラガ は、 ガッタパーチ守ポイントを線虫方向に)JU圧するために使用する。

X C ラウンドパーは象牙置の切削や冠制i歯髄の除去に用いる。

xd ピーソー リ マ は、 根昔日の漏}状拡大に世用する。

~ a.b 
[問盟 94]オートクレープの対象物はどれかo 2つ週べ。

a 斜;珠

b ゴム手袋

C ハンドピース

d ガッタパーチャポイント
[問題 97]GTR法に用いる吸収性陣はどれか。2つ遭べ。
a コラーゲン膜

b 合成高分f膜
砂歯科~，度補助

c 凹フッイヒェチレン膜
εJ!.l!ltD・ d エナメルマトリ ックスタンパク質
0， 、c. x b 、d "ートクレープ(高圧葺気疎薗)は 121t 、2討圧で20分間行うもので、耐鍬性の
ないゴムやプラスチック製品の滅菌には適きない。蹄謙やガラス製品 金属製品 ハンドピ スな

どがNMt物である。
砂街科信簿循助

<<.l::Utl' 

値ヨC.a. c 0.、b Xc GTR法に用いる膜には、吸収性のもの (コラ ゲン膜、合成高分子膜)と非吸収性のもの

(四フッ化エチレン膜)がある。

Xd エサメルマ トリ ックスタンパク置は幼若プタ陶匹より抽出されたもので、歯根膜中町未分化細胞を

セメント芽細胞、骨芽細胞歯根膜を車成する細胞に骨化語却し、街聞組組の再生を誘導するもの

である。GTR怯には怯用しない。

電車3・a.b 
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[問題 98]幽肉切除術に必要なのはどれか。2つ遭べ。

a 骨膜制緩チ

b カークランドメス

c i!ケットマーカー

d ダイヤモンドポイン ト

砂歯科III療補助

ε翠'Ufax. 骨膜制雌-{-を片jいるのは歯肉剥雄揖鼎術 (フラップ手術)である。
Ob 、c ポケットマーカーでポケット庇郁を印記l.カ クランドメスで切開する。
xd ダイヤモノドポイントはエナメル質やコンポジットレジノの切削に用いる。

ーヨ~ b、c

[問題 99]根菅桂浄に使用するのはどれか.2つ遭ベ。

a 過酷化水禁水

b ホルムクレゾル

c 水酸化カルンウム

d 次亜塩素酸サトリウム

惨歯科IllIII補助

篭，"iht4-1・
0.、d 侠骨世浄では 過酸化水素水と次岨l塩膏階ナトリウムによる吏互dt浄を行う。
xb ホルムクレゾールは恨菅消毒剤である。

x c 水酸化カルシウムは置髄佳や断髄11に周いる。'

_ a.d 

[問題 100]暁合床に用いるのはどれか。2つ遭ベ.

a 官混重合レジン

b 守ラフィンワックス

C モデリングコンパウンド

d ユーティリティーワックス

砂歯科IllIII補助

笹~・
0， 畦合床の'"部分を基礎床といい、常温量合レジンで製作する。
Ob 喧合床の陵台嵯部分はパラフインワックスで製作する。
x c モデリ ングコンパウンドは、舞曲顎の印象探1早ぞ酷圧器成に使用する。
x d ユ ティリティーワックスは、既製トレーの辿揖昨煙、の修整』こ住用する。

ーヨmaa、b
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[問題 101]幽科治療中の口腔向写真(別冊午前NO.l1)を別に示す.

この操作で健躍できるのはどれか。

a 岐頭干渉
b 隣措面う蝕

c 辺操性曲周虫
d 隣接聞接触抽さ

症亙JII:a
x， 喧頭干渉は腔合紙や指を歯にあてて側方連動などをさせることで雄也
する。

x b 陣瞳I闘う蝕は、エックス線撮影やデンタルフロスで確認する。
x c 辺揖f虫歯周或は、凶の動揺度測定やエックス線搬影、ポケットプロ

ピングで確認する。

Od 写真はコンタクトゲージである。コンタクトゲ ジは、前間離開度 (隣

接面の接触強さ)を醐る器具である。

ーヨmad 

~!師寺III・繍助

No.l1 

[問題 102]隣町盟性印象材はどれか。2つ遭ベ。

a 衆王印象材
b アルジネー卜印象材

c シリコーンゴム印象材

d モデリングコン"ウンド

ε亙!ltI.J・
砂歯科8111割前助

0， 、d 熱"f盟性とは、加熱によって形状を車化させることのできる性質のことである。寒天印象材ヤ
モデリングコンパウンドは熱可盟性印象材である。

x b 、C アルジネート印象材やゴム賀印象材は、化学反応によって唖化するもので熱可塑性ではない。

ーヨmaa. d 

E
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[問題 103]甚自信鮒子の写真(別冊午前No.12)を別に示す 。

適応部位はどれか。

a 上顎前歯部
b 上顎臼歯銅i

c 下顎阿u歯郁
d 下積臼歯郎

[問題 105] 乳歯既製金属冠の韮若に際し必要な器具の写真 (~'J冊午前 No. 13 ) を別に示す。

この器具の目的はどれか。

a (，街頭部町調整

b 畦合函の調整
C 既製冠の着脱

d 冠の高さの調節

_-!:iu.t4" 
x a 上顎前歯部の控去には、ノ アングルの柑子を用いる。

Ob 上顎大白歯の控去には、 パイ アノグルの鮒子を用いる。

x c 、d 下顎曲の瞳去にiムモノアングルの鈴子を用いる。

惨歯科診鏑補助

NO.12 ..It，.tl'，' 
砂歯科陰祭繍助

No.13 

0， 写真はゴ ドンのプヲイヤ である。ゴードノのプライヤーは冠持の調整

ーヨD b 

に刷いる。

x b ~出合而の調整は岐合而調節甜子を用いる。

x c 滑脱は手指で行ヮ。

xd 高さの調節は金冠パサミ を用いる。

軍ヨr;:.a 

[問題 104]矯正期器具の模式図を示す 。 [問題 106]静脈内鎮静佳中町器具の写真 (別冊午前No.14)を別に示す。

この器具で針澗できるのはどれか。2つ置べ.

a 血陀

b 脈拍監

c 白血球主主

d 桂皮的動脈血酸素曲和度

砂歯科E.賀補助

NO.14 

このt器具の用途はどれか。
a 結繋線の切断

b プラケッ トの徽去

c 太いワイヤの屈曲

d アーチワイヤーの結繋

*.f:;hU' 
x a 血正は血圧計で測定する。

Ob， d パルスオキンメ タは、プロ プを指先やjぽなどにつけて、舞伎袋hこ脈拍置と経庄的動脈血酷

;t飽和度を測定する機器である。

x c 白血球置は血液検査で測定する。

砂歯科~領補助

<<Jti.P-' 
x a 結輩曜の切断にはピンカッタ を用いる。

x b プラケットの抱去にはプラケヅトリム パ を用いる。

Oc 図はヤノグのプライヤーである。太いワイヤーの胤曲に用いる a
xd アーチワイヤーの結教にはホウのプライヤ を剤いる。

値ヨr;:.b、d
eヨ~ c 
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[問題 叩7] 前科治療中の口腔内写真 (8'1冊午前No.15)を別に不す。

①に染み込ませる事剤はどれか。

a リドカイン

b アドレナリン

c フェノールカ/フル

d IX亜塩素酷ナトリウム

砂歯科Itll補助

CHiiT.(.4:-T 
x a リドカインは同所麻酔華である。
Ob 写真は歯肉庄排糸による歯肉排除である。毘排糸には、出

血を抑えるために血管収縮韮(アドレナリン)や収舷弾 (塩

化アルミニウム)を染み込ませる。

x c フェノ ルカンフルは歯髄鎮静療法や根昔消苛に聞いる。

x d 次E塩葉酸ナト リウムは根管抗ゅに用いる。

No.15 

笹ヨC.b ① 

[問題 108]麻樽を有する人体の模式図を示す。

十 十

麻婦がある + 

帥刻ιの程度 +< ++ 十卜

正しいのはどれかa

a 単麻縛

b H麻樽
c 両臨海
d 凹肢麻禅

砂曾科E参11繍助

征Il!1I.1J・
x a 月比麻樹は四肢のいずれかl箇所のみに麻縛がある湯什である。

x b 片麻禅は左右ー側のみに戚卑がある場合である。また上肱の桝樺が下肢よ りも強い。

Oc 向麻緯は両下肢の麻禽が強く、上肢の麻樺が軽度である。
x d 四肢麻療は凶腔共に同程度も麻簿を伴うものである。

~ c 
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[問圃 109]上顎の口内桂エックス線b駐車で床而と平行にするのはどれか。
a 踊面平面

b 鼻翼ー耳若葉線

c 口角耳珠融

d フランクフルト平面

惨闇瑞療循助

笹wiht-i..
Ob 、xc 上顎の保艇では鼻翼ー耳珠組を.下顎の蝿lI>ではU角耳珠線を床面と平行仁する。

eヨC.b 

[問題 110]心肺停止に陥った患者にAEDを盟着Lたところ「ショ γクは不畏です」というアナウ
ンスが斑れた。

次に行うべき対応はどれかa

a 脈の確認

b 人工呼吸

C 胸骨圧迫

d 意織確認

b慢科Itl貨楠助

*;}:p:..-'4.a 
Oc 倒れている成人の傷病者を尭見Lた場合には まず、 意織の健訟と昨岨の確認を行う。この際、意
植がないか呼吸が停止Lている場合には、直ちにー次散命処置を始める。処置を始めるにあたっ

て、近くにいる人に救急隊の要請とAEDを持ってくるよう要請を行う。次に 胸骨圧迫を行う。
人工呼吸が可能な場合には胸骨圧迫と人工呼吸の比率は30:2である。AED到着桂はその装君を迅
速に行う。AEDが 「ショ ックは不要です」というアナウンスが流れた場合、通常続けて 「胸廿圧
迫を続けてくださL、。」という玉旨のアナウノスが流れる。この場合、救急隊の到着まで、 胸骨圧

迫を(人コ呼吸を行える場合には人工町吸い継続する。

eヨm c 

コ』
A
品寸コ』
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[問題 1] 舌骨上簡はどれか。

a 茎失舌筋

b 顎二腹筋

C 甲状舌骨師

d オトガイ舌簡

砂解剖学

軍翠豆孟3・
" 茎提舌描は、舌と茎状喪起に付着する簡であり舌骨簡ではない。

Ob 舌骨上簡群とは、舌骨に付着する舌骨簡のうち舌廿の上方に存在する簡のことで、 顎二腹節や顎舌

骨師、オトガイ舌骨筋などがある。

xc 叩状百骨簡は青骨下師群である。

x d オトガイ舌簡はオトガイ稼と舌に付着する筋であ旬 、舌骨筋ではない。

値彊~ b 

[問題 2] 顎動脈から分断するのはどれか。

a 顔面動脈

b 下唇!l!J!!<
C 下歯槽動脈

d オトガイ下動脈

砂解剖学

軍忍草~
x a 顔面動脈は外顕動脈から分敵する。

xb、d 下唇動脈、オトガイ下耐蹴は顔面動脈から分岐する。

Oc 下歯槽動脈は顎動脈から分断する。

ーョ~ c 

[問題 3] 歯干し顕に由来するのはどれか。

a 象牙質

b 歯根膜

C セメント嵐

d エナメル質

砂解剖学

竃m;!，，%'4jJ・
Oa 象牙質、歯髄は歯乳頭由来である。
xb 、C 歯根膜 前橋骨、セメン ト買は歯小量由来である。

x d エサメル買はエナメル器由来である。

笹葺~ a 
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[問題 4] カラペリ 結節が出現する部位はどれか。

a ~辺縁陸線

b 51直合商

c ~i丘心舌側院頭

d 6近化、胡側 庄頭

砂解部学

.1fijht-4.i_ 
x a 上顎第一小臼歯辺揖陸線部には介在結節が出現する o

x b 下顎第二小臼歯佐合両仁は中心結節が出現する。

Oc カラベリ 結節は上顎第大臼歯近し、E倒岐頭に11¥現する。
x d 下顎第一大白歯近川し頗側院副にはプロトスタイリ ッドが山現する。_c 
[問題 5] 抗利尿ホルモンはと守れか。

a インスリン

b グルカゴン

C パソプレンン

d ノマラソルモン

惨生理学

竃'H14-4-11・x a インス リンは血絡調整示ルモンで血糖値が低下するD
x b グルカゴンは血暗調整ホルモノで血糖値が上昇する。

x c パソプレンンは下垂イ宇佐葉から分泌される抗利尿ホルモンで、尿量が減少する。

Od パラソルモンは血中Ca調整ホルモ〆で血中 Ca値が上昇よる。_d 
[問題 6] 恒害刺融で誘発されるのはとYしか。

a 間口反射

b ，響下反射

C 下顎彊反射

d 歯根膜岐師匠射

砂生理学

篭l.!m冨3・
0， 開U巨射i立、 口腔簡域への盟書刺散によって誘発される防御反射である。
x b 隣 ト反射は、舌根部(口腔咽頭部)への刺融により閉口筋が収縮する反射である。

x c 暫1張反射は簡紡錘が附与する閉D反射で、 下顎安静{すの保持に関号する。
x d 歯棋院庄師反射は、岨噌プJの調節に関与する閉口反射である。_a 

コ』
A
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[問題 7] 鴨下の咽頭相でみられるのはどれか。

a 喉頭の下降

b 昨粧の停止

C 軟口蓋の下降

d 耳廿l目頭口の閉鎖

砂生理学

.;t~iJ.，.t-4.-，. 

x， 喉i療は舌骨に引っ張られ上方に引き上げられる。

Ob 気迫は戸門で閉鎖され呼岨は一時停止するo
x， 軟口蓋の挙上により鼻腔は述断される。

x d 耳官咽頭口を聞くことで、中耳腔の換気を行う。

ーヨD b 

[問題 8] 剛嫡病聖はどれか。

a 白板症

b 天抱癒

C カ/ジダ症

d ハンター舌長

砂病理学

*.J;;uA"i:1・0， 前嫡病変とは、形態学的にみて正常なものに比べて婚が発生Lやすい状態に変化Lた組織で、 白板
症と紅板蓋がある。 ，

x b 天抱挽は自己免疫疾患である。

x， カンンダ症は、カンジダ薗による口和見感染で生じるものである。

x d ハンター古去は ビタミン 8"欠乏によってみられる苫の異嵩である。

値彊liaa

[問題 9] 睡誼腺随揚はどれか。

a 唾石症

b プfマ阻

c 多形腺腫

d キユット ヲー腫楊

砂病理学

軍亙~
x， 唾石症は、唾棋院の腺体や導廿内に形成された石灰化物 (唾石)による病態で、 ，;n下臨に好発するo

x b ガマ胞は、唾液腺に生じる粘直曹胞である。

0， 多罪腺腫は、顎下膿i二好発する良性i唾植眼唖婚である。
x d キュットナー瞳事は、顎下膿Lこ肝聾する慢性硬化性唾躍腕ょたである。

50 tI!彊liac 

[問題 10J DNAウイルスはどれか。

a HAV 

b HBV 

c HCV 

d HDV 

tJ::l.t-tl_ 
x a 、C、d HAV、HCV，HDVはRNAウイルスである。

Qb HBVはDNAウイルスである。

~ b 

砂微生物学

[問題 11] 生ワクチンを用いるのはどれか。

a 麻疹

b B担肝炎

C 日本脳長

d インフルエンザ

<<a4.1 .. +-
砂徹生物学

Oa BCG、麻疹、水車、風疹には生ワクチ ンを用いる。
x b、C、d B型肝炎、日本脳炎、インフルエンサPには不活化ワクチ/を用いる。

ーヨD a 

[問題 12] 真菌はどれか。

a Aggregatibacter actinomycetenιomitans 

b Candida aJbicans 

c Porpi1yromo1l8S必ingivalis

d StreptococCUS muω'" 

<<.:4，.1-4. 
砂微生物学

)( a， c Aggregatibacter actinomycetem印 mitans、Porphyromon四 gIngivafisは歯周病原性細菌であ

る。

o b Candid，1 aJbicansは口腔内に常在ナる真商である。
x d Sll'ept四 OCCUSI1111t811Sはう触病原性細菌である。

~ b 

『

t
A『
コ
』
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[問題 13] ED50 '" lOmgl岡、 LD50= IOOmg/kgである薬物の治療係数はどれか。

a 0.1 

b 10 

C 叩

d 1.飢渇

砂原理学

軍翠~
Ob 治療係数 (安全域)は、 L日開 150%.'t!E世)/ED"， 150%有効検)で求められる。
よって、 l曲/10 • 10である。

値が大きいほど安全性の高い薬物である。

値ヨIllab 

[問題 14] βラクタム系抗菌車はどれか。

a ベニンリン

b オフロキサンン

c ミノ'rイクリ J
d アジλロマイ ンン

砂箆理学

..qh.t4. 
Oa βラクタム系抗I有薬には、 円ニγ'Jン系とセ7>ム品がある。
X b オフロキサンンはニューキノロン系;凡菌事である。， 
X C ミノサイクリンはテトラサイクリン系抗繭薬である。

X d アジスロマインンはマクロライド系抗繭来である@

eヨIllaa 

J 
[問題 15] 処方せんの有効期聞はどれか。

a 量行自を古め3日間

b 括行日を古め4日間

C 括行日を古め7日間

d 提行日を古め 1，か月間

惨穣理学

.~f:ih.t-4 '. 
Ob 処方せんの有効期間は、桂行Hを古め4日間であるa

笹ヨr:.b 
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[問題 16] 0' LearyのPCRの結燥を凶に示す。

インレー

44 
43 42 石 31 32 

PCRスコアはどれか。
a 19.69も
b 20.0 W， 

c 20.6 % 

d 21.6 % 

‘;-J:jl44~. 

惨口腔衛生学

Ob PCR値は、 [幽垢付着歯菌彼憤歯而融]で求められる。またポンティック部は古めないため.
被検椅面散は、お (歯)X 4 1歯師). 1聞となる。よって、 PCR偵は、 20/1回 X 1回 =20.0% 
となる。

値重::. b 

[問題 17] 学校歯科健康詰査で、下顎右側第一大白歯匝合面にインレー修1夏、近ぺし両にう禽が認め
られる。

健康帯断事に記戦する記号はどれか。

a C 

b CO 

c 0 
d L'， 

砂口腔衛生学

.~f;iht4 • 
0， cは未処置簡である。 修誼i去の二次う触は未処世幽と判断する。
x b COはまさ観桜閣である。

x c O!.i処置向である。修担後にう蝕が量生しているので、 Cと判断される.

Xd L'，は，"久幽町史失簡である。

値重::. a 

2
4
2
 

53 



2
4
2
 

[問題 18]不溶性グルプJ〆の基画となるのはどれか。

a デンプ〆

b グルコス

c スクロース

d マルトス

[問題 21]俊耐う蝕で正しいのはどれか.2つ選べ。

a う蝕円錐が顕著である。

b う似の進行は輯慢である図

C 高齢者よりも若年者に多い。

d 辺揖性歯周去が誘因となる。

-口腹衛生学 砂口腔衛生学

*.!T:.'l* 篭J:Z!l忌3
x， 根面う触は環状に進行する。う蝕円躍はエナメル質う蝕や象牙買う蝕の特置である。
Ob 根面う触は 般に世性的経過をとりやすく、進行は級世であるロ
x c 級面う触は高齢者に多くみられる。

d 辺揖性自信周炎により歯肉が迅描L‘被耐が露出することで、セメノト質 (制面)う蝕が訴聾される。

Oc 不搭性グルカンはスクロース(ンヨ楕)を基置として グルコンルトラノスフエラーゼの作用によっ

て生成される。

軍軍:. c 

eヨD b.d 

[問題 19] A小学校では5年前からフッ化物洗Uを実施L、B小学位では実施Lていない。両枕の

i年生時と現在の一人平均DMFTを表に示す。

[問題 22]歯周病思者と健常者とを対象に歯闘病と生前習慣との関連慢を調査した。

この研究方法はどれか。

a 械断研究
b コホ}ト研究

C 記述疫学研究

d 患者対照研究

5年前(I年生時)の| 現在 (6年生)の
DMFT DMFT 

A小学校

B小学校

0.2 

0.2 

0.6 

1.2 

う蝕抑制率はどれか。

a 4096 

b 50 % 

c 60 % 
d 70 % 

砂衛生学公衆衛生学

‘~'þ;.p.. 
x， 楠断研究は、ある集団を特定時占で調査研究する)i法である。

x b コオート研究は、谷睦凶子への曝館群と訓曝館群の疾摘の先生状i1<を追跡調奈Lていく研究である。
x c 記述疫学研究は、信説を設定するために行うものである。

Od 患者対照研究は 当世疾患の有無別に、過去の要因曝露について闇査する。砂口監衛生学

<<.it •. tj:T 

[B小学校の DMFTIII加置]ー (A小学校の DMFT増加盟〕Oc う蝕抑制準(%) . . _.  _.... x 1田 =60となる。
(B小学校の DM.FT:t曽加盟]

eヨD d 

ーヨD c 
[問題 23] 感覚温度が低 Fするのはどれか。2つ選べ。

a 気圧の上昇

b 気撞の低下

c ~iKEの増加

d 岨M鉄の低下

[問題 20]平成23年向科疾患実態調査における 12歳児一人平均DMFT指置はどれか。

a 1.4 

b 1.7 

c 2.4 

d 3.6 砂衛生学公然衝生学

軍亙JII:.
X a， d 車党揖庄は、 気温、主温、会:ti荒から算出されるもので、気陀、幅射熱はl剥師、ない。
Ob 気握が低下すると感覚温度は抵下する。
Oc 気iiltがJWlJnすると感覚温度は低下する。

b口盟側生学

*.W".tJ. 
0， 平成23年前科疾患実態醐査における 12置児一人当'均 DMFT指数は 1.4であった。

ーヨD a 値書道.b. c 

54 

コ』
A品
T
『

d
」

55 



2
4
2
 

[問閤 24J国民町生涯にわたる歯科疾患の予防を主目的とする法律はどれか。

a 地域保健法

b 健康j~堪法

c 歯科医師法

d 歯科口腔保健の推進に閲する怯律

砂衛生学公衆衛隼学

篭-"ih.l-4tl・
x ， 地域保健IJ、は、サ ピスの垂け平二である生活者町立場を重祖Lた地指安保健の新たな体系を構築する
ため、地域保険対蹴撚進に関する基本事項を定める怯律である。

x b 健康増進怯1;1:，生活習慣鍋を防ぐための栄養改善、運動 飲i向 型躍などの生活習慣の改善を通じ

た健康相過の概念を取り入れ定めている.

x C 自前科医師止は歯科医師の免貯、業萌、歯科医師団家試験等を定めている。

Od 基本理念に 国民が生世にわたって日常生前において歯科疾患の予防に向けた~艇を行うととも

に、歯科疾患を早期に措見し、早期に桔療を置けることを蝿退会するとある。

ーヨ_d 

[問題 25J健康日本 21(第二次)で正しいのはどれか。 2つ遭ベ。

a 感染症の予防に重占を情いている。

b 平成3'年度でのH療を定めている。
c 野楽町田取量などの栄養摂取の目僚が定められている。

d 80歳で 20歯以tの歯を有する者の割合の闘機値を 40%とLている。

砂衛生学 公衆衛生学

.'H""翠3・
x ， 感染症の予防ではなく、「生活官官柑の尭症r'防と重症化予防」に重内を置いている。
Ob 平成 34年度での目標を定めている。

Oc r野菓と果物の摂取量の地加jなど、栄養摂取量の日揮が定められている。
xd 回歳で由自信以上町歯を有する者の割合の目標値を 田%としている。

~ b， c 

[問題 26J リスクマネ ジメン トの目的はどれか。

a 医療辞世の回避
b 個人責任の追及

c 医療事故の防止

d 高度医療の実施

ル衡生学・公衆衛生学

<<:.l:jt.t1，.T 
Oc リスクマネーンメント {医療機器官理)の目的は 、 医療~，放の珪牛防止である。

ーヨc.c 
56 

[問題 27]杜会保院制度で地域保障はどれか。

a 腫1ft保障

b 介瞳保険

c 協会けんほ

d 組合管掌健康保険

砂衛生学公衆衛生学

.J4，.t--lT 
xa 労働者の生活および雇用円安定と就職の世湛のために、失業した者や教育酬醐を受ける者等に対し
て 先輩等給付を支給する政附が管掌する祉会保障である。

Ob 地忠実保険とは、自官業者 農林水産業者 無職者など、被用者保険(犠壇保険)に加入していない

人を対畿とする公的医療器険(国民健康保険)と介謹保酷である。市町村および特別区を保障者と

Lている。市町村およひ'特別区を保険者とする池波棉院である。

xc 中小企業等で働く従軍貝やその家肱が加入している被用者保障である。

xd 組合菅掌健康保険は、主に大企墨田従業員とその家族が加入する被用者保険である.

笹彊;' b

[問題 28]平成24年医師 劇科医師 薬剤師調釜仁おける届出入散を衷仁示す。

正Lい組合せはどれか。

① ②  @ 

a 医師 歯料医師 藁剤師

b 事剤師 医 師 I歯科医師
C 前科医師 医師 誕剤師

d 医師 薬剤師 歯科医師

砂衛生学公衆衛生学

<<:t4，.tl:-
Od 平成24年 12Il 31日現在における 「医師術科医師 聾剤師Jの全国的問出世(回5.871人)では、

「医師J303.268入、「歯科医師J102.551人、「薬剤師J280.052人である。

eヨ_d 

『
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[問題 29]歯科口腔保健の推進に聞する法律で組定される口腔楳健主躍センタ 町並聴はどれか。

a 夜間の応急処世

b 要介謹者への訪問歯科診療

c 地域住民に対する歯科樟詰
d 歯科衛生士に対する情報韓併

[問題 32] コラーゲン合成に必要なのはどれか。

a ピタミンA

b ピタミンC

c ピタミン D

d ピタミン K

砂衛生学公衆衛生学 砂栄鍵掲羽生化学

<<.::;).-4J. .**.¥.4，)・
X a ピタミノ Aは上庇組織の骨化相舶に附与する。

Ob ビタミンCはコラ ゲノ合成に聞与守る。

X C ピタミ >'DはCa代謝仁関与する。

xd ピタミ;，-KIま血ii!:凝固因子産生に岡与する。

Od r歯科口腔保健の推遵に関する桂fltJ!i¥ 15条では都道府県、保健所を世置する市およひ『特日1Jrx:は、
口腔慌健主担センターを設けることができるとし、口腔保健主張センターは、歯科医療等業務μ従

事する者(歯科医師、歯科衛生士)等に対する情報の提供、研修の実施その他の主揮を行う抽聞と

すると組定されている。

値重;， d eヨE・b
[問題 30]特定健康詰棄 特定l~\!I! 1情感で正 Lいのはどれか。 2 つillぺ。

a 組拠出令は健康保険怯である。

b ハイリスクアプローチである。

c 目的のーっとして国民医療費の減少がある。

d 特定保健指導の情報提供は面接により行われる。

[問題 33]医療関連験径でOTはどれか。

怠 E理学療法士

b 作業療法士

c 宮~a聴貴士

d 管理栄養十
砂衛生学公衆衛生学

t.l:s，i-'I_ 
x a 般拠法令11、「高齢者の医療の碓保にl叫する法障」である. 砂鴎科衛生士線鶴
Ob メタボリツクシノドロームの詰当者 下備群等が増加する 40歳以上の者に対L、ハイリスクアプローチ

として特定健診特定程健指導を実施することは、生活習慣捕の予防を行う上で効果的である。

Oc 特定健詰 特定保健指導は、生活習慣を改普すとシための保健指導を行うことで、国民医療班を減少
させることを目的と Lている。

x d 情報提供は健書受話者全員t二、健樟結架を通知する際に、健康な生活習慣の重要性に対する理解を

深め 生活調置を見直すような基本的な情報を提供する。

値重;'b、c ーヨD b 

.~i;ib."FJ・
'" 理学療怯士はPhysicaJTherapist (PT)である。

Ob 作業療法 Hま口ccupationalTherapist (OT)である。
x c 昔話聴貰上はSpeechーLanguage-Hcaring Thera同 t(ST)である。

x d 管理栄聖上はRcgisteredDiel山an(RD)である。

[問題 31] 2010年肱日本人的食事担I~:\'i準における「ある母集団のほとんどの人において!日の必

要量を満たすと推定される 1日の隈取量』はどれか。

a 推奨量 [開園 34]局所麻酔車中毒町初期症状はどれか。2つ盟ベ。

a 朔脈

b じんま疹

C 顔面紅潮

d J1n圧抵下

b 目安畳

C 日梧畳

d 耐在t限量

砂栄餐指導生化学

t.!:iht-l.T 砂歯科臨床の重磁

0， 推奨量は、ある母集団のほとんど (97-98%)の人において 1日の必要量を満たすと推定される l

自の摂取量である。

xb 目安量は、推定平均必要量丑び催提畳を算定するのに十分な科学的桜拠が得られない場合に、特定

の集団町人々がある一定の栄養状態を維持するのに十分な量である。

x c 目僚量は、生活習世病の一次予防を目的として、現在の日本人が当面の目僚とすべき摂取量である。

x d 耐在 k限量は、ある母集団に属するほとんどすべての人々が、健康滞持をもたらす危険がないとみ

なされる宵慣的な摂取量の上限を与える畳である。

58 4Iiヨ;， a 

<<.!# •. t}_ 
0，、 c x d 局所麻酔車中毒の初期症状として虜l脈や血圧上昇、興帯、多弁、顔面紅潮などがみられる。
x b じんま疹は局所麻酔栄アレルギーでみられる症状である。

笹ヨ;'a、c
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[問11 35] 口腔内写真{別冊午後No.1)を別に示す。

1日の修世物でjfしいのはどれか。
a MOインレー

b MOアンレ

， 00インレー

d 00アンレー

c!]l!]玉置
0， 、x， インレーには醐同外形から、 MO、0口、 MOOインレー

があるo Mは近也、隣接面、 Oは腔合刷、 Dは量化、面で、司は

近也、隣接而と腔合面からなる禽洞であり、MOイノレ である。

x b 、d アンレーとは校顕を被覆する修哩物である。

砂醤科臨E策の萎樋

No.l 

笹葺:. a |州
[問題 36]26曜の女怜。k顎左側第二小円歯の冷水術を主訴と Lて来院した回初器時の口腔内写真

(別冊午後No.2 A)およびう倣検匁!被で染色f査のU燃内写真(別冊午後No.2 B)とを別に示九

染色された向質的除去に用いる器具の組合せで正しいのはどれか。

a エアターピン 一一一一一一一スチールパー

b エアタピン ダイヤモンドポイント

c マイク ロモータ一一一ーースチールパー

d マイクロモ タ 一一一 ダイヤモ〆ド択イノ卜

砂歯科臨床の!I!磁

No.2A B 

*d:jJ:r.'I: .• 
0， う蝕検知液で染色される歯質は 感染象牙置である。感染象牙質の除去はマイクロモーターを刷い、
スチ ルパーを装着Lて切削する。

ーヨc.c 
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[問題 37] プイラーの位割はどれか。 2つ選べ。

a 接着力の向上

b 硬化時聞の姐耕

c 重合収縮の低下

d 慢織的強庄町地加

‘.l，;J43...1・ 砂保存修復学

x， 接着力は前処理に量三曹される.

x b 硬化時間は変わらない。

Oc 、d フイラーはコンポジツトレジンに配合される無棚置で、 機械的強置が増加する。フイラーを配
合Lた分、レジン成分が減るため.11(合収縮は低下する。

笹ヨc.c. d 

[問題 38]歯質瞳君性があるのはどれか。2つ畳べ。

a リン酷亜錯セメント

b 酸化亜鉛ユージノールセメント

C 世来型グラスアイオノマーセメント

d レジン埠力目型グラスアイオノマーセメント

<<;jT.i"l J・ 砂保存修復学

X a. b リン酷亜鉛セメントや酷化亜鉛ユージノ ルセメントには歯置接着性はなく、裡織的世合力で
合帯する。

0， 、d 従来型およびレジノ添加盟グラスアイオノマーセメン トは、化学反応により歯質に接着する。

値璽:. c. d 

[問題 39]積層充壇の特酷はどれか。 2つ選べ。

a 響提恒の向上

b 歯質切削置の低下

c アプフラクションの防止

d コントラクンヨンギャップの防止

*AJihtv;T 
'保存修復学

0，鴎桐が深い場合、深部まで光が到達Lないため、伊I回かに分けて克視することがある。これを輯層

充境という。欄層充填は深部重合率の増加に加え.裡散色町レジンを克繍することができるため、

審要性も向上する。

x b 歯賀切削量の畦下は Ml(ミニマルインターベシンヨン)の目的である。

x c アプフラクンヨ Jは.岐合圧により歯顕部エナメル置が磁折すること((さび状欠損)である。唖
合調藍によりアプフラクシヨンを防止する。

Od 輔届克明は、コ J ポジットレジンの重合収縮によるコ J トラクシヨ J ギャップを軽減する目的で.
塊ではなく小分けにして究塩、重合させる方法である。

軍軍3・a‘d

コ』
A
U
寸コ』
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[問題 40l 間接覆開法の適応はどれかロ

a 脱臼歯
b 指髄充血

C 非感染性露髄

d 急性化膿性歯髄長

砂歯同僚法学

篭翠豆墨，
脱臼歯はすでに失活しているため、胞の再績や感染桜菅治僚を行う。

Ob 問J陸軍髄怯の適応は 健康象牙曜が残存している歯である。よって歯髄充血や急性部性単純性歯

髄炎のみj期が適応である。

x ， 訓I感染性露髄は直接植髄法の適応である。
x d 急性化蝿性歯髄炎は抜髄の適応である。

値重~ b 

[問題 411 9農の男児。下顎左側第二小臼歯の痔痛を主訴として来院した。厄はl週前から自発痛

があり 電気設に反応しない。初詰時の口腔内写耳(別冊午後No.3 A)とエックス線写真(別冊午

後No.3 B)とを別に示す。アペキシフイケーンヨンを行うことと した。

根尖閉鎖をH的として用いるのはどれか。

a 次亜塩素酷サトリウム

b オルムクレゾール

C 水酸化カルシウム製剤l
d 酷化亜鉛ユージノ ルセメント

No. 3 A 

<<ii:ili"l'o>> 

惨歯内康逮学

B 

x ， 次亜塩事酷ヲ トリウムは、幌管抗浄剤と して用いる。
x b オルムク レゾ←ルは、根官消毒剤と Lて聞いる。
0， アペキンフイケーションは、制未完成の無髄歯に対し、桜尖を硬組融で閉鎖する目的として行う処
置で、 相管内に水酸化カルンウム製剤lを封入する。

x d 酸化亜鉛ユージノ ールセメントは、仮針刻として聞いるJ

ーヨD c 
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[問題 42l60置の女担。下顎右側第 大臼歯の痔痛を主訴と Lて来院した。10年前、司に全部金

属冠を装着Lたが、 iか月前から歯肉11奮闘脹し、岨曙時に終痛があるという。全部金属冠を降、士 L

た時のエックス組写真 (別冊午後No.4 A)とある処置をした佐の口腔的写真(百'1冊午後No.4 B)と

を別に示す。

行った処置はどれかo

a ヘミセクション

b トライセクンヨン

c ル トセパレ ンヨン

d アペプ イキンケーシヨン

砂歯周i台疲学

No. 4 A B 

*4i:ht-4.'-. 
Oa エックス組写真から、百槌 L、根に垂直性骨吸収がみられ、ほほ向糟骨が残っていないことがわかる。
また術後の口睦内写真で近 し、の歯冠がないことから、へミセクション Ci5:'1いあるいは遠心のみ除去
する方法)が行われた。

x b トライセクショシはよ顎に対よるJii去である。

x ， ルートセパレーションは、担分自主部病変がみられる場合に、近遠レ恨を分離し保存する)j法であるロ
x d アベヰンフィケ ンヨノは、失活Lたがj苦氷久歯に対する処置法である。

ーヨD a 

[問題 43l別畿の女性n 歯肉の腫脹を玉訴と Lて来院した。不定期にてんかん発作を起こすとい

う 。 初J詑時の口腔内写真 (~ 'I冊午後No. 5 ) を別に不す。

前向腫脹に閑与する薬剤lはどれか。

a フェ トイ〆

b ニフエンピン

C シクロスポリン

d セファロスポリン

惨歯周官僚学

<<.:.jjju.g. .. 4.-';. 
Oa 、xb、c 薬物性歯肉噌殖産の原l品薬物には、免疫抑制柴
(シク ロスポリン) カルンウムJ吉抗華 (ニフェジピン)、抗
てんかん菓(フェニ トイン)がある。患者はてんかんもつ

ため、抗てんかん薬が原因として考えられる。

x d セファロスポリンはセフェムJ付克幽来である。

NO.5 

図

側轟ぬ
笹葺~ a 園 田園
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[問題 44J幽同組臓検査の棋式図を示す。

歯肉構底部
①
 

MGJ 

①はどれか。

a 付着歯肉岨

b 上庇性付満幅

c ポケットi1t!さ
d アタァチメントレベル

砂歯周治療学

笹Ii!Jl.IJ・
Oa 付着歯肉幅は.ポケット庇部から歯肉歯糟粘膜境 (MGj)までの畏きである.

x b 上庇性付消とは、付着上庇による歯面への付着である。プロープでは圃定できない。

Xc ポケット揮さは、樹肉辺蹄からポケットl正部までの畳きである。プロープをポケット向hこ挿入して

測定する。
xd アタッチメントレベルは、セメントエナメル境 (CEJ)からポケ γト底部までの長さである。プロー

プをポケァト内hこ挿入して測定する。

e歪;'a

[問題 45l全部派義歯製作時に世照宮る器具"写真(別冊午後No.6)を別に示す。

この笹置を用いて行うのはどれか。

a 岐合平面の決定

b 矢状頼路角の欄定

c 垂置的顎位の決定

d 水平的租fY'の決定

惨歯科補緬学

篭玄!ilJJ・
No.6 

x a 無歯頼者には腔合平両はないため、仮想喧合平面を用いる。

恒想腔合王子面的決定には岐合平而板を用いる。

x b 矢状瓢臨角の決定4こはチェックパイト法を刷いるo

x c 垂直的瓢i立の決定には F顎安静(¥Lを利用する。
Od 写真はゴンツクア チであるのゴシックアーチは水平的瓢位

の決定に用いる。

eョ;， d 

[問題 46J 歯買切削量が最も少ないのはどれか。

a 全部金属冠
b 陶材班付金属冠

c ラミキートベニア

d ジャケットクラウン

砂歯科縄a語学
*:f!jhJ'+iT 

x a 全部金属冠は歯冠全周を支台歯形成するため、曲置切削量が多い。

x b 陶材焼付金属冠は向材の厚みも碓眠Lなければならないため、全部金属冠よりも削除量が多い。
Oc ラミ写ートベニアは生活歯が適応となり、エサメル置のみを削除するため歯質切削量が少ない。
x d ジャケットクラウンは金属を世用しないため、金属冠よりも厚みが必要となる。

ーヨ~ c 

[問題 47J t顎印象域の模式同を示す。

① 

③ 

ハミュラーノ ッチはどれか。

a ① 

b ② 

c @ 

d (j) 

砂歯科補111学

竃.!t，.Q.T
x a ①は切幽乳顕であるo

x b ②は円鑑降起である。

x c ③は上験結Doである。
Od ①はハミュラーノッチである。ハミユラ ノッチは上暫l結節と翼状突起内側版の翼突抽との聞に位

檀Lており 結節怯}jのよ顎義歯のf灸緯の I~慣を決めるときの後h限界線と Lて矧いられる 。

軍ヨ~ d 

2
4
2
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[問題 48]上顎に症者する装置の写真(別冊午後No.7 A)左先端した状態の日作的写実(別冊午後

No. 7 B ) とを ~IH:示ナ 。

この装世はどれか。

a ホッツ床

b アクチパトール

C スビ アエイド

d N，lTIceのホールディングアーヂ

No. 7 A 

砂口腔刑ヰ学

B 

篭，j'i"JH・
x ， ホッア床は口蓋裂患者の顎の発育を促す目的で装着する装笹で 生後間もない時期から装着する。

x b アクチハ ト ルは機能的矯正装置である。
0， 写真はスピーチエイ ドである。口蓋床の佐方にレジン製のパルプがついている。鼻咽腔閉鎖不全で

発音時に易から阜が掠けるのを問lji!{ 発音を補助する。

x d Nance のホールデイングア←チは、上顎に装着する1~聞装置である 。

値彊liac 

[問題 49] 三父神経痛の特植はどれか。2つ選べ。

a 男性ι多い。
b 片側性である。

C 中高年者に多い。

d 表情簡が林揮する。

til!l翠3・ 砂口腔外科学

X a， 0 c 三又神経痛は 三又神経の支配鋲械に起こる発作↑tの千年捕である。40成以上町中高年者に多

くみられ、 女性に多い。

Ob 痛みは片側性に発症L、正巾を超えて対側へ広がることはないo

xd 表情筋の麻抑は顔面神経麻海の特酷である。

笹葺liab‘c
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[問題 50] 観血処世桂の顎骨j喪托と間連のある薬剤はどれか。

a カルントニン製剤

b フイブリノ ゲン製剤j

C 活性型ピタミノ 0，製剤l

d ヒスフォスフオ布、ート製剤

b口腔外科学

篭.!jh4H・
x，、 c，Od カルyトニン製剤、活性型ビタミン山製剤、ピスプォスフォネ ト型剤は骨粗型症思

者に対して使附される薬剤である。このうち、ピスフォスフォネート製剤服矧中の患者に 抜歯な

どの観血処置を行った怯に顎骨壊死や骨髄去を発起する場合がある。

x b フイプリノ ゲン製剤jは血瓦病思者に使用する薬剤lで、顎骨壊死との関連はない。

ーヨC.d 

[問題 51]成人のBLSにおける胸骨庄迫で適切なのはどれか。2つ選ぺ。

a 片手で圧迫する。

b 左側胸部を圧迫する。

c 胸郭が5cm i:土む程度で圧迫する。

d 分間に l開聞のベ スで圧迫する。

砂口盟問押

*.::ih.tJ:T 

x， 成人では手を重ねて圧迫する。小児は片手でもよい。

x b '-土迫部位は胸骨の正中組上で、左有の乳頭問を結んだ主占である。

0， 圧迫円強さは、成人では胸郭が<¥-5 cm程在、小児では胸郭の厚さの的 1/3沈む程度である。

Od HをやればLて体重をかけるように、 1分間に 100阿のペースで圧迫する。

eヨc.c‘d 
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[問題 52]上下前歯岐合間昔、の模式図を示す。

〆
、

[問題 54] 口腔内写真(別冊午後No.8)を別に示す。

装着Lているのはどれか。

a 交互ゴム
b 垂直ゴム

， rr級ゴム
d III級ゴム

『

d
A『
コ
」

69 
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①②  ① 

マイナスのオーパージェッ トはどれか。

a ① 

b ② 

c @ 

d ④ 

*aij;r.¥-4 • No， 8 

x， 吏又ゴムは、一方の唇側から対顎の背側に向かつてか

けられる顎問ゴムで、 鎖状院告の治療などに用いる。

x b 垂直ゴムは、 上下顎顎聞にほぼ垂直にかけられる顎

間ゴムで、 開肢の治療などに用いられる。

x， rr級ゴムは、下顎の臼向部から上顎の前宣伝部あるい
は犬歯部に向かつてかけられる顎間ゴムで、 上顎前

湖町青側移動、上顎丈歯 臼歯のよ主化移動、あるい

は下顎臼耐の近'L'、移動なとに用いられる。

Od III級ゴムは、上顎の臼歯部から下顎の前歯部あるい

は犬前部に向かつてかけられる顎問ゴムで、 下顎前歯の背側移動、 ト顎丈歯 臼歯の速い移動、あ

るいは上顎臼歯の近 し修動などに用いられる。

@ 

砂矯正歯科学 ーヨD d 
軍翠亙Ea
x a オーパ パイトとは垂直披蓋、オーパ←ジェットとは前佐的水平被蓋のことである。①はオーパー

ジェット オパパイトとも標準的である。

x b ②はオ←パーパイ トが大きいが、オ←パ ジェッ トはさほど大きくない。

0， ①は前歯師の反対暁告である。上顎前歯に対L下顎前首が前方に位置している場合をマイナスの

オ パージェットという。 ，

xd ④は開喧であるo開院状態はマイナスのオ←パ バイ トである。

eョ::.c 

惨矯正箇科学

JV Il f:いえミfil

[問題 55]生後6か月で発現するのはどれか。2つ選べ。

a 怒り
b 恐れ

c 帆不快

d Lっと

砂小児閣制学

Crjl:b.¥-4:，. 
0，、 b 情動の分化では、生後2-3か月で快不快の分化が現れる。6か月で怒りや恐れ、 l最6か月

でLっとが発現する。[問題 53] 栂指唖指癖でみられるのはどれか。 2つ選べ。

a 悶喧

b 狭窄歯列弓

C 下暫iili:'C、岐合
d 上顎前歯舌側傾斜

ーヨD a. b 

軍翠豆盃，
0，、xd 揖指によりヒ顎前歯は辱傭傾斜L、開岐を呈する。

Ob 吸引により歯列弓は狭牢する。
x， 上顎前喪状態となり、 下顎の直L、匝合となる。

ーヨ::.a. b 

砂矯正歯科学



「
4 [問題 56] Scammonの凪器尭脊曲線を図に示す。

リンパ盟はどれか.

a ① 

b ② 

c @ 
d o 

% 

"'" 
1田

1曲

140 

120 

1∞ 
80 

③ 

回

④ 
40 

m 

。2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 歳

征Il!JlJ:l・

砂小児歯科学

0， ①はリンパ矧であるω12銭前後で成人景の2凹%1こまで成長し、以佳は減少して 20歳頃成人畳と
なる。胸膿、 リンパ腺などが相当する。

x b ②は神桂世である。乳幼盟問に急速に成長L、6成頃にはすでに成人置の柏田%に遣する。脳、骨髄、

阪壷骨などが相当する。

x c ③は 位型である。乳幼児期と思春期に著明な時育をする。そのため、成長曲線が5字状になるこ

とからシグモイド曲線という。筋肉、骨格 身長、体重などがこれに相当するo

X d @は生殖器型である。思春期以降に顕著な成長提育を示すのが特障で.生殖器が相当する。

eヨ::.a 

70 

[問題 57] 保問書世の写真 (別冊午後No.9)を別に示す。
この韮世の名称はどれか。

a リノガルアーチ

b クラウンループ

C ディスタルシュ-

d Nanceのホールデイングア チ

砂小児歯科学

篭亙!:l:tI:a
Ob 写真はクラウンループである。第一乳臼歯の単ー期喪失で、第二乳
臼簡を支台衝として利用できる場合に適応される探聞装置である。

No.9 

~ b 

[問題 58] ダウン症思者に多くみられるのはどれか。2つ遭ぺ。

a 高口量

b 著しい喧耗

c 上顎の過成長

d 乳歯の晩期開存

.，.審者高省者歯科学

DlE忍3
0. 、d、xC ダウン症候群町特間的な口腔内所見と Lて、 永久歯の先玉虫、如、乳歯の暁期時存、経小
備.上顎骨の劣成長、商口蓋 巨青鴻状青などがある。

X b 箸Lい肢民は脳性麻禅患者の口腔内所見である。

値ヨ1::.a. d 

[問題 59] 79綾の女性。脳梗進を発症したが現在は自宅で僚饗している。皿、者宅を訪問Lて摂食降

下訓捕を実施すること左した。

直接訓締法に用いる宜品で適切なのはどれか。

a プリン

b 乳酸飲料

c せんべい

d 菓子パン

砂障審者 高園時者箇科学

<<.!:;L.t{.t 

0， プリンはそれ自体が膜下直前町食塊の性状に額11!しているため、摂食 轄下機能訓練で礁下食とし
て用いられる.

X b 乳酷飲料は液体であり、摂宜 暁下檀能訓輔で用いる食品としては最も誤礁しやすく危険である。

X C せんべいはU腔内で軒砕きれ分散し、食塊を形成しにくいため摂食略下機能訓練で経 F宜として

H1いることはない。

X d パンは口肺内で宜塊を形成するためにやや時間がかかるため、担宜 犠下機能訓輔で轄下食として

用いることはない。

笹ヨ1::..a 

コ』
A
『コ』
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[問題 601片麻縛患者への口腔消揖で患者の体位で適切なのはと'れか。

a 仰臥位で頗を健側に向ける。

b 仰E人位で額を麻捧側に向ける.
C 側臥位で額の健側を下にする.

d 側臥位で顔の麻海側を下にする。

惨陣容者高齢者歯科学

軍翠亙D
Oc 片麻縛の患者では患者に側臥位をとらせ、顧の健測を下側にする。

値車;， c 

[問題 611パ キンソン荊でみられるのはどれか。 2つ選べ。

a イ剖み歩行

b 極度の筋弛紐

c 記憶能力畦下

d ドーパミノ過剰分泌

砂降盲者高断書館科学

0. パーキンソノ病は脳の神軽細胞の産性により ドーパミノが減少することで運動の抑制嫌構が働かな
〈なる。協調Lた描運動が降客されるため、歩行も円滑にできず小刻lみ歩行となる。

x b 描弛緩はみられず.固定された簡緊張がみられる。

Oc ド パミンは簡の運動に関係する伝達物質であるす仁記官能力の低下も徐々にみられるe
x d ドーパミン産生細胞の変性や死による、 ドーパミン分泌量の減少が町田である。

eヨ'"a、c

[問題 621平成25年国民生活基礎自調査において.高齢者で介瞳が必要となった原因疾患で置も多

いのはどれか。

a 輔尿病

b 'し、簡梗塞

c 悪性腫話器

d 脳血管疾思

砂燭審者高齢者歯科学

鑑Ml，.th!・
Od 介護が必要となった原因疾忠のー位は脳出骨疾患、ついで認知症、高齢による衰弱である.

~ d 

7? 

[問題 631 ルートプレーニングで正しいのはどれか。2つ選べ。

a 歯冠世面に適用する。

b 揖械的清掃法である。

C 病的セメント買を除去する。

d スケーリングに先立って行う.

砂趨科予防処置

篭亙m:J・
x a 楢似表面に越刷する。

Ob 薬品を世用することなく樹被面の滑沢化を困るものであり、機織的清掃桂である。
Oc 病的セメント質や'.死セメント賀町除去を行う。
x d ルートプレーニノグは歯石を除去した桂に、粗造となった前線面を滑沢にする術式である。 般的

にはスケ リングと同日に行うことも多いが.先立って行うことはない。

eヨ'"b、c

[問題 641拍車の女性。歯石の除去を希望して来院した。術科医師の指示のもとスケーリングを

行ったが、施街中に簿痛を訴えた。

まず行うべきなのはどれか。

a 世円させる。

b 出血の有無を佑訟する。

C J~ ニツンユを撞布ナる。

d 主治医に歯髄鎮鯵怯を依頼する。

惨歯科予防也掴

‘"，.4_4，1・
X a 世口させるのは出血の有無を確認した後である。

Ob 器具が瞳触したと思われる部位を中心に、出血の有無を確認する。
X C パーニツンユは術後の知覚過敏症を軽減Fる劫来が期待できるが.まず行うことではないo
xd 歯髄鎮静法は蜘内治様である。この場合は醐係ない。

@I.!・ b

[問題 65]組研磨に胤いるのはどれか。2つ遭ベー

a ルピー砥石

b セラミック砥石

c アカンソ砥石
d カーポランダム酷石

砂鍋科予間処置

軍:amtIJ・
Oa. d ルピー砥石、カーボランダム砥石は範子が組いため、粗研庖仁用いる.

X b， c セラミァク砥石、ア カンソ 砥石の粒子は細かく、最終研磨 (jl上げ)に悶いる。

~ a.d 

『
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[問題 66] フッ化物急性中曜時の対応で適切なのはrれか。2つ選べ。
a 曜吐させる。

b 聞~位に曾る。

C 牛乳を飲ませるB

d 抗附莱を投与する。

[問圃 69] 12歳の女児。う蝕予防を希望して来院した。

小向裂i腎頃塞出が最も有効なのはどれか。

a 上顎巾切歯

b 上顎犬歯

C 下型目第一大白歯

d 下事l第二大臼歯
砂町ヰ予防処置

..!:t;.'.J.:t ι 

0. 睡吐により問中のフッ化物を排推させることで、中毒症状を改普することができる。
x b 仰臥位にしてもフッ化物は排植されない。
Oc 牛乳中のカルンウムと結合してフ γ化カルンウムとなり 吸収が阻害される。
x d フッ化物急性中毒は感染症ではなく、また易暗染性になることもないため抗菌薬を控号する必事は

ない。

砂歯科予防処置

.~'þ ;.t+. 

Od IJ、商裂?車線塞桂は、萌出後聞もない歯が最も布効である。12歳では第一大円簡が最も省効である。

値重;， d 

ーヨt::.a. C 

[問題 70]スケーリング中の基本姿勢で適切なのはどれかo 2つ選べ。

a 患者水平位で操作する。

b エアスケーラーを世用する。

C 術者のかかとをやや上げる。

d 下噛操作時にへ γ ドレストを上げる。

[問題 6ア]下顎前前部のスケ リング中に刃部が世祈Lた。

適切な対応はどれか。

a 開円状態を保つ。

b うがいをさせる。

c ただちにパキュ ムで吸引する。

d エアンリンジで口腔外へ排除する.

砂歯科予防処箇

<<.qUtl_ 

0. 基本与野勢は患者水 l'位で操作することが前提である。

xb エアスケーラ を世用よることで効率的にスケーリノグを行えるが、基本聾勢の維持とは出係ない固

x c 術者の足裏は床に平らに付く状睦が基本聾勢である。

Od 下顎練{乍時にはヘッドレストを tげ、患者の顎を引くように設定することで、基本姿勢を維持する

ことができる。

砂歯科予防魁置

.:t~;;.þJ"，f. ， 
0. 、xc あわててパキュームによる暁引を行うと~!聴につながる恐れがあるため 開円状態を保もな
がら破折片町磁器を行う。

x b うがいは誤燃や誤飲してLまう恐れがあるため、してはならないo
x d エアでの口腔外への排除は大変危険である。 笹ヨr:.a. d 

‘ヨt::.a 

[問題 71] 次性喧合性外由の特置はどれか。 2つ選べ。

.指向;~赤がみられる o

b 睦顕干渉がみられる。

c 垂直性骨吸収がみられる。

d アタッチメントロスカさみられる。

[問題 6B]体重20kgの小児に対して2%フγ化ナトリウムの歯面撞布を指示された。

安全に使畑できる l岡町世用上限量はどれか。

a 3 ml 

b 4 ml 

c 5 ml 

d 6 ml 
砂崩ヰ予紡処置

<<.f"Ut4. 

x • 歯肉尭赤は偏向炎や歯周炎の症状である。

Ob 一次性校合性外傷は.健全な繍闘組織をもっ歯に腔頭干捗や早期接触などの過度な腔合圧が加わる
ことによって生じるものである。

Oc 次世腔合性外面はエックス輯所見で垂直性骨唖収や歯恨腹腔鉱人がみられる。
xd 健全な歯周組植のため、アタッチメノトロスはみられない.

砂歯科予防処置

*:@，;.tJ-
Ob フッ素急性中毒(悪心曜吐)の尭現畳は 2mgF /kg，である。体重が20kg~η場合、発現量は
40mgFとなる。2%NaFに含まれるフッ膏量は 9mgF Imlあり、中毒の尭現量は 4.4mlとなる.

そのため計算上4mlまで怯用できる。

eヨt::.b 値車週.b. c 
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[問題 721柄周病リスクフアクターで環境因子はどれか。zつ彊ベ。
a 騨理

b 歯垢

c ストレス
d プラキンズム

[問題 751 拍療用器具の写真 (~II冊午後 No. l0 ) を別に示す。

この器具の目的はと:'ttか。2つ選ぺ。

a '2<唇樽の改普
b 上割前突の拍被

c 顎1則節症の拍僚

d 畦合性舛悔の拍療

砂歯科予防処置

*.1#;.'4. 
0.、c 樫理、ストレスは理境凶子であるo
xb 歯垢は直接凶子である。

x d プラキンズムは同所外慣性修飾因子である。

砂筒科予防処置

NO.10 

軍軍;， a. C 

‘illlE翠ヨ・
0. 、b 写真はオーラルスクリ ノである。オーラルスクリーンは 口
呼岨やU唇閉鎖不全の患者において、簡肉の乾操による歯肉員や上

顎前突などの予防および拍蝦のために用いられる。小児における唖

唇僻や岐瞳癖の習癖の改普に聞いることもある。

x c 顎関節起の治療にはスプ，)ン トを胤いる。

x d 岐イT性外備の治療では喧介調整を行う。

笹葺;， a. b 
[問題 731成人に対ヲるフッ化物応用の目的はどれか。2つ盟ペ。

a I~信顕酷う蝕の下防

b ，¥盛岡炎の進行抑制

c 知覚過敏続の予防

d 小構型構う蝕の予防
[問題 76114歳の女九簡の動揺を主訴として米院した。 ド顎切J歯に2庄の動揺がある。エックス
線2長業jf艇の結果.上下顎前歯と両側第一大白歯に垂置性の骨吸収を認め、同部位のP.P.Dは近遣

心部で6mmであった。

睦われるのはどれかo

a 思春闘性両肉炎
b 様死性出場性歯肉炎

c 広汎型世襲性歯周炎

d 阻局電世襲世歯周炎

砂歯科予情処置

軍翠亙玄，
0. 自信融面などは成人になってから前周疾患などで露111することがあり 歯根町う蝕の予防にフッ化物

は有勤であるo

xb 歯垢の形成抑制の劫呆はあるが、歯周炎の進行抑的とはいえない。

0， 露11i!良而でフルオロアパタイトが形成され、知覚過敏症の予防に働〈。
x d 小関聖誕f梓う触は耐j出直f主に催思する確率が布いため、フッ化物の応用はIUi出後なるべ〈皐く行うが、

成人以降ではほとんど効果は認められない。 砂歯科予防処置

軍軍;， a. C 
‘Jjih¥"-4 =. 
x a .:t.ツクス線与真で骨唖収があることから、すでに歯周炎に植思していることがわかるa

xb 機死性演串性曲肉炎では骨唖収はなく、また歯問乳頭部のi畏死と潰事が特置である。

x c 骨唖収とポケット形成が切仰と第一大日前に限日しているため、広汎型ではない。
Od 限向型盟袋性白岡炎は、切歯および第ー大円前町垂直性骨吸収を特置とする.

[問題 741ポケットイリゲ ンヨン仁用いるのはどれか。2つ選べ。

a 過酷化尿膏

b アクリノール

c ポピドンヨード

d テトラサイクリン

値ヨm d 

砂歯科予防処置

‘翠率五，
x. 過階化:!l'.l賢は 生吊歯の穣白(ホームプリーチi1)に用いる。
Ob、c ポケットイリゲーシヨン左は、 ポケット内町洗浄を官昧する。ポケット内ぺ抗命には、アクリ

ノールやポピドンヨ ドなどの消毒薬を用いる。

x d テトラサイクリノ系抗菌薬は、ポケッ ト内町歯同病開性制閣に対する LDDS(局所薬物配送システ

ム)で州いる草剤lである。

値車;'b、c
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[問題 77] 器具の写真(自IJ冊午後No.11)を別に示す。

桜分費支部病変の診査に用いるのはどれか。

a ① 

b ② 

c ③ 

d ④ 

砂歯科予防処置

No.l1 

① ① ① ④ 

‘翠~
x a ①はグレ←ンータイプキユレット(前歯部用)である。

xb ②はンツクルタイプ(鎌型)スケ ラ であり、歯肉緯上部のスケ リングに適している。

0， ⑤はファーケ シヨンプロ プである。担分岐部病変の検査に閤いる。
x d ④はグレーシータイプ有ユレツト (臼揃部近し、用)である。

値重~ c

[問題 78]ペリクルで正しいのはどれか。2つ選べ。

a 細菌を古む。

b 唾i臨由来である。
C 歯プランで除去できる。

d プヲークの足有効となる。

砂箇科予防処置

軍翠亙lJ・
x， ペリクルは無菌である。
Ob、d ペリクルは唾液由来の柚タンパクが土であり曲面表面を保護している。プラークの足場となり

パイオフィルムを形成する。

x， ベリクルはプラツシノグで除去できずPMTCによって除去可能である。

値重~ b. d 
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[問題 79] プラツンマノグの術式と特慣をまに示す。

① 歯面に対し直f!Jに刷毛部を当てる。

② 円を描くよう iご動かh

① 操作が容易で歯耐清掃に適する。

このプラツンング法はどれか。

a パス法
b ローリング怯

c プオ ンズ怯

d チャータース法

惨歯科保健指導

篭~@:;-t_4 • 

x a パス法は歯聞に対L15度の角度で刷毛部をあて、毛先は固定Lたま ま近遠心的に数 mmの範囲で

振動させる。

x b ロ リング法は歯軸に対L干11"に刷毛部をあて、毛先を歯耐に沿わせながら回転させる。

0， フォーノズ法は歯商に対し直角に刷毛部をあて、円を抗くように助かす。録作が谷島であり、小児
に適応Lやすい。

x d チヤ タース法は毛先を切端聞に向け、切端側から根尖測へ移動させ、毛先が歯肉辺輯に当たった

ところで加王拒動させ、その後板尖側へ阿転させる。 向肉マヅサ ジが主目的である。

値ヨcac 

[問題 80]学校前科健康診断の結果の一部を岡に不す。

5 4 3 2 l 2 3 4 ら

¥ ¥ ¥ ¥ C ¥ ¥ ¥ ¥ 
上 E D C B A A B C D E 上

× C 
右
E D C B A A B C D E 

左

ド ¥ ¥ 下

5 4 3 2 l I 2 3 4 s 
¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ O ¥ 

正しい組令せはどれか。2つ選べ。

a 未処世向教 3 

b 要観察街並 2 

C 要注宜乳曲監 2 

d DMF歯散 4 

砂歯科保樋!~導

..qh.t-4.-T 
Oa 未処置曲はCで去され、水久的2附 乳歯 11逝の合計3歯であるa

x b 要同製仰はcoで表され、 1歯である。
x ， 要i主意乳歯は×で表され、 I歯である。
Od DMF歯は氷久l留のう蝕経験歯で 未処f電麟歯2肉、処置甑歯2歯の合計4掬である。

軍ヨcaa. d 
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[問題 81]3最6か月の男児。上顎前歯都町変色を主訴と Lて衆院Lた。初世時の口腔内写真(別冊

午後No.12)を別に示す。

3歳児曲科健康詰査のう蝕椴忠型分鎖で正しいのはどれか。

， A型
b B型

c Cl型

d C2型

砂歯科保健指導

.;J;jhtfA 
Xa A型はk顎巾歯部のみ、または円曲師のみにう蝕のあるもの
である。

x b B~は h明I前歯部および臼直前都にう蝕のあるものである o

X c Cl型は下顎前向僚のみにう触のあるものである。

Od C2型は ト顎rii[胸部を含む他の部位にヲ蝕のあるものである。

No.12 

値彊3 d

[問厨 82]髭義樹装着直接の曹、者に対する棋食指導で適切なのはどれか。2つ選べ。

a 前歯部での積極的な岨鴫を推韓する a

b 左右自由で同時に腔むよう指導する.

c 睦む時聞をE融的に短くするよう指導する。

d 軟らかい食物から佐々に摂取するよう指導するE

砂歯科保健縄海

篭:TI!ltEl・ ， 
x a 'lIir簡での喧合は桂方町辺揖封輯を阻害し脱落の原因となる。

Ob 左右臼自信部での同時の腔合が義f翁の安定につながる。

X C 岐む時聞は意識的に葺くする必要がある.

Od 軟らかい食物から徐々に艇取するよう指導する。

笹葺3 b. d 

[問題 83]歯周疾思に対する軒煙のE曹はどれか。2つ遭ベ。

a 前向血流量の低l'
b 仮性ポケットの形成

c アタッチメントゲインの促進

d 歯肉動脈Jm階素胞和度の低下

砂歯科保健指導

‘"，ti4 .. H・
Oa， d ニコチンの影響で末梢血管の収賄が起こり、その結果崎問血流量の低下や酷葉飽和庄の低下が

起こる。

X b 歯同組曲の破壊を生じやすくなり、アタ γチメン トロスカJ地加する。すなわち、実性ポケットの形

成が進行する.

X C アタッチメントロスがf@jlliされる。

~ a、 d

An 

2
4
2
 

[問題 84]担食時下機能の開審植査はどれか。2つ選べ。

a RSST 
b VE樟壷

c VF検査
d メンデルソン控法

篭:.!!l!ll1El・
惨歯科保健鑓碍

Xa bi.祖唾液鴨下テスト (RSST)は、被験者の喉園学上を触酵で観察するもので、 30秒間に伺阿鴨下
が行われるかをみて、 3回以上できれば正常とする.

Ob. c VE検査(鴨下内側鏡検膏)と VF(喧下造最長検査)は摂宜鴨下障害の精密検査である。不顕
性誤樵や咽UJi残留などを剖べる。

X d メンデルソン技法は摂宜軒下訓練のーつである。具体的には、苦併眠覇挙上と咽頭収績がピ クに

連Lた時査で膜下を一時停止するように指示し、この状態を数秒間保った後、力を拙いて喋下前の
状態に戻すように酬僻する。

笹葺週Tb、c

[問題 85] 身体障害に分割されるのはどれか。2つ遍ぺ。

a 脳性麻縛

b 統合先調症

c ダウノ症候群

d 筋ジス卜ロプイ←

.~fjib.t-4:，. 
惨舗科保健指事

Oa 障害は知的障害、 身体障害、 綱神隊害の3つに大別される。脳性麻簿は身体機能に興常がある身体
障害であるo

xb 精神障符には、統合失調徒や臨うつ輔、神緩症などがあり、思考や感情、行動に障害をもっ。統合
失謝続は国凶不明の内凶性精神疾患である，

X C ダウン症候群は知的障害が主である。

Od 柿ソストロフイ は筋に異常を示す身体障害である。

e軍3 a、d
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[問題 86J健康増進法で規定しているのはどれか。

a 鴨坦防止

b 特~健康診断
c 歯科疾患実態調査の実施

d 市町村による歯周疾患検診の実施

[問題 88J小学位6年生に対する歯みがきの到I]i量制僚で正しいのはどれか。
a 前t貨の内側がきれいにみがける。
b 第大自前がきれい4こみがける。

c 耐備の外側がきれい仁みがける。

d 鴎みがきで陶肉炎が改善できる。

砂歯科保健指導 砂歯科保健指事

F君 防止ではなく 多数仰利用する施設を管理する者に対する量動即別である(勅

開標)。
x b 特殊世腕詰断とは 怯令で定められた聾務または特定の物置を取り掛う労働者を対象に した奇足並主

が行う健際世断である。引働安全商生法で規定される。

x c この刷費は、わが田町歯科保健状況を把握し、回20辿動(歯科保健推進事業等)の種々の対策の劫

果についての検討や 健康H本 21において設定したH様の連成位待の判定を行い、今後の向科探

健医療対策の鍛;jt，こ必要な基礎資料を得ることを目的として実胞されている。

Od 従来 t老人眼健法で規定されていた保健事業で医療保険有が実施京るιこととなった事業以外は、市

町村において健脱精進怯に基ついて実施されている。がん横貫主は一般予算から健康増進佳へ移管さ

れた.

..14..Q.T 
x a 学齢期では永久歯がiiIJ出L、う蝕や謝肉炎の量生など 自信科保健活動が重要な時期の一つである。

学齢聞においては、児童の理解町躍度や技術的な葺遣が年齢により韮があるので、尭違段階に沿っ

た指噂と保慎重行動の確立が必要である。具体的な仰の保健術単の目標として、「小学校歯の幌健指

湖町手引き」がある。

そのrl:lで3学年の到達目標は、 「前協の内側がきれいにみがける」ことであるo

x b 学年の到達目標は、 「第一大円歯のかみ合わせ面がきれいにみがける」ことであるB

x c 2学年の到達目標は、 「前歯の外岡がきれいにみがける」ことである。

c' d 6学年の到達目開は 「すべての歯をきれいにみがくことができる、前みがきで歯肉炎が改善できる」
ことである。

ーヨD d 
軍蓋Jad

[問圃 89J BDR指標で評価するのはどれか。 2つ選べ。

a 義歯の済機

b 義向の君脱

c (ff脳炎の程度

d 歯磨きの習慣
[問問 87J仁二コはる語句の組合せで正しいのはどれか。

学習援助制健康教育は指導型健康教育よりも仁亙コに亜日置いており、宇習者の態度は

仁亙コである。

① ②  

a 行動車容 柑極的

b 行動聖容 消極的

c 畑!酷i宙科 積極的

d 知融習得 消極的

砂飴科保健指導

*.!t. .• Q.T 
Ob 、d BDR指標は歯磨き (Brushing)、北洞者脱 (Denturewearing)、うがい (抗日 Mouth rin引'g)

について、向立皮を判定する基噂である。向且きについては山立度に加えて巧観性、 自暗性、 胃慣

性もa'l'価する。

ーヨD b. d 
砂歯科保健指導

篭亙II.I:a [問題 90J 口臭の検杏法はどれか。2つ選べ。

a 官能検変

b パッチテス ト

c ンルマー試験

d ガスクロマトグラフイ ー桂

'a 健康教育において、知織を習得Lただけでは行動の聖容は起こらないので、最近は 行動変寄をも

たらしやすい学習指導型が多く用いられる。

ーヨJaa 

砂箇科保健指導

篭翠玉ζ・
0. 官能実査は主観的口臭検査法で 検査者が爽聞に患者の呼置を暁いで検資する。
xb パ γチテス トはアレJレギ の検査である。

x c シルマー試験は視の分泌能を評価安るもので、 ンェーグレン症怯群の検査で行われる。
Od プfスクロマ トグラフイ 法は、呼気中町5引がを分析する暁査法である。

eヨr;:.a. d 
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[問題 91]損宜鴨ド障害患者の社会参加に向けた代慣的アプロ チはどれか。

a 時出力向ヒ

b 岨唱揖龍改繕

C 宜形態の選択

d 鴨下機能改稗

惨歯科保健指羽

*4::1:;'"&4.・
x a 時出力向上は治機的アプローチである。

x b 岨唱機能改善は治療的アプロ チである。

0， 食器樫町選択は代償的アプローチである.英陪に宜物を用いた訓輯を直接的訓師といい、これらは
能力障害レベルの訓練であり宜形態の置択もこの唖肢に入る。

x d 轄 下栂能改棒lま治織的アプロ テである。

軍彊3 c 

[問題 92J38械の女性。下顎前歯甜の精色を主訴と Lて来院Lた。痛みはないが、歯聞が黒いの

が気になるという a う触はみられず歯周 Hケ γト揮さは最大3mmであった。初静時の口腔内写真

(別冊午韓No.13A、s.C)を別に示す。
適切な対応はどれか。2つ選べ。
a スケ リング

b 口腔清掃揃場

C 繭周ポケット指向術

d 下顎中切楢のレジン修19

砂歯科保健指場

NO.13A B c 

i判
征亙~
Oa 下顎前歯都E冊に桐石の沈着が多量にみられ、特に中t)歯の歯間部は賄側からもみられる。これが

患者が向が開くなったと思った理由である。

Ob 歯肉辺揖に提赤がみられ、プロ ピング時的出血も多い。プヲツンング不良による歯肉の長症があ

ると考えられるため.モチベ←ンヨン、口腔消婦指導が必要である。また苫側には色素j;t着がみら

れPMTCも必要である。

X c 4mm以 1の悩周ポケットはみられず、円睦情婦指導とスケ リングで歯周組臓の貴重量は改善でき

る。 ，

x d う蝕はみられないため下顎巾切歯のレジノ修復は必要ない。

値車3 a. b 

肉a

[間圃 93J化粧品歯車剤で表示できるのはどれか。2つ選べ。

a 繍周虫の予防

b 樹垢を除去する

c 歯石の沈着を防ぐ

d タパコのヤニ除去

砂歯科保健箔導

笹4:jhtl*
X a， d 術周炎の予防」ゃ「タバコのヤニの除去」は、配合華効成分によって王示できる医薬師外品

歯磨剤のoJ能効果である。
Ob 、， r術垢を除去するj、「歯石町比曹を防ぐ」は、化粧品歯磨剤で表示できる基本劫能および拙操
である。

軍重3 b. c 

[問題 94J B盟肝炎患者に使用Lた器具の消曜に用いるのはどれか。2つ遭ベ。

a 消毒}宵エタノール

b 塩化ベンザルコニウム

C グルタールアルデヒド

d 次則塩膏階ナト リウム

砂歯科~I自補助

***.t4.. 
x a 、b 消帯用エタノ ル (70%エタノ ル}、塩化ベンザルコニウムli，HsVには無効である。

0， 、d IffiVの消毒にはグルタールアルデヒドや次亜塩事酷ナトリウムを聞いる。

値ヨ13c. d 

[問題 95J ボトルカリエスの好発部位はどれか。

a 上顎前歯部
b 下顎前歯部

c 上顎臼歯酷

d 下鞍臼歯師

砂箇科鯵憲判暗助

軍翠亙19
Oa 1歳を過ぎたことになる左、咽乳阪は子どもに持たせたまま位置できるため、だらだら飲みになり

やすいばかりでなく ジュースや乳酸菌欽科を飲みながら穫でLまう癖がつく左上顎前歯師にボト

ルカリエス (輔乳甑つ蝕)が発生する。

eヨ13a 

『
d
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[問題 96] 3織の男児。健訟のため来院したが、監療室に入るのを拒んでいる図

適切な行動産容怯はどれか.

a TSD怯

b TEACCH桂

c タイムアウト法

d トークノエコノミ ー法

惨歯科髭復調覇防

..qh'i.T 
X a TSD陸li.l!!.児。こ対Lて桔療に聞して括を L(Tell)、世用する器具などを見せ (Show)、差L支え

なければ触らせ実際に治療を行う (Do)方佳である。まだ理解}Jの乏しい 3歳児には不]IIJきであるo

x b TEACCH佳は、 幽閉症担に対する手法である。

x c タイムアウ卜法は非協力的であり また半証乱的な場合仁 その場から思児を隔離された場所に入

れておく方法である。第一選択ではない。

Od トークンエコノミ一法はオペラント粂件什けのうち ほめたり、ご獲量を与えることにより、拍僚
に協力させるよう仕向ける方法である。

eヨtlad 

[問問 97] 嘱吐反射がある忠者への印象探持で適切なのはどれか。2つ遭ぺ。

a ファーラ一位で行う。

b 表面麻酔を応用する。

c 印象材を硬めに練る。

d 上哲lから印象揮砕を行う。

砂幽科~温度補助

<<.14 •. (J'. 
x a 印象採仰は匝位で行い 鼻呼岨 するよう指示する。

Ob 崎酌I:!豆射が強い場合、 表面叫酔を刷いる。
Oc 唖めに捕ることで、舌艇部への印象材の流出を防ぐことができる。
xd まずは ト顎から行い 印象揮持に慣れさせる。

eヨtlab. c 

[問題 98] スチルパの畑違はどれか。 2つ遭ベ。

a 軟化象牙置の除去
b エナメル買う触の除去

c コンポジットレジノの車車修正

d テンポラ リークラウノの形態修正

砂歯科~，賀補助

.:Ill:l詔3
Oa、d スチ ルパは、 マイクロそータ に装着Lて使用タる低速回転切削器具である。その用達は、

1/1牙質やアクリルレジンの'11削である。

x b 、c スチ}ルパ に比べ、エナメル置やコンポジットレジンは破いため、スチ ルパーで切削する

ことはできない。

ーヨtlaa. d 
86 

[問題 99]麻酔抜闘法的術式を去に示す。

① 歯冠部歯髄除去

②侠也拡大

@ 恨管irffH}
①吏専任除去

正しい手順はどれか

a ①→①-(l→③ 

b ①→@ー@。

C ①→①-ClJ-ゆ

d ④→①ー③→②

笹:Il!l.tIJ・
砂館料~療補助

Oc 麻酔肱髄法の予闘は以;の通りである。

局所麻酔→ラパ ダム防i昼→Ji.鑑除去 髄室開鉱→陶E郁向髄除去→線菅口碓耳ー・根部倫髄の除去
→製作円の桶斗状J広大→線竹拡大 都成→綬官市財→恨菅消毒→仮封である。

値重~ c 

[問題 100]器具の写真 (別冊午憧No.14)を別に不す。

この韓民と併附するのはどれか。

a 圧排糸
b ウェ γジ

c マトリ ックスノぜ〆ド

d エリオット型セパレータ

征亙豆a
Oc 写真はトツフルマイヤ一理リテ ナーである。マト リック
スパンドを固定し 隔壁形成に使閉する。

惨白歯科~癒繍助

NO.14 

笹葺~ c バ四・

2
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[問問 1011下顎布開第二小臼歯のラパ ダム防揖を指示された。 [問題 103]級管形成後の根央部の模式凶を示す.

① ① ③ @ 

適切なクランプはどれか。

a ① 

b ② 

c ③ 

d ③ 矢印に形成されたのはどれか。

a ベベル

b レストン ト

c アピカルンート

d デンティンブリッジ

砂歯科~療補助

篭1'.l!ltIJ・
x a、b ①、②は大臼歯用である。

Oc ③は小向菌剤である。
xd @は前歯矧である。

軍.iT，.t-t
砂箇科~暖補助

x a ベベJレはエナメル賀高帽に醇成される。

x b レストンートは.クラスプの沈下防止のために喧合面に付与される.

Oc 図はアピカルシ トである。娘菅昨成町陪線菅克境材の恨央部損出を防止するために村うされる。
x d デンテインブリッジは、生活歯髄切断法で形成される級牙質輔硬組組である。

ー翠;'c

[問題 102]個歯トレーを用いた印象採押で世用するのはどれか。

a 要事正印象材
b ンリコーン印象材

c アルジ不ート印象材

d モデリングコンパウンド

値ヨ'"c 

[間四 104] ;5置の男性。ド顎左側第 大白歯の腔合痛を主訴として来院した。ラパーダム装着時の

υ腔内写真(別冊午後No.15)を別に示す。
この状態で起こるのはどれか。 2つ選べ。

a 歯冠磁折

b 器具の隣下

c 事液の漏出

d 施lIi野町汚染

砂歯科It痕補助

.~J!3:;.t4A・
x a 寒天印線材を単独で使うことはなく アルジネート印象材とともに既製卜レーを用いた連合印象で

用いられる。

Ob 個人トレーおよび倒歯トレーはシリコーン連合印象で用いるものである.クラウンやブリッジの支

台歯の柑官印象に用いられる固

x c アJレジネート印銀材は、既製トレーを用いた概形印象や集疋アルジネート連合印象に捌いられる.

xd モデリノグコンパウンドは、無錨顎者の印象探得や楠陀車成に刷いられる。

<<.!ti-U.  
砂歯科It!l補助

No.15 

x a クランプは確実仁梶持きれており、この状患で歯冠破折は起こらな
，、。

陸離
x b クランプとラパ ダムン トは装着告されており、器具の鴨下は起こ

らない。

Oc クランプの轟部にラパ ダムシートが掛ったままの状態であり、
ンートが曹、命的歯頚部に圧着Lていないa したがって、車i砲が口腔
向に漏洩してLまう危険がある。

Od ン トが掬顎部に圧着されておらず、しかもクラ ンプ耳の大がU腔

内と交通 している。この状態では 唾液がラパーンートよ、さらに

は制作内に杭it込む危険性があり 、ラパ ダム防哩本来のH的がi童成されない。

軍軍;， b 

~ c.d 
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[問題 105J 器具の写巣 (~IJ冊午後 No. 1 6 ) を別に不す。 [問題 107]思者の肱射組防誠に布劫なのはどれか。2つ選べ。

a 防謹次

b 高感度フィルム

C ポケット輯量刑

d エックス組揖影室

この器具を用いて製作するのはと~t1.か。

a クラウン

b ブリッジ

C I~ーンヤ ルデンチャ

d コノプリートデンチャー

砂歯科~疲繍助

<<.!:iUQ.T 

Ob 写真は平行訓定時であるa プリッ ジは主台歯の向輸に平行性が
ないと着脱できないため 平行醐定時を附いて確認する。

砂歯間~!賀補助

No.16 
軍~・
0， 防謹衣は患者の肱射線防護に有効である。
Ob 高感度フィルムを使用タることで、照射線置を少な〈することができる。

x c ポケット線量計は術者の被曝のモニタリングに-Ii効であるが、防謹にはならないo

x d エァクス融蝿器量は術者の肱射線防護に街効である。

笹ヨC.b 
値重3 ιb

[問題 106J器具の写真 (別冊午後No.l7)を別に示一九

靖正問バンドの徹去に用いるのはと'れか。

a ① 

b ② 

C ③ 

d @ 

[問題 108J 32濃町男伯。抜歯佐のJc血用ガ ゼが誤ってD田頭部に落下した。呼吸が停けしたためハ
イムリック桂で故急処置を試みた。胸部から腹部の模式図を不す。

4 ① 

NO.17 

l'ヤ
③ 

② 砂歯科~鏑補助

① ② 

① 

圧迫する部位はどれか。

a ① 
b ② 

c ① 

d @ 

③ ④ 

砂歯科惨額補助

篭Jlil1W・
X a ①は胸骨柄相当部であり、ハイムリック怯では圧迫しない。

xb ②11胸骨体相当部であり、・し櫛蘇生桂では圧迫するがハイムリック桂では圧迫L軒、

Oc ③は剣状突起下方であり、ハイム リック法で圧迫する部位である。
x d ④は胃相当部lであり ハイムリック法では圧迫しない。

..tjktJ・
X a ①はバンドコンタリングプライヤ である。パンドの畳降を調秒する際に世用する個

Ob ②はパンドリムーピム〆グプヲイヤーである。 パンドの!被去に世用する。
X C ①はオ プライヤ である。装置の把持などに世間するら

xd @ほフォースモンユールセパレーターである。曲間離闘用のフォースモンエールを装着する陪に世

用9る。

値重:'c

軍ヨC.b 
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[問題 109)感染症で増加するのはどれか。

a CRP 

b GOT 

c LDL 

d HbAlc 

砂箇科~質循助

.~I:jJ:r.çl:J・
0， CRP (C&比、性タンパク置)は、 急性感染拡や量削時に血中漫度が繍加する。
x b GOT， GPTは肝惜能の検査項目で、 肝疾患で地加する。

x c LDL (低宇佐度コレステロ ル)は悪玉コレステロールといわれるもので、食物中町中性脂肪から作

られる。貴後に噌加する。

x d HbAlc は開阿桐の検査項目である。

eヨ;， a 

[問題 110) 83畿の場性a 誤聴性肺炎と詰断されて総合病院に入院桂、現在は在宅療養となってい

る。轄下機能を評価するため仁行った瞳査の写真 (別冊午後No.18)を別に訴す。

鴨下障害を瞳うのはどれか。

a 理性ラ膏

b i担立ち官

c クリック音

d クレピタス脅

砂箇科~賀補助

竃羽亙D
x， 温性ラ昔は、気管支に液体が貯fllして空気が通る度に気泡
が破裂して洲こえる背で、異常雑音である副雑音(ラッセ

ル音 Rasselgerausche)のつである。

Ob 鴨下時に泡立ち菅 (bubbling回 und)やむせに!'fう唱出脅

が聴取された場合には誤騰が畢われる。

x c 、d クリ γク脅、クレピタス音は顎醐節の運動障害におい

て聴取される。

N臥 18

値重;'b
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5 歯髄爆死 ll!I臨寝痘

・ 前髄が制1有感染L その後幽闘機死となる。

• tll鎚横伎とは偏髄のI費死組織が腐敗したね懲のことである。
・ 歯髄壊抗では特宥の府散見がある.

象牙質知覚過敏症

。原岡

・ 2駐車Eによる歯頚部11<牙宜の露出

・ 岐粍による象牙質の館IJi

・歯肉過絡による街頭怖象牙置の鉱山

・ 強い岐合仁よる樹顎郁のくさび状欠lH

。症状

・ 冷水術

• I桜過術
6 上行性歯随炎

・ 恨尖協から歯髄感染 (;JJi有が刷同ポケ yト佐山)して起こるl喝飽炎である

歯医疾患の処置方針

箇髄炎
1 歯髄充血

o W.闘
・う蝕 ・歯周炎 ・外傷 ・化学的原肉 {修復村科からの化争的剰設)

刷 自信笹娘婿H度以後に水久修復を行う。

・ 軟化象牙置が4手伝ψる場合" 軟化象牙賀除去後lこそのまま水久修復を行うか‘附銭積鎚後に"'久修復を
行う図

線尖位歯周炎 2 愈性単純弛(続渡性)歯髄炎

・ ー儲性の場合には軟化象牙置を除去L.>1骨髄鎌静様訟を行うか 間接E賃値後に永久修復する0

・ 小さな縛髄 (2mm以内)の露恒があれば、両篠積髄を行う.

・ 場合によっては暫間的問後夜位法(lPC怯)や牛活断髄法の適応症と会る.

・ 全縮性の場合には級位する。

。原 因

E 彼普からの感染 ・ 歯周ポケットヵ、らの感染 圃 際在樹からの事象

・ 血l行性感染 ・簡の打嫌による外傷 ・岐合高11の高い修復物
・ 械官治総時の'Jーマーなどの押し11'，し ・ 恨智消様柴、恨管洗浄訴の刺激

3 急性化層性歯髄炎

圃 軟化象牙置を除去後に1.儲する。

歯随疾患の臨床的分類

1 歯菌充血

・ 術舗の血管が充血して、外来の刺滋に敏感に反応して維衡を訴えるa

主椛状lま冷事IJiIr{によるー適性の呼痛である。

・ 歯髄鎮静療法により健騰な歯髄に閉祖ずる(可逆悦歯ti炎)固

4 慢性潰郷性歯随炎、慢性泊殖性歯髄炎

・ 軟化象牙慣を除去後仁、生活断図法または1.蝕する園

5 歯箇i裏究 自信随i襲痘

・ 感染恨官治療の対象となる。

2 急性単純性(!IIt議性)箇箇炎( 鼠位、全郡性)

膏 う簡はi来いが、?蝕と歯号車の聞には健康象牙質が停有する。

・ 初期では阿駄性または|拠局性の口発衡がある。

・ 炎f~が向値全体ぷEぷと鋭い白発術が符鋭する(全部位).

・ 冷刺厳に敏感に反応し (冷水痛) 溢微には反応が鈍い。

・ 全部噌では痛みの定位が.>e::<、関連械を包めることがある。

岡 市気診では闘値の低 卜がみられる.

6 上行性歯髄炎

圃 校生部からの感染のためJ友臨する。

3 急性化腹性歯腫炎
- ぅ触は深くなって樹償にまで遣し、歯包l孟細菌感染を起こす.軟化象牙置を除去すると露髄する {仮性第悦).

• 1拘Ji}Jt"生の自発術 夜間術が認められるが定位lま惑い.
圃 熱いものに対して痛み(猛烈痛)を泌じ 冷たいものに対しては術みが緩解する。

- 打診痛や関連衡が認められることがあるa

・ 電気診では凶伎の上昇がみられる.

4 慢性演郷性歯匝炎

・ 漂いつ高がみられ.自信髄は露国あるいは仮性露目の紙態である0

・ う簡に食物残流などが入ると痔痛を訴える.

・ 2虫歯の明示は容易であり、電気診では同値の上舛がみられt.
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岨尖世鍾周疾患の分頬

1 急性単純性領暗性歯周炎

・ 炎徒が悦失調l附級膜に限局しているもので、わずかな打診術 唆合術がEめられる周

2 急性化担性線尖性歯周炎

・病変の披&-程度により、曲線膜期、骨内捌骨眼下問、粘躍下期に分類される.

・ 樹機膜捌"炎紋が歯根膜に限局している段階で、打診繍 岐合痛がみられる。

・ 骨内山lでは炎鋭が骨内まで波丑し、激しい自発様、打砂街、岐合;備がEめられる。
竃骨線ト捌ではさらに鑑状が激しくなり、激しい自発術、打診街校合術、似主部圧縮などが認められる.

・ 粘膜ド期では製尖部副首肉の腫脹、発赤などが認められるが、自発痴は少し和らぐ。

3 慢性単純性掴尖性歯周炎

・ 前線!~胞の鉱大がわずかに認められる。

4 慢性化"性栂尖性歯周炎(慢性歯周・・)

・ 疾状はほとんどな〈 迎和感や簡の挺幽感がある純度である。

・ 内歯艇ないしは外楢維を包めることがあるω

5 曾根肉芽圃
・症状はほとんどなく 、エックス線写真では側主部に円形の透過像を詑める。

6 歯被毒胞

・エックス線写巣では侠尖飾に境界明瞭で外層に白線を伴う円形の透過微を包める.

圃 嚢胞が大さ〈なり皮質骨が薄<~ったとき.指で袋胞怖を押さえると羊皮紙音が認められる.

相尖:位歯周疾患の治療

l) 修復物守支台などがあれば除去 7) 恨符口の耐 1状拡大

2) ラパーグム防極 的桜管の拡大形成

3) 軟化象牙質の除去 9)観音形成

4) 笹室の開鉱(天宣伝除去 10)保管消毒薬の州灘

5) 幌管印刷刀、 IJ)仮封

6)桜管長測定

96 

週応症

0 向観光血、急性準純位向値炎、象牙質知世過敏症

術式

う寵の開館

歯髄鎮痛消炎薬

→ 

箇箇錦繍

漏焚書

→ → → 

軟化."貿の除表 程調のi闘.清掃 歯髄鱒繍
滴炎賓
の勉付

仮封

..町村

永久修復

。 フヨノールカノフル、グアヤコ ル、 パラモノクロロフz ノール、償化亜鉛ユージノールセメノト

観聖

0 う蝕や外傷などにより象牙質が向髄に近接Lた際岐合力やi且度変化』こよる物理的刺激 あるいは般による

化学的側滋を達衝するとともに.市三象牙買形成を促進させ 繍髄組織を健康維持するj伝法である.

適応症

。健蝋府組を省寸る象牙賀う蝕 (0)、問洞形成による彼薄象牙置を仇する健康調儲繍鎚鎮痛消炎縦法が奏功
した船鎚充耐と急性単純性樹鎚炎。

使用議卸j

。 間接被髄剤 (水般化カルンウム製剤 タンーン7， 化物合剤配合カルヰキシレートセメノ ト)

術式

-<砂.，・固・l理一+

う鷹の開催 敏化・a牙賓の"去

→ 

水酸化カルシウム製剤

首位調の潤・ iltl fI回.の貼付

グラスアイオノマー
セメント

水酸化
カルシウム
劇剣

→ 

優封 第三."貨の形成永久・f賓

永久修復

.層材

第三象牙賓の御成

コ』
A
『コ』
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。歯の破折や禽綱形成中の偶発的露霊童時に、露出健康陶髄じ対して水際化カルシウムやMTA七メントを使用
して館包郵を被積し ヂンテインプリ γン{骨格象牙質}形成を促進させて働慣を健康状態で続持する出療法。

梅里

o (jj飽炎に橿息。し冠都歯値内に限局した術的組織を除kL、償却尚値は生活させたまま残留させ、その上を生
活断鎚薬で被覆し、自首髄切断創面をデノ T イノプIJ 1ジで閉鎖する。

。 快'"完成樹における歯恨の持続的な形成と発育が期待できる.

適応症

。 歯E舷祈時や繊溺形成時のJ下感染性露値
策ともに臨床的健康歯髄および歯髄充血で露髄面は直径201m以r)のピンホ ル露慌が適応となる。

通応症

。 聞置修復上、冠部歯髄除去を必要とする健康陶儲

。 置邸前髄に感染の疑いがある あるいは直接碩髄が回線な露笹自信位

。簡髄充血、急性部位単純性歯髄炎

。慢性損傷位協髄炎ならびに慢性相殖性樹鎚炎で、向冠部に感染が限局していると診断される向髄炎

。 そのほか、 4青年者の桜未完成歯、あるいは麻"'抜髄を完全に謀総することが凶維な仮置が狭窄あるいは轡曲
している非感染被部品髄を4与する歯

使用競剤

。直接唖E過剰 (水際化カルシウム規制 MTAセメ〆ト、IlY~J配合カルポキンレート ヒ メノ ト )

術式

機聖

→ 

→ 

術式
承久修復

水酸化力ル
3ウム製剤裏居村

オklltitカルシウム製剤

第三盆牙貨の形成

→ → 

→ 
仮制 餌三."貨の形.. 

ホ久侮種
沼調路....の健闘 布鮎を酋舞踊彊

る
一
』

J

直

一L

工

相
藩
一
，

塩

渚

小

歪
山

M

次
肘
カ

U
P

ミ
ナ
ケ

仮針腿室の鵬広 忠....随開 制面同

除去 沼恵清掃
碩個認

の貼付

ゐ幽出白

。 主に乳歯ψ幼若永久歯iニ対する附接覆髄法のー滋である.

。 深夜性う蝕で、軟化象牙質をすべて除去すると露目が思念されるとき 軟化白血牙置を一層残して覆棋を施す。

o -111の軟化象牙貿の蒋行灰化と第三象牙慣の形故後、露髄の位険が少なくなったとニろ(約3か列後)で、

再度残存軟化象牙闘を完全に除去する

使用器奥使用誕剤

グラスァイ才ノマ
セメJト

..樹
木磁化カル
シウふ."

。 閃iir麻僻刷器材 ラウンドパ 、スプーノエキスカベータ一、ラパーダム防i¥llffl器材、ゲイツグりデノドリル、

制管探射、リ マ ファイル、エ ックス線写真械甘長測定様、仮針材、抜f時十

。 問所持id字架 次帆温索酸ナ トリウム溶液過般化水鋭水、ヨードヂ〆キ アルコーJレ

選応症

。歯髄充血、急性単純性的髄炎 ※ 象牙買う触で樹髄疾思を有サる乳歯 幼若水久歯に適用本ることが多〈

成功l'も高い。

術式

。a

術式

情震内への 天蓋隊去

ヨF温
窟師偏個 個室内tι・t虫駆針縄入
除去笹了

→ → 

"髄
う窟の開~ 敏化u賓の除去

氷久修i夏

裏屑材

...，炉水酸化カル
シウム製剤

→ ...，砂 → 

第三~努賀

2・斗状広大 綱管a広大形成 立互洗浄 "銀 貼罵 胎篠後の錦球を
置を仮封
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相管究棟材の所要性質

慨聖

。模官内の歯髄残遺物や腐敗分解産物を除去する方法として、器具により幌管吸を切削する機被的な拡大 {慢

健A'~f情婦) と 薬剤lによ句 4容解除去する化学的な滑得鉱大 (化学的i酎<lが行われ両荷を併せて級官の

拡大形成 (級官形成)とい7・

。生体に対して舞客で、 組櫨1Jl相性がある.

。 化学的 物男的に'!.i:.定である(綴奮で41峨収性である 自白置を雀色.変質させない).

0 圧殺ができるなど操作性が良好であり 必要に比tじて除去できる.

。 エックス線不透過併で、充腐状態を確訟できる.

。 将~的な防腐 消毒作用や 恨尖孔会問鰍する骨件司隆司健治篭作111がある.

相嘗ロの漏斗状鉱大

o 縦管uへの器具のI~入や操作が容易lこ行えるように 予め入円を広げることを級官口の掲キ紘;広大という旬

。 ピ ソ リーマ一、ゲイアグリヂノドリルが用いられるa

。製管Uを広げるためのエンジン用の回転切削器具で先端部には刃が付与されていない.

0 ゲイツグリデンドリルは、切削部がピー ソーソーマ よりも短い.

田~回・メh
<1， 

梱奮充繍舗の橿類

。 l'図形充境材 (ガッタパーチャ系候管光明材)

・ 消毒{聞や骨性割問沼蜜作用{まない 和 I塑世である、)"似やi<機涜傑により軟化!日、 エックス線不透
過性である。

o I貝菅用ンーラー(収笹川セメント)

・ 先~材を級官内で同定するとともに 、 保管盤や究瓜材聞の微削な立岬を修吉、封鎖性を高める。

。糊河j

・ In尖僚の廿性鋼皆保治徳促進を日的としたぷ械化カルンウム制~Iや、強ノヲな消毒作用をもっパラドルムアル

デヒド担剤がある。

機篭の拡大形成

1 根管拡大昨成周器具

・手刷器具として、KファイルやHファイル リーマー

などがあり 150規格iーより寸法等が規定されている.

回 器具の先端は 器具11<号の Ll閣 の太さ (mm)に会る。

・刃慨は 16mm、先翁の角度は ;5全 15Jlである.

• Kファイルやリーマーは断面が三角形 ilフγイルは
勾玉状である。

相竃充鳩周器具

。 スプレッダー 先端が尖った針状の器具で 簡!i!m正充嶋時に桜管に伺入し ガッタパチャボイノトを圧
媛する。

。 煩苛用プ'lf{- 先箱がキ担な細い円位状の器具で 機管内で究機材を桜尖方向に墳察圧接する。

。 恨賛先様用ピノセット ガッタパ チ1';f-'イントを把持しやすいよう仁先由民部に講がある。

。 ルーラー ファイルやリーマ一、ガッタパーチ」ヤポイン トなどの長さの湖定に則いる。

。 レノツロ 先織がらせん状のしなやかな器具で.コントラアノグルに費約し.ン←ラ や欄剤を被管内に呼

人する。

~(皿沼[ijff而而El:Ji!@

2 化学明鴻婦薬 8 。ω 0." 灰

. "慢賀溶解剤には武事塩素Mナトリウムが使用さ
10 0.10 0.42 事実

l5 0.15 0.47 白

れる. 00 0且 0.52 前

- 器機質I容解剤には EDTAが用いられるq お 025 0.5; A 

'" 
0'::狗 0.62 背

根嘗，白鷹薬
お 0.35 0.67 総

" 0.40 
0.72 IA 

o ホJレムクレ・/ール (FC) 15 0.45 0.77 内

ー ホルマリンとク レゾールの合剤で、強い消母作111
鈎 0.50 臥82 111 
55 0.55 0.87 赤

を荷吻る。 曲 。ω 0.92 

- ホルマリンがガース化することで、収智細部への深 70 0.70 1.02 緑

連世が強い。
80 080 1.12 月払

" 0.90 
1.22 白

o 7-ノ-)レカン7Jレ (CC) l曲 l∞ 1.32 賞

- フェノールとカンフルの合剤lで、強い消場作闘を 110 1.10 1.42 場

有する.
100 1却 1.52 膏

- そのほかキャンホフェニ yク (CPI.パラモノタ
130 1.30 1.62 総

140 1..10 1.72 可R

ロロフェノールカンブル (CMCIつがある。

o グアヤコール
ー クレオソートの主成分で消毒作用は強いが‘事l撤性は弱い。

O 水酸化カルシウム

- 強アルカリ仁よる抗菌作用を有する.

恒封将

相菅発明法

1 側方加圧克抵当医 スプレッダ によりマスタ ポイントを圧線し、生じた察隊にアクセサリ ポイ〆トを仰

入して」、く。

2 垂直加圧尭措法叙管矧 プラガーにより ガッタパチ司代イントを税先方向に圧後する方法。

ー寸砂一→砂

‘-
-;砂 .... 惨

a b d 

o A<i!仕仮封付 硫酸カルンウムなどを成分とするパテ状の仮封材で.個展液の水分によって硬化する。
。 織化保鉛ユv ンノールセメノト 酸化亜鉛ユージノールセメントを硬めに練和し、髄妥閣鋭部に境塞する。

。 テンポラリ ストッピノグ ガツタパーチャを成分とする鉱可m性の材料で加熱によらて軟化し境察する.
0 吋ノダ?ツクパーム γンユ 急性化魔性被尖性館胤炎によって恨管から排股が継続する場合に使用する。
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1111切開，去

。観主性歯嗣炎で歯肉が腫脹し 膿話番形成がみら

れる場合、!lUIi切聞を行う.

。 切開の時期は抱腹服部に波動が触知されたとき

である.

綱尖沼健，釜
向国瓜自降

→ 

。棟尖病巣が大きく感到長銀管治療では佐状が消失しないti例、快音内に除去不能な主台があり感染級官治織を

切周縁箪

恨管円桂樹で行えない症例、異物が恨尖孔から歯恨の外に幽ている村=例に行う.

叫→て~→~→A
同園同窓齢

歯根切断，去

o )に臼備などの彼敏観がある倫で.1恨仁保存不可
能な大きな侭尖病巣がある場合などに当該綬のみ

を州類部で切断除去し、他の歯根と崎冠都はそ

のまま残して簡を保存する方法。

幽欄分雌;去(ル トセバレーシヨン)

。 ト顎太白簡で大きな線分岐部病変があり、種々

の治療によっても治権傾向がみられない湯合

髄康成からそれを除去して 近し、根と遠心織と

を分両院して歯を保存する方法。

o #1 を除去すること金〈、~根歯 2 栴と Lて歯を

保存喧る.

ヘミセクシヨン

信肉団闘飽 根尖..繍照

川
町

....分柄

鑑合

川
切
省織を切断隙去

→ 

除去し 飽の1恨を貝す方法。

o n賀大円前でl僚に大きな病愛があり 銀管治縦では前総傾向がみられない場合、その様を歯冠部とともに

曾冠修"

o I顎大円歯の場合は トライセクションkいう.

鑑線分割
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歯欄姻恕隙去

う 蝕

・ ぅ蝕発症の病態は、プラ クに存在する細幽がデンプンなどの織 エナメル象牙様

?をを分解し、それによって生じた~-機厳が箇の無機慣を鋭灰場る

ことである。

・ う蝕の逆行 (う蝕円集)象牙買う蝕，.、管閥象牙質が脱灰され、

""牙細管が鉱張する (漏斗状拡大).病M院はさらに鉱大し 象牙網

官に割れが生じて管問象芳賀に裂隙が形成される。 平海面う蝕

う蝕の好発音Z世と歯種

。好発郁1立

ヒf
圃 構造的会陥凹部 (円歯成合而小禽担i品、額面溝、 上切1前歯の舌耐小織)

- 除後面の接触点 卜の尚函

• u (頬)側面、 百(口蓋)側面の歯肉開1-'3
※不自院級 副知Lにくい最後方円歯逮川し相側面、it./l¥した簡線部、形態異常歯の円寓やJ.oメル質形成不全

による欠損都政従や摩耗による欠似係機簡やクラスプのド阿など。

。好発陶敏

上ト新第ー大臼曲 第一大白歯 i顎切前向

う蝕 {う寓}の分頬

1 急性う蝕と慢性う蝕

・ 急性う蝕

+ 穿通性う触o歯質漆舗に向かって~..i!な進行を示i-.

+ 軟化象牙質が多〈 、駄化の緯度も著し〈 橿恩歯置は淡貨色である.

・ 慢性う蝕

+ 穿下位ワ蝕で 歯質深部への広がりは少ないが、 ED境付近、銀牙質表鰯部に沿って広がる。
+軟化象牙質の量は少なく 軟化の桂皮は低〈 期制色を呈喧る.

2. Cl --C4町分類 (重症度による分類)

• Cl (う蝕症第 1度) う蝕がエナメル園内にとどまるもの(エナメル質う蝕).

・ O(う蝕症第 2Ht) う蝕が象牙買に及ぶもの(象牙質う蝕)。

. C:l (う蝕症第 31支) 象牙質ヲ蝕が進行し 凶髄股との交通が疑われるもの。

・ 白(う蝕症第4度) う触によ句箇冠が刷機し、残棟状憩となったもの，

岬l
C， c， c， c‘ 

エナメル貨う蝕の特徴

。臨床的に L~... Jιョ ク煉白斑 (whileS!>0l)あるいは綱包の蒋色斑 (browns問日)として観察される。

0 表層エナメル買左表層下脱欣病巣の2腐に分けられる。

0 病郡組織学的層別

• 1長暦(崩寝層) エナメル貿が完全にIIIl峻され測位状あるいは艶情遣を早している。
・ 制巣休部(脱灰層) 脱灰および有機性11;置が綱決している。

・ 不透明附(混濁層) 透過止で略くみえる唱。

回 選別層 透過光で明るくみえる版。

コ』
A
『戸』
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Il!李賢う憎の将徴

。 通常はエナメル賢う蝕から披Aえして生じるが、摩耗会どにより直接う蝕が発4てすることもある。

寡f1j届先駆菌層湿濁膚透明幡

あり " なし

なL あり

亦染 不続

すべて除去 可及的に保台

. Il牙貿う蝕の鑑別

第一層 倒閣が存在し コラーゲン線維の検紋が消失 刷機し 碑石灰化が不可能な層。痛覚はない。

第二幅 制問の産性する敵による脱灰のため軟化級牙賞であっても銅蘭の慢入がなく、コヲ ゲン線維に

前み 7ヰ石以化可能な属。

線薗う蝕の特徴

。機町う蝕l立、歯崩疾患や黙ったプラツンングによる歯肉過綿で露出した似耐に'1:じる。

0 進行は慢性的であり、着色が多い。

。 セメント買では 層板構造i沿って鉱大するa

。進行形態は浅在位で、働頭線に沿って環4えとなる。

o 11I寓年に多い.

慣の繍耗

。殴従症

・ 主と して目前の岐合面、下顎前歯切殺にみられる病的視1[.

o '"耗症
・ 唇側または頬側而の歯顎都のエナメル質とセメ〆ト置b境界付近lおいて、断耐がくさび状を呈する欠摘。
回 ID類郁における歯プランの誤用だけでなく 校合力によってもエナメル置の破捌 (ア177クンヨノ)が
起凶となる。

。 アプフラタンヨノ

. i>.牙慣とエサメル質の弾性の違いによ り 、唆合時の応}Jが幽プラン摩耗で~n禅となった向頭部エナメ ル質

に作用して小破jfrを生じること。

。 世蝕 (酸蝕症)

・ 侵蝕症は無慢般 有惚酸による歯質の直接的な脱長によって、特にエナメル貿の倒耗をきたす病変。

・餓蝕症の版図 飲食物山来め酸、反復位曜吐 {拒食依)、関内む物の逆流喰象的な環境に由来する僚が

~閣となる.

歯冠の磁ln

O 転倒や打慢などによって樹仁強い腔合力が加わると、さまざまな形状で向置の全体あるいは一部が破祈する.

形態奥得姻

。エナメル形成不金 斑状歯‘ハッチンソノの胸、タ ナーの幽などがある.

0 巨大向上顎中切歯にみられる。

o PI錐簡 (媛小舗) 上顎鱒切歯に比較的多くみbれる。
。 中レ結節 主に下担第一 第二小臼歯岐合而中央にみbれる小結節。

。 ヵラペリー結節 上顎大目前の近'C、舌側股闘の舌側箇に生ずる悶J枯節B

O プロトスタイリッド 下顎大円歯近L、頼側隣角似にみられる。

。癒婚姻、融合閣 下顎前歯郁にみりれる。

。前内樹上顎中旬fJj賞、開切歯に多い。
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費色

。 幽の変色には 簡の表面の消色によるものと、向買内の諸色によって生じるものがある。

・ 飽の1<耐の着色お茶、コーヒーなどの飲料品の色素成分 たばこのタール

・鴎質向の着色テトラサイクリン フッ繁

コ』
A
『
『
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直銀法修置

。筒洞に"1塑性と成形性をもった泥状の修復材料を直接境基し、商洞内で形態を付与して硬化させる修復法。

。 コンポジットレジン充填 グラスアイオノマーセメント充頃が該当し 成形修復訟ともいつ。

間蟻，去修復

。繍洞の形態を印象Lてから再現した七背模型 tで、金属、セラミックス レジンなどを材料と Lて修復物を

製作Lて、後日思歯の禽洞に合着する修復法.

。メタルインレ ポセレノインレ レンンイ〆レが政当する。

後漕性修復

。 レジン~，、材料による筏着システムを介して 修Ilt材斜をI!;!l!および織緑に常磐 出着させる修復法.

非銭箱性修復

。修復物とは異なるセメントなどの材科を利網し 禽墜と修復物の聞の=<織力を3智大させ、後録的な保持カを

得て修i横物を禽洞に闘着させる園

直鍍金修復

。 純金粉や金摘を向調に直筏填塞する方法.

。 保持紙続使立形態会どの向洞の条件を付与しなければならない.

1. 8lackの分類

1) 1級肉痢 I~の構造的凶肉、ナなわかl哨製機に起削る術品

2) 2級識調 円歯の隣接面に起始する向調。

3) 3級商柄 前歯犬簡の隣接面に起給する諸島洞で 切線限角を含まないもの。

，) 4級筒制 前歯、犬簡の隣銀自に起飴する筒湖で. ~I縁隅角を合(，!!;禍。

5) 5級向調自白の唇 (頬)側面または汚 (口蓋)倒耐の歯肉倒 1/3のう蝕 {う絹}に対Lて形成される高綱.

@ ⑮ 
3".調 ，...調 5"~調

2 単純寝洞と復錐窟洞

.が純前同 路沿jの外形線が1歯面にとどまる開制

・ 複雑術洞筒洞の外形線が2湖面以上にわたる院澗
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樹間分限

。 自白の隣緩耐の検査や修復的僚のため、前と箇の附の距雄を広げること。

* 歯間分置の目的

固阪切開j

- 際接耐の視診、触診.

。阻転切削ではエアタ ピノやマイクロモータ (エンジン)がmいられる。
1 マイクロモーター

・ マイクロモータ を動力とするものには ストレートハンドピ スとコントラアングルハノドピースがあ

り、口駿内ではコントラが、修植物の調整など口腹外の作業ではストレ トが胸いられる。

・ 回転"概段階に鯛節できる。

2 工アタピン

・ エアターピンはIf.縮空気のカによって切卯l工具を高速度回転させて歯を研削する高速切削器具である@
・ 毎L分350.ぼ)Q-500.000回転である.

・ ~J削 }J (トルク)は弱〈、切削時に}Jを加えすぎると闘転が止まるため フェザータフチで使用する.

- 隣緩00の禽洞形成を容易にするe

- 隣接面の修復時のコンタクトポイン トの同盟。

- 除後00'ち修復物の仕 /:!1と研磨固
。胸間分優に用いる器具 ウエッジ くさび、セパレータ ー (アイポリ-~.， :1:.リオット盟、フ五リア 型)

箇肉排除

。禽，，(の範囲が歯肉線下に及ぶ場合、辺緑樹肉を排除するために歯肉排除を行う。

0 歯肉排除には、歯肉滑内に歯肉排除用綿糸を抑入するんiftと専刈のクランプ(アイボリーの#212SAクランプ)

を.~.耐に装着する h法がある。

。術的な状態にある歯肉Ii，電気メスや向科用レーザーで切除することもある。

* 歯問排憾の目的

・ 歯肉線下の歯耐の検倉を務易にする.

・ 歯肉縁下までの禽洞外形の鉱大を容易にする。

・ 自信肉縁 Fの修復をマヰ易にする固

・ 歯肉縁Fの印象採仰を在易にする.

手周回削器具

。スプノ Eキスカベータ 軟化縁牙質の除去仮封材除去

。マージントリマ 輪開髄側線角の藍!I!

。 チゼル (ノミ} 象牙買の削除 (push)

o *ウ (鍬) 縁牙貨の削除 (pull)

。ハチエツト {斧) 象牙質の削除

回転切削器具

。 エノンン朋

圃霊法 - スチールパー 象牙質切削

合 周壁，去の目的 - カ ボラノダムポイント 絡線郁のエすメル質切削修復補綴物の研胸

- 桜維商澗を単純筒刊剛ヒし 娯塞を葬品にする

・ 湖i関内で筑塞圧を十分にかけられる。

・ 僚接耐の亮態f'lうを'IJ品にする。

・ 棟割島中の防湿が憎られる.

・ 隣綾函の切削時に鴎在樹被者を防げる.

・ 成形修復材料の欄J旬または歯肉側への謹山を防('，
。 使間器具 Tofflernire型リテーナ 、マト リックスパン ド セクショサ Jレマトリック久、サーピカルマトリッ

クス

- ンリコ-/;~イン ト 修復補綴物の研陪

。 タ←ピン用

掴 タングステ Jカーパイドパー 金属の切削

・ ダイヤモンドポイント エサメル質切削 CR形態修正

・ ホワイトポイノト CR形態修正

レザ

o C02(炭儲ガス)レ ザー‘ Nd:Ŷ G(ネオジウムヤグ)レーザー Er:YAG (エルピウムヤグ)レ ザー、

半導体レーザ一、 He-Neレザなどがあり前科治療では Er:YAGレーザーやι"nレザが本流である。
。畠いエネルギーによって歯貿を蒸散し 除去する.

* Er: YAGレーザー
・ 硬組織疾患 う蝕除会、くさぴ状欠損の表層除去

・ 歯周疾患歯石除去 ドケット疑問繍肉整形、フラップ手術

・ 軟組織疾思小怖切除歯肉切附1切除、口内炎の凝聞層形成、色:.tit絹除去

* C02レーザー 、

• u腔粘膜、陶肉などの外科的な処置に胤いられる.
・ 生体表面での吸収率が高〈 、組織漆途性がない.

仮封

* 恒到の目的

国 筒洞など治療部位への機般的化学的刺激を防く.

・ 附澗形成などいよって鴛(11した象牙貿への刺激を防ぎ 容摘を防('，

. 1>;湖の感染や汚染を防ぐ。

・ 息歯の機能と形態をー時的に修復する.

・ 治療中の患歯の破析や楓』農を防止する。

. ...測などに貼付、検布した薬剤の効果を維持する。

。仮封材の種類

ストッピング水便性セメノト レジノ(反対材、厳化並鉛ユ ジノールセメント、 グラスアイ オノマ戸セメ

ノト
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品寸『ピ 歯科用セメント

。歯科閉セメ J トは、成形修復合着接着.I反消、積儲.41層.償問修復伝ど仁悶いられる.
。グラスアイオノマーセメ;，-~，カルドキンレー トセメント、機新性レ ジンセメント、際化亜鉛ユージノ ール
セメント、リノ磁唾鉛セメントなどがあり、成形修復にはグラスアイオノマーセメントが用いられるa

コンポジ γ卜レジノの組成

0 コンポジッ トレジンは マトリ

荷台似三制が上な組成である。

クλレ"‘ア ラー "ウ 皐向処舟剤 (-， プノカ ヲプリノグ刺) 、 重合側~;剤、

プラスアイオノマーセメント修復の特徴

T マトリ ックスレジン (ベースレジン)

・ コンポジットレジンの基本成分であるマトリ ックスレジム〆には、 Ris-Gl¥tA、UDMA (ウレタンジメタク

リレート)などの2官能性モノマ が多<mいられている.
2 フィラー(無機質フィラ ) 

・ 物性強化 (慢償的佐賀の州上)のために配合されている。

・ フィラ はガラス>1司じ成分なのでレジンとは結合しない→ ヲンカァプリノグ処開が絡されている。

* フィラーの役曹j

・ 慣純it-J~自!見の li Jj上 ・司氏合収織の減少 ・耐峨抗件の向 上 ・熱膨張ホの低減化

・吸水膨班の低f

3. JI合開始剤
・ 化学E合慰→過限化ベンゾイル (BPO)

・ 光重合~ → カンフア キノン

。長所

-歯置筏著作がある ・熱膨張係数が糊貨と近似 (辺縁封鎖併に優れる) ・フッ素除依性がある

・歯倒刺激世が似ぃ ・m伝導性ががiぃ ・非賞金属緩苛性がある

。盟所

・機械的性置が劣る(脆性材料である) -感水f生がある(セメ〆 ト表耐にパーニγシュを設布する)

0 述¥i:.:lif

.3級、 5級官趣向、根而う蝕 くさび状欠摘、 山崎顕格知覚過敏侃

。務忌症
-岐合力の加わる 2級 4級禽洞 切線破折広範凶の修復脱顕を被覆す"修復

レジン温加型グラスアイオノマーセメント

。従来型の欠点である感水性を主仁克服するため 光照射によるンャープな傾化性を与えているB

。紛末成分は フルオロアルミノシリケ←トガラス粉末にレ'/:/の重合促進剤を添加した也のである。

。液Iiポリカルポン階にレンン成分と Lてハイドロキシエチルメタクリレート(HEMA)ウレタノジメタク')

レ ト (UDMA)，そのほかに俊能性モノマ や掌合開始剤を添加している.

。液と紛家の混和によってグラスアイオノマーセメントの敵 温基反泌が鮪ま旬、次に 4iOnm付近の丸岡射に

よってランカルが発生し、レジμ成分の重合が起こる.

コンポジ γトレジJの種類

。 化学重合型コンポジヅトレンン

。 紛-1夜、あるいはペースト ペ ストタイプがあり、混和することで硬化する。

o lI!合開始剤の過R変化ベノゾイル (BPO)とlI<合促進剤の第3級アミノによる飯合起爆}j式を左る。
。光重合型コノポンツトレジン

。 ワノペーストであり 光岡射によって硬化す る。

。 デュアルキユア塑コン jt::lツトレジノ

。 光畑射がイミ!分どなる続例において、先輩合と化学'"合の凶l起爆方式を楚備している。

GlとCRの成分による分掴
揮着後備

1 エッチング

・ 噛置を脱灰する効果を発御する酸性溶液をmいて、歯而を処理ずること.
・ エナメル貨には:10-50%リン敵水池j侃象牙貨には 1)::-俄以外にクエン餓水溶液やEDTAが飼いられる.

a エナメ ル質エッ チ〆グの同町J 滑掃作l1l 幽聞の机造化 ぬれのI;，Jよ、投錨効巣(機械的絞合)

. 1/(牙置の餓処理によってスミ吋 ←桝は治解する。

2 プライミング

・ *牙質との傍若性を高めるために川いる。

3 ボンディング

・ エッチングあるいはプライミング処理された箇而に 'IMETAやMDPなどの様務件そノマーを含有した

ポム〆ダイング材 {訟状のレジン)を橡有する.

随一泊基反応 レン;...合反応

..水性有り
・唾液漕解性有り
・フッ化絢鎗蝕性有り
.観倒的強度小さい
.1長.性低い
・歯面処理不要
..合収・#し
. I農作性事い
(腸途}

..水性#し
・唾漉漕鎖性#し
• 7;，f1::絢10敏性なし
..録的強慶大虐い

'1俗・性高い
自園高処理必要
.量合服組あり
録作性よい
(1ペースト}

ーーーー+
②プライマ
処理

ーーーー+
@ポシディング
処理

ーー-+

q貰処理

，、イドロキン
ァ"タイト

・"賀...萄
コラーゲ:.-"tI
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接着システム
コノポジ γ卜レジンインレー修橿の特融

0 長所

。 多H向からの十分な光照射、さらにた硬化後の加

熱処理によって孟合率が向上するため 強度や耐

摩耗性が向lする。

。 隠棲面形態や接触在を適切に回復できる。

イム'レ一体の重合が円腔外でほぼ完了しているた

め重合収縮によるコ J トラクンヨンギャ ップの

形成が抑制できるB

スリ，テ νプyステふ エッチア〆ドリンスンステム セル7エγ.，タプライマ yステJ. 耳，-ルイJワJアドヒ-'.;1'.;ステム

玄チJタプライミ，タ本〆テ<>グホンティノグ材じプライマ...を プライマに:1:-，テJタ・院を 操作釜1闘として簡但"させたらの
ぬ3ステ q プ bt.:信たもの もたせ先もの
エッチ刈世田} ヱッチJ グ圃倒 悼フエ γチングプライマー酎 セルフエ汁河内イミ河

アドヒンヲ釜高
柿酬 氷決 鍵，，.
プライτ断 プロ川町♂ 7 附 J ディ刈アドヒザブルヂ日夕}肺 段纏

~ 

プライミノグアドヒンブa布 党'曽有

' 

c 

盆カ殴鎗カ仇l>蟻益力(8)
' ". ‘' 先娼射

' 
アドヒ-;;1'(ポンヂイ J勿塗布

' 

コ〆トラクンヨLギヤフプ(C)
"鰻

。 チュアタイムが短縮できる。

。鈎所 盤合眼舗とコJ トラクンヨ::'-'f.，.ップ

o 筒洞を外開きにする必喪があるため、館主協置の削除最が多〈なる。
。 七メント層が介在するため、経時的にヒメントの府粍による簿が育成される。

o 2回以上町訴さ院が必-!J，!.tなる。

' 
先預射先銀射

光重合型コンポンツトレジン修哩の特種

。長所

審美的である 揃質筏帯性がある、多数歯修復が可簡である 宜色が少ない 補修修復が可能 歯官削除量

が少ない、修復傑作が脅易因

。坦所

北照射2~が必要 機終的強度が劣る、摩耗性がある、宜合に不均一ー世がある， . ~合収績を牛じる.

0 コノトラク y ヨンギ守ヅプ Olt合収縮)
. lIi合収納カが綾着力を上回った際に歯質とレンンの聞に生じる間隙をいヲ。

レンンの分削積層充楓誌や~é粘性レンンを併用することによ旬 車合収縮}Jの緩和仁努める.
・修復当日は電合紋織による荏みが生じているため、線譜境界都の経時的な重合収縮応力の解欽や
レジンの岐点膨張によって比、力が緩和よるまで 当日の冊腐は回避する。

。 ホワイトマーンン

・レジンの重合収縮応力仁高椋自患のエナメル質が耐えることができずに亀裂が生じ、禽縁仁沿って臼線が出
現する.

予防法"潟縁僚にペベルを付うL、商緑樹Eコンポンツトレジンを郁脳化することにより重合収縮応力の緩

和をはかる.

セラミックインレ 修植の手順

>1 担当綱形成 外需きにする、予防鉱大や保持形態は不:&i(械活性修復のため)。
2) ン4ードテイキング (色合わせ) ンヱ ドガイドを111いる.

3)印"'1家仲校合総1'1 主にンリコ←ぷゴム印象材を用いた綿帯印象を仔う。
4) 仮封ユ ジノール系は用いるごい (レジノセメントの作111を阻害するため)。

5) 技工操作

6) イノレ 体の試進、調整 インレー体の道合性や院在箇との嬢触関係‘岐合関係をテェ γクする。

71 インレ一体内面の処理 サノドプラスト処理.インレー体内面のンラ〆カ γプリノグ処理。

8) 向面処理、接着 レジ〆七メントを使用する.

9)岐合測量

温ι4己
無髄歯の潔白法(ノンパイタルフリーチ法)

1 ウォーキングブリ チ法

メタルインレー修橿の特融

。長所

・広範な実質欠損の回復が確実に行える。 ・隣後耐の形態と後触'.'1.を越切に付与できる.

・金属材将は成形修復材科よりも機織的強肢が強い.

。短所

・健全箇貨の削除量が多い. ・審美佐に劣る. ・扱1!e2同の通院が必要である (技工操作が必要)。

・金属アレルギの原凶になることがある. ・成形修復に比べコストがかカる園

• tn惜允境がなされた向の髄腔内に却、 35%の過般化水
ぷ水と過ホウ般す卜 ')ウムとをi見合したペ ストを封入

するa
..曽禿~材

聞 鋭佐内から象牙細管を介し課白剤が作用するため 府寝袋

で効果が高い.

• i票白作用によって前買が脆弱化し 衡が街頭偲付近で敵
釘することがある。

2 その他の理由法

・ 市販されているホ ムプリ ヂ剤 00%過由化以葉)やお傾オフィスプリ チ剤を叡腔内に入れ、また

.屑"(セメJト}

確実在仮針

セラミ γクインレー修裡の特置

。長所

・色調や光uてが天然歯に近い。
・唾液などに溶解せず化学的に安定している.

エナメル質表面からもこれbを塗布し.前の内外から機内を行う.

-箸色や変色がほとんどない。 有面歯の漂白法 (パイタル7リーチ法)

1 オフィスブリーチ法

聞 街横flt~"を化水棄を主剤とする源白剤<'、 ニR変化ザタンなどの触媒を食む比較的低農度の過酸化水素 週

-耐摩粍性に優れている.

・憎健や向刷組織に対するお書作用がない。-熱や智E気の不良溝体である。

o 短所
・製作過往が傾姥である 強度特仁縁端強きが小さい.

際化尿棄を主綱とする謀白剤lを川いる.
-辺縁部の適合性が悪い図

圃 術前に歯肉 紹粘膜は容をワセリン強布ヤラパーダムにより保設する。

. il!白幼栄を錐実にするため、前面を!分にI!'j得する.

2 ホームブリーチ法

・ カスタムトレー内部に過酸化探索ゲルを入れ、人弘行が白むいてHう源口方法とある。
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。湖周組踊と1;、歯肉、曲線帳、崎槽骨、セメノト貨の4つ

をいう。

歯肉の分類

， 週醸歯肉
・歯肉織から歯肉溝までの帳約 Immの歯肉。

・ 内面は尚l均溝上皮と線合上皮仁より形成され 深き約 l

mm の歯肉i~が存在する。

2 付着歯肉
・ 前肉j緯底部から歯肉下旬槽料t襖境までの術!勾

をいい、 不動性である町

. N!版な付紫歯肉表面には ステイツプ'Jン

グが多数臨められる.

・ スティップリノグlよ幽肉の炎佐により消火

する園

・ 付着歯肉の隠は、 一般ド下顎犬歯および第

ー小円歯でも最も狭いs

3 乳頭歯肉(歯問凱頭)

エナメル貿

酢ゆゆ<JF自陣組鍵

③セメ〆ト貧

困醐嗣~"'""帥
~耕輔骨l

- ピラミッド状や小脇凹4えである.

- コルを形成する.

・ コルlま付:w上皮と嗣じ主且1主性の葬簿な扇干上皮である
・角化していても情造的に弱〈 杓れが蕩縦しぞすいので炎症の拠点

となりやすい。

4 歯槽粘膜
・ 楢肉同情粘膜境 (MGJ)から頬粘膜へ移行する可動性の粕順。

・ ~"，有化で ヨードグリセリンで染色される。

歯肉の組踊学的特融

。 附内トi主はf角化または鈴角化した重層扇平 上皮である.

。 掬肉開有凶から口腔に向かい、延底綱川泡層 有線細胞層、相位制

胞凶、灼化層の4層で構成される。

市 付着上度 {接合上皮)

・正常な付稽上皮"セメント エナメル境 (CEJ)会越えない

で存在する。

・発生学的に坦繍3ナメル i皮tこ山来する。

嗣 多売姥浅白血縁の侵入がみられる。

・ 基h'fR野と4守鎌層からなる(且広L主主主.'!2)o
・ ターンオーバが連い.

2 外線上直
司 辺線仰肉や付新樹肉の表面を覆っている畠jj;主主車唖凪正よ』主である.

非角化歯肉上度

エナメル貿

歯肉"
自肉湯上座

付組{棋会}
上位

宙線腹

セメノト賓

3 歯肉溝上鹿
圃樹肉i蹄I.iliは歯肉滑に肉し 外縁上氏と問機に細胞附隙が吹く 物質を通しにくい。
. "化はほとんどしておらず 機械的刺激には脆弱であるが、閣肉内聞からの組織法を歯肉泌ヘ浸透させる

働さをもっ。

112 

歯と歯肉の付着格式

。歯肉泌を形成するJ菱合1皮、歯肉溝上皮はJif力化である.

0 縫合上皮は歯面左上皮性付着を形成する

o !妥合上皮は慈底抜を介して 接合上皮細胞のヘミヂスモヅ ムの結合嫌式で趨面に付着している.
。 自信被膜線維および歯肉線維は、結合組織性付椅を槍成し、セメント貸への線維の封入を伴い 簡を主持する。

土廃位付鎗
ヘミヂスモ
ノム結合
復合上段

CEJ' 

セメ〆ト貿

歯肉固有膚
または歯菌 ヘミデスモゾム総合

0.7-1畑}1I1i1~ 
釣1.07・f上座位付錆 ，.. 

聞記圃

1 HA_........... r生絹学問.僅
7・ t鉱合組舞色付AI

歯の加齢霊化

l 校耗 加防省による岐耗進行により岐合問!積はm加唆令市得の眠下。
2 歯髄段狭'" 第二象牙質形成により向髄躍は狭宿する。

Z セメント質の肥厚 加院により歯板表面のセメ μ ト質は地地 歯保肥大。

街周組織の加齢宜化

1 歯肉

- 組織的には上皮の角化傾向。

-固有層の細胞成分減少結合組織の碕チ化歯肉iIl緒、粘膜の赤薄化。

2 歯綴膜

. !歯恨膜線維の断夜、線維芽細胞の減少.

3 セメ ント置

-肥厚

コ
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プラ クの構成

A品

歯面白;土着物町種類と特徴 ..肉銀上プラク
蘭肉炎惹起→温胸ポケット形成

統蘭藁 白血思統体
1 ベリクル

. ，乍さ 0.05-0.8 mmの睡桃山求の槍タノハク。

・研府網を附いた長時聞の時磨 P¥.ITC によ て除よできる.

掴 細前は古まれず-;1"7ヱ之と主主量bIT.佳睦主主主主~

2 色繁沈着

・ ペリクルに沈着した飲食物や略飾品の色索。

回 研府測を用いた長時間の研悶仁よって除去できるa

3 宣物晴壇
・ 食後円駿内にー時的に残った食物内来の物質0

・ 洗円やプラ γンングで除去できる。

幅液歯来a・
タンパク質
(ペリクル)の
咽"."相

グラム陽性閣
の付.
(釘もこ
レJサ.. 菖)
第2姻

民極細菌M
..碕緩.
する

M3籾

復縁な
奥種領薗
共同体が
形成される
第"目

歯石田種類と特融

4 プラーク

・ペリクルに付帯説集地殖した細菌とその産物。

圃 ブラツンングでの除去は可能であるが、故Uでは除去できない.

5 歯石

・ プラークが石灰化したもの。

好発ilIl位

速い比較的弱い 皮白色 ..椛 比'史的容易
下顎前向偲舌倒.

上顎大自由額筒

緩徐 強固 型補色、赤褐色
iJ山被

比鮫的悶康 ポヶ，ト存在節位
血清)

6 自 置(マテリアアルパ}

・剥尾上皮細胞、細菌細雨の充生物 白血縁、唾液循タンパク買.食物残遣会どから構成される0

・ 掬の表耐や繍肉辺縁部に付請している灰白色か黄色の物質

喫曜の歯周縮製誌に与える膨曹食片圧入の歯周組踊に封する影冨

[1tItJHト1

昭翠蹴歯周疾風の病因の分類

初尭因子

(直箆因子)'
プラJク

i繍針 ~食JtJ!入 ~U呼町!t 4 iil刊不正 異常1
口腔向原境図チ Jィ、勧告側 6院後嗣つ蝕 7適合 a隆不良修復舗毎

物 l版原性1

{
ブ
ラ
l
ク
猶
加
因
子
)

局
両
性
修
飾
因
子

炎症性修飾国千 歯会らびに硬歓 11仰の解剖学的協常 エナメル突起、簡蘭付降、 :2 ，J、帯の
形惣 J'"rm常 ~U較的経の英常 A付着歯肉帽の

プラーク嶋加同子}組織解伺形態因子 異常 5歯肉の能態拠常

飲食物同T 食物の畦林 2飲食拘の温黙剰滋

日経内環境の劣化 i ポケ 7 トのj~fヒ 2歯肉E碕{悔恨露出} 豆向肉精殖

巨型画

外陽性修飾岡子 II外傷位校合 2プラキンズム S叩矧援触 U!変調子捗 l量食片任入

外傷性岐合車口呼吸 7日墜習@ 邑岐合面奇想不良修他 綱組物

一憂き |加 tt.sU!.I. 孟代謝疾患手内叫常川障害百アレルギー性制ー遺伝 Z水艦
蓄量 l 粘膜疾患と角化異常 6血液疾患 9年前門IJ Jl.lストレス時7i ]:!喫煙輔拘 フエニggl トイノニ7;r.:;ピンーか

層空ーl歯周紹鎗磁調慢の進行(健局債の葱化)
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t 歯周岨鱒の症状と可能性のある全身 局所疾患

歯周組.の症候 躍われる疾患

l炎症の5僚候 炎壷働冠周回炎.繍刷炎、 m肉炎
発本....帳、蝿優 待衡 8霊能買取箸}

外傷舗の民自白、禽閥炎.歯肉炎..:?性白血病.

特発性血小阪減少性祭賞病‘ITP

¥'on ¥¥illebrand街、 Osler街、現血病など

急性壊死性滑‘性信肉炎、敏射線隊帯など

抗てんかん薬、カルyウム姶抗業{降庄義人免綬抑制薬の服用

加鈴‘不適切なプラフンング、 l廃ffil笠，I!.など

t骨肉脳血

幽肉頃死

守肉JtI噂

仰向温鎗

歯肉虫、歯周虫、喧合性外傷の臨床状酷と監査方法

"合よ皮

CEJ 

セメμト寅

歯槽.

CEよセメJトーエナメル績
健康傘歯周組鎗 個肉炎

炎症"歯肉のみに限局し
鍋肉の歯面への付a・"司座
制廃されてい.い何肉細殖の
銘果仮性ポケットが形成さ
れる

岨周炎

炎症降、."の歯嗣組鎗
にも漫ぴ 上皮付衝の"
尖側移舶が起こる.その鉱泉
薦候ポケット定戸時仮定される

殴合性外燭

歯問炎 箇周炎 一次性 二次性 判定法

殴古性外畑 殴合性外傷

箇問の発赤腫脹 あ り あり な L あり
栂設‘プローピングに

よる出血

ポケットの形威
仮性 {前向l 真性 i歯周 l

なし あり プローピング
ポケァト ポケ.，ト

アタッチメントロス なし あ り なし '"句
プロ←ピング

箇橿骨殴収 なし あり
あり あり エクス線
.量的贋車ζよ晶E 量産"よ.

歯の動沼 なし
あり

あり あり ピンセ Fトによる主主査
軽度ではなし

ポケット台、らの鱗圃 なし '"町 なし あ句 触診
{重俊の場合}

陵台痛 なし
あり

あり あり
ミラーの柄などlこよる

[軽度ではなし 打診
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面性ポケッ ト

。 歯肉溝上皮の陥面への付治位置{アタツ子メントレベル}に変化はな〈 直自主腫盟主主~主盟主した紡朱
止じる相対的なポケ γ ト.

真性 (歯周)ポケット

。」皮性および結合組織位付着が破峨各れ その位慣が線描!i向へ修動し、前と歯肉聞の断裂が相加し 付精

位置が桜尖側に移動する ζ左で生じる l'ケァト.

副首周炎
健常"位 鍋肉炎

① 
② 

歯降局 仮性(自肉}ポケιJト

@ポケットIEAa歯情骨"錫
CEJ:セメノト Zナメル筑

骨暢上~ケヮ ト

水平性骨眼収
骨組下水ケ升
垂直性・吸収

現性{歯周}ポケット

白』

。樹閥炎の進行仁作い樹情骨は吸収する。術的簡柵骨吸収には葉直侠骨吸収と水平性骨吸収がある。

。歯繍借欠制には l墜性から4壁性があり、最終的に骨盤数ヵ""2できるのは.フラップ手術などで歯肉弁を
剥荷量1食 肉芽組織を除去した後である.
a 水平性骨唖祖
国両健在簡の CEjを結んだ仮想線に対して、 lilf平仔に吸収が認められる.

b 垂直性骨唖収

・ 剛隠在樹のCEJを結んだ仮想I浪に対して 角脱のある斜めの吸収がみられる。

骨究1.の分類

品M簡 易斗吾
孟記事且L試
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全身性修師因子{全身性会省悪因子)

1 先主的因子

- 繍陶侠血の直接的原闘はプラークである。

・向矧疾患の進行には、局所的修鋳凶子 全身性修飾国チ、機能性修飾図下などの修飾図チが存存する。
遺伝世疾忠、代謝性疾患、血液保忠

2 後天的因子

①喫 煙

・喫煙によって 隊小血管が収縮して血行障害を起こし.プラ クなど病原因子の影響を受けやすい状
態に陥る.

@ 繍尿病

・精尿病患者は全身目的な代謝陣容を起ζ してJ:::1)、一般に感染Iitに対するt抵抗力が低下している。その
ため プラ ク中の細衝による感捻..である歯鴎侠忠の発(，f. 進行に関ワし、また向周治統後の治療

にも彰響を&1ます 。

局所性初尭因子

。歯周疾患の同所肉干には、直接的な術囚であるプラークと、それを保持し掬胤疾患を湘悪させているU腕内

のさまざまな刷所性修飾因子がある.

1 プラーク・ペリクル形成2-3日の聞に ペリクル上にグラム陽性の琢幽などで僧成きれる初期付精細菌群の沈着が
起こる。

・続いて線状下町.!年状薗 紡錐筋などの後期付箸細菌鮮が初則付着紙調鮮のーuこ沈iIfする。
・グラム険性の巡動性搾閣やスピロヘ←タなどの細菌は f荷而との付約あるいは綱樋どうしの付着が弱〈、
後間付婚締蘭鮮とポケァ トi皮の聞を浮遊している.

2 歯周病匝醐薗

3 病原因子

般に 細菌が銅版性を発現するためには以下の過程が必要である。

① 毛細胞への付着昨と定着、@細胞表層から深鮒への侵入 ③細胞あるいは組織への悔答

この一巡の過程に網与する因子を細菌性病原凶子という。

③ ストレス

- ストレスは免疫応答を低下させるため 術開疾思の発旋必よぴ歯肉治娘役の予後に最多智をうえる。

@ 後天性免役不全症候群 (AIDS)

・ヒト免疫不全ウイルス (Humllnimmunodcficicnc>， vir出 町 V)感染による白血謙の機能不全により、
免疫応絡が低下している閑人においてl 百広鱒な陶刷炎の琵現がみられる。

⑤ 栄養障碍

・ビタミン銀取不足などのx:筆陣ちにより、歯刷侠息の発棋と進行に影響がみられる。
@ 骨粗滋症

・附経i去の女件ではエストログノの減少に作い、骨吸収速度が骨形底感度を上回り、骨密度の低下を悩
さ骨組総症仁権息する頻度が高くなる.幽同組緒tニ8いても、骨形成能の低下4こより歯周疾患の病態

の懇化を倒<.
局所性修曲因子 (局所性相悪因子)

。局所性鳩.1>同子とは‘プラ クの蓄積量を柵加させるようなプラーク蓄積図T (プラ クリテン y ヨノ 77

クター)のことである。

1 歯石・自信石は表面が粗造であるため、プラ←クが付着しゃヲいプラーク蓄積因子の 1つである園
・自白石はその付着部位によって拘肉縁上歯石と街l勾縁下向石と仁太別される.
2 う蝕
周 辺緑樹肉付近に樹貿の実質欠般を伴うう触が存雀すると，その部位にプラークが蓄積しやすくなり 舟肉

炎や蜘周炎が発症進行する。

3 口呼吸・口呼徽忠者では よ顎前曲部などの局所が乾燥状態に陥り 門浄作用が低下し プラークの蕎絹量が!tlJjll
する。・口呼吸が疑われる1iにみられる特自慢な口限内所見としては U呼吸線とTンンヨンリツンがある。

個 口呼吸線l立前歯郁のrUMl血の発赤腕肢で、その位値は閉鎖不全を起こした状想のU唇ライ〆と 致す

る.
E テ〆ンヨノリッジは 日孟型企紅白にみられる堤状の艦艇で その内聞の歯頚部陶肉には強い炎症所見が

みられる.

4 辺績不適合な修種物楠揖物
• ill鎌不適合な修復物は 歯胤J基本治療中。こ辺緑の適合性を改啓した旬、雷同被哩冠へ置き換えるなどの処

置によって取り除〈必要がある。

5 喧合異常、歯到不正・岐合争時常や倫列有正があると自浄作例が低ドし、またプラークコントロールが悶穫となる場合が多い.
6 歯周ポケット
個 添い飽周ポケット底部では酸素分圧が下がり 副質問病原制薗に多い鰍気性関の数および綱合が柑加する.

7 根分綾田桐宜・懐侠自信の恨分敏郎は簡と歯肉の形態が複維であ旬、歯悶侠忠が被分岐部まで進行するとプラ クが体罰し
や市くなる巴

8 世田形態異常・円革製溝、根面構 ヱナメル真珠、エサメル突起などの歯の形態拠需はプラーク蓄繍園丁と して働き、副首
同病噛の磁l裂が助長される。

慢性歯周斑 (成人性歯周提)

。 綱周炎のゆでE墨盟主{;Q'j(， tOCA!三圭iみ勺れる。
。関連r#1立、 199regalibaclcr ac印刷!j'CCICIIICClIl1!U!flS.f'orphyl'O問/J<'ISgingi¥'a1is. Prc叩 lcllainlcrmedu/ 

c.，ρ00町刊phag<'l寓 FusobacleriuJl! J!ucJeaIUI!!. TI!I!I!f'l'e!lu (o/'SJ山川、凸pnocytoplJaga.SlrcplοC同CU.~

;mermedius. CWllpylobnctel' rcctus. Neissen'a 

。 プラークや歯石の相川!に比例した症状がみられる。

。 丹吸収は緩慢で会初 (μ、汎型)または鯨位特典的 (線局型)にみられるロ

。機尿病、 ATDS等の金身疾患、喫煙などの全身的凶子、It片陀入、口呼吸などのU腔内局所的肉子によって修

飾される。

。校合性外傷によって組織破療が加注される。

歯周腫描

。歯鮒腺衝は樹鮒芦ケプト内の化燃性炎症によって止じた膿が前同組織に貯留したもの.

。歯周ポケットからの緋康路が確保されている場合には臨床能状はほとんどみられず慢性仁経過し 排膿飴が

樹布や樹肉によって狭くなったり、栄業不足や彼労により全身のJ底抗力が低下した場合には急性化する.
。 陶肉線下プラ クや金身的な鉱抗力の減少が原附となる.

。 急性化陽性前倒膿衝では、白発痛 舗の打診街.向肉の腫脹などの夜状をItっ。

。 処附にあたっては‘歯髄山米の筏尖膿傷との鍵別が必要である.

妊娠性歯肉炎

。原 因 プラークが上回、ホルモンパラノスの宜化(女性ホJレモンが地Jm)することで P.intermedi;!が噌

加しやすいa

。処置 プラ クコントロルスウ ーリ ング門腔情対僧場
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世田型歯周斑
急性寝頁性，貴掘性歯肉斑ー歯周貴

。 炎症の範囲が自前肉に限局している急性洩死性損傷性向肉炎 (ANUG)と 歯周組織全体仁波及している急性

演死性潰4伝性倫周炎 (ANUP)に分領される.

o 1原凶

2
4
2
 

。以前の分刻では早則発症型歯周炎 (思春期前自信岡炎若年位向刷炎 急速道行特歯蝿炎)とされていた歯周

炎のほとんどは、新分類の綬襲型歯鮒炎4こあたる。

。特慨

・ 急速な嗣同組織破検 (アタッチメントロス)がみられる.

・ 全身疾患によるものではない t坐者は全身的に健腺である)，
・関連閣は AggrcgatibacteractinOl町田Icm四 miliJlIs.Pvrf)h.rromωI:I，~ gIl/giralis. Pr引 'oleJJailllcrmedia 

Neis守'crm属である。

- 不明

- 丹1:l'otellaill/ermedia. Fu却 bacteriul1Ilwcfe.ltumスピロヘータ (T，で同>flcma)検出される.

・全身の衰弱や局所の不潔が関与 プラークコントロ ル不良な人に起こることが多〈、精神的肉体的ス

卜レス 栄建不足.型銀?すにも多い。

国 家経内集械がみられる。
o ，主状

・ 自白附乳頭偲と辺緑樹肉のi泉死およびt貴婦 → 続出血件.後触時の激痛

・ 自陣肉表而に灰色の偽膜

・ 強い什臭

・ 発似や倦怠感などの全身柱状

o i台保

L) 急性症状がみられる場合抗閣楽の全身投ヲャ川事弘、による合職 ガゼによる清紛(後触摘が著しいた

め).

2)急性症状がある程度治まったらτ プヲ クコントロールぞスケーリングを行ヲ固

- 広汎!llと限局裂とに分煩される。

1)広汎型

国 感染閃平に対する血滑抗体反応、が十分に爺導されない。

- 通常 30歳以下の人に認められる。

同 アタ γチメン トロスと歯糟骨の破J裂が活動期と防止l舗を繰りEしながら進特するa

・ 3脅}大目閣と切樹以外の部位で少なくても3凶以ょの広汎な隣後而のアタ γチメントロスが認められるa

2)限局型

- 感染問チに対する~~Jな血清抗体反応がみられる.
慢性制離性歯肉炎

。原因

・ 原因は不明だが、 閉経後のy;性に多いことか勺 ドルモノ異常などの全身的因子の関与が疑われる.

0 定状

・樹附fU碩から辺縁歯肉、付着筒肉に波及
・水抱形成浮極性産Il涯、歯l均上皮が剥厳司被触街、易lil風i性

・ 唇鎖倒に多くみられる。

。処恒

. .~巳 1予期的後に発症するこ左が多い。

- 第ー大目樹と前歯部に限局した歯槽骨吸収がみられる.

喧合性外傷

。校合住外協の脱悶

L) 一次性咳合併外傷」量重量周姐盈1;.晶ム主肱丘且iプラキシズム岐頭下捗、早期接触不適切な修復物
向同不正

2 ) 二次休校合性外価」盟宜主主ど血血盟畳ι畳~広立lJJ. ' (，釘刷炎の進行ω 残存簡の減少
。岐合性外傷の所見 - 原因不明のため対症療法となる.

- 殴合術打診術がある。
圃 円般滑対痛みが強い犠合にはガゼなど町青栂

・薬物塗布(国腎皮質ステロイド筑菌策)- 歯肉に炎症はみられない (炎症がす Cにある場合は悪化)。

- 働肉過紛がみられる。

• I喝の動J限度の細川1がみられる。

・ エァクス線所見として、垂匝性骨吸収、倫繰隈股拡大、附柵綬線消火、 骨1誌の級密化がある。

。岐合性外傷の処置

L) 一次性岐合性外傷原因の除去動絡がみbれる場合に"瞥附!制定

計 二次性校合性外悔岐合調整歯冠形態修正、管問固定 (パイトプレートの装着など) ポ久固定

歯肉肥大

。歯肉肥大 (仮性ポケット)がみられる疾患として、歯肉線維腺症と礎物性愉肉榊勉症がある.

。 プラ クがその発症に関与していることが考えられるため、プラ クコントロール I;}:~.掴である.

0 樹肉肥大に対しては歯肉切除術が適臨となる.

t 歯肉繊維腫症

・ 極めて掃な疾患で.家候性4こ発症する遺伝性歯肉線錐蝿症と遺伝が関与しない特発性歯肉線維腫佐がある。

- 遺伝性前肉線維脆症は常染色体擾性遺伝である.

- 線維性の樹l均糊殖がみられ表耐は平滑、炎症所見はほぼみられない.

2 援物性歯肉増殖症

• Ca I剖凡藁(降圧薬) 免疫抑制薬、抗てんかん集を服川しτいる血者にみられる。
・ 円腔内所見はほ11(.歯肉線維睡症と同様である。

120 
121 



『

d
A『
コ
』

E
4
2
 

歯周外科治療の目的

o ，J!ケットの除去またはポケットデプスの減少
。器具の繍仮面 歯柵骨欠捌認への到達性のが'1上

。歯刷術安部町除去

。歯肉歯僧粘膜の病変郁の改持

o ~趣向の生埋的形態の河彼 {付着向肉舗の獲得)

o j隆美悦の改務

。。。
幽同ポケット領鷹羽島

清rHl7術

I!J肉切除術と歯肉整形術

歯周外科手術の種類

歯周基本治復旧目的と種頼

。目的

・急性症状の緩解 ・炎症の軽減

園プヲ クコントロールのしやすい歯周組織環境の笠偏 ・円殴働生の聯立

・ 炎ft:世図下を可能な限り除去 ・外傷性肉干の除去と校合の保全‘安定化

o III 奴
. "己急処置 凶口腔清掃指導(プラークコノトロール) ・'"ケ リング、ルートプレーニノグ

・ I1刷ポケット倣照 同校合俊徒同彼処狸 (唆合制緩) 副 曹関固定

・ 治拘緑川補綴物の装着(良時義向、プロピ Yヨナルレストレ ンヨンなど)

・ ィ、以補綴修復物の修正、除去 ・う蝕処俄(保存修復処慨と向内保法)

個局所菰i物商E遜ンステム (LDDS) 置 保存ィ、可能~rßのIUl ・ 知覚渇敏症の処置

" と主泊官慣 悪溜榔勿改善
。 フラ γプ手術(歯肉剥雌掻侭術)

。 ，羽田組織内生保法 GTR法、エナメルマトリックスタンパク質の趨応

。州柑骨祭形衡と歯禍廿切除術

o t釘肉術情粘膜形成術 (MGS) 小平野切除術、歯肉弁4拠出餌移動術 滋雄前肉移植衡なと

1 患者との出会い
亙モチベシヨノ
手 イJフ有ムドコJセム〆ト、
コJプライアノス

歯周ポケット描府南

。目的

1)樹恨面のプラ クや歯石などのH渚拘ヤポケット上皮、炎症性結合組織を除去

2) 歯肉の収績をはか'1、ポケットを除去

。適応

比較的浅い歯刷ポケ 7ト(骨縁上ポケット)、 t字腫性の Hケット

。 使刷器具

プロ プ スケ ラ 、総合問器具、 自信刷パック

密肉炎
歯周炎
吸合後外傷

! -'Ua処置
2 プラークコントロール
スケリシク JI戸トプレ 二ンク

‘ 峻合a盤
s プラータJテ/ノヨJファクタ
の除去

~ CIIl固定
7 ・a闘の修正
s 織衛
9 局所要物配送ンステム(LDDS)

2 

2 

歯肉退編
血餅

0
0
0
0 

0・• ， 
A 

歯個ポケット姐'警備間続式

Aポケ外'"までキュレット塑スケ う を栂入し、歯根薗同スケリ〆グルトプレニJグを行う.
B指で鋼肉...さえながら、ポケヲト上度と炎症歯肉組組を隠去する.自慢で曾.、.磁の作禽のため息り妓し
~.いよう了司J(fii&を心がける。
C:;jrケット内漁浄の彼歯肉を歯恨函に区慢し必要に応じτ歯周><，クまた....含盆行う.
o治sm.u長い上IIi位付着{修復It.る.

キユレ
y
ト
型
ス
ケ
}
ラ
l

進行の休止した4mm以上の
ポケ日斤
T 線分館協翁変
こ3 備の勘抱

h 唆合治績
Z 修復補綴治復
館周捕縁
働問婿正治鰭
インプラノト治療

干

E戸
サポーティブペリオ
ドンタルセラピー

間基本治機

一了一
再番手価-.-
周外科治療

寸一
穂野価

一了
腔複能回復治療

1 
再野価

44主b j ロ世植生技瞳
歯肉の柴症ー出血(BOP)
プロピJグ'"ケγトテプス 〉| 4同
(PPD) 

4 クリ=カルア~ ;JチメントレベJ'

(CAL) 
@ 備の勘IIJl
6 唆合検査
z プラー?'Jテン‘ンョン77ク.-
8 1-;1クス鼠檎董

箇E

品a立 口腔内写真
研究周栂!I!
細菌機査、生化学繊牽

-i 歯周ポケyト掻罵禰‘フラ Jプ手編 歯J
新付蹟桶{ENAP;

主2 ・1明直術人工骨移福禰
Gffi法、エナメJレマ卜I}-:Iクス
タ凶仲買の通路

4 箇肉切醜術館肉盤罰術
与 歯柵骨11形術歯繍骨切除術

箇R周分敏形鶴成病術変(プのラ治ス纏チβ 口腔1

サーンエリー)

畠申ミ 歯肉の炎症がない 口二歯岡ポケyトが3刊百以下
プローピング時の出血が
掴められない 〉仁手ヨ

4 由の動11が生理的値圏内

メインテナンス

123 

。目的

・ コンブライアンスの維持 口腔清掃に関するそチペーシーノ， .~.布教育の継続
・ アタ γチメントレベルの維持歯周組織検査の継続(再発の甲州発見)，PMTCの実施

・ つ蝕エr'~坊とその早期発見、早期市療 ・修1M 繍綴物の官m ・全身健際状態の評価
。 メインテザンス間隔の決定要素 ， 

・ .¥11..1<'のプラークコン トロ ルレベル プラ{クコ J トロールへの理解脱とその技術

回 歯周組織の歯周病抵抗位 向胤ポウツ トや似分岐部病変のダ製作状態由同組織(N漕歯肉 、 liti~脅廿挨)の存守録
・ ')スクファクタ}の有隆積尿病なとの全身校忠や喫徹也備、プラキンズムなとの異常校合習鮮の存在

闘 う蝕活動性の高さ E 修復補鉱物の量や組雑き

歯周，台療の流れ

メインテナンス
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。門的

])歯恨面から歯肉を剥，.創較し 病変却を直視Lti:遣できるようにしてから肉芽組織を除去し.SRP後幽肉弁

を戻Lて縫合する。

2) 古賀尉 Rケ γ トの消失をはかる。

。適応

骨縁下ポケット(漂い実性ポタット).梗分岐締街聖 1-21.r: 
O 使刷器具

プロ プ ファーケーン ヨンプロープ 骨膜剥鰻了、メス.スケーラー骨ノミ、ラウンドパー 縫合器具、

樹周パック

フラ γプ手術(歯肉制服揖腰南)
歯肉切除術

o U ()/J 
前肉'"ケ γ ト (仮住ポケット)や骨緑上ドケットの除去

。適応

仮住ポケット、浅い骨縁上 rケヅト 前向増舶、形態興常

o f変則碍具
プロ プ クレーンカプラノのポケットマーカー、メス、スケーラ 、陶附パ ク

。V副

骨瞬

細肉退縮

線による
切聡

術
的
セ
メ
〆
ー
ト
貨

歯肉切..衡の術"
A:Cr!lf首e-KaplartO)ポケ3トマーカーでポケγト底の位置を印配d ポケγト底民向けて外劇切測をS耐える.
8 スケラにで切糊した歯肉組後を取り隠さ、その後スケーリングルトプレニング釜行う..た歯肉鍍などで鍋催告修Eする.
c 創薗を強権浄後歯周パック告行うa
D 治療織に自肉の遮舗がきをじるこむがあるゐ

D 

H 

除、• .". 
プラγプ手衡の編式

A 切開. B フラップの動1・倒転.. C: I情的箇肉片の隊去のた必の切開. 0:11肉片.よぴ肉葬観鎗の隙表e
E スケリνグルトプレ←ヱノグ. > 歯僧骨盤形術および曾帽骨切除術. G フラyプ肉薗の処置.
同フラyプの復位と鍾含

c 

G 

8 

F 

A 

E 

新付着術 (ENAP)

的

ドケット内縁部の炎症掘をλケーラ でjj聴する代わりに、メスで陶肉辺緑からポケット底へ向けての切

聞でポケット上皮と炎症性結合組織を切除し、恨耐を滑沢化して陶肉を縫合する@

，) 新付*を期待するが、新付析は生じない。

3) 適応は箇附ポケット掻向術左同じ。

0 使111岩場具 ， 
プロープ、 クレーノカプランのポケットマ カー メス スケーラ ‘縫合用器具、術開パック

園 田 IT!

o ~ 
]) 

新付衝と再付着E

・1呼付帯(よ茂性付着)
切開や外傷などによって健全な歯線田から鯵1断された幽肉綜合組織が 昨ぴ歯校面に付着寸ること.

・志野H婚(綜合組織位付着)
樹被膜が存在しない級面上に幽制限線維を含むセメント質が 1 1• 1:.され、新しい結合組織性付着が生じること。

合
歯肉退編

125 

'荷主セメJ ト貿

tt・1
".0;'_ 

A 

'帳付信手舗の術式

A: Crane-Ka凶a、のポケットマーカーでポケット摩の飽置を陪犯するa
B ・肉11付近よりポケット"に向"て肉創切聞を加える.
c切険した歯肉細鍾および前線画の付a脅したプヲ ク白石日ケリング JトトプレーニJグ口隙表する.
D ポケ介肉塊浄の像、自横萄に箇肉をE擁して鐙合する.
E 治'"形.u宙開ポケット樋RとUぽ閉じで畏い上~位付鎗1.復}と盆る.
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組措再生酷湖 (GTR)法

。自的

骨欠繍郁にσrR艇を股置することによ旬、 u支'"向肉
線維穿細胞の侵入を防ぎ 膜の内側のスペ スに多分化

能および1'.生能力を有する陶叙膜山木船を両得し J時

付什を伴う歯周組織の内作を期待する。

。箇網組峨f写生療法の適応症

・ 2¥慢性または3慢性の垂直性骨欠槻

・Lindheの分額 1-21i 
・ ある緯度ル トトラノクの幅がある綾根街。

・ 骨欠欄郁に付議歯肉の幡が存在する。

・ 仰J傷治績を問答する全身的令国子をもたない患者ω

・ プラークコントロールが十分に維持できる患者.

歯肉働槍粘膜形成南 (MGS)(プラスティ ックサージエ リー)

。 目 的 (術式によって異なる)

1)付着歯肉幅の増大

小帯qJ除術 歯舟弁複尖銅移動術、歯l勾11'恨J、開修幼術 UI!"，拘陸lJ!.班i!i.趣向E歯肉移値倫
2) 爺/1¥似隔の句史覆

樹肉11'歯冠剛移動術、歯肉チl側方移動術、選拘置自信肉修補術
3) ポケットの除去

命肉1['侠尖鯛移動術

エナメル賞

歯槽骨

上'"
信合組JI

セメム〆ト.-'

GTR旗

歯".

ヰ副主副長記
歯周形成手術白種類、特薗および適応車

1 小帯切障術

・ 適.1[，症小予告の付着位置異常の改畠小管強植偏の改嘗

・ 小帯付着の後戻りが起こることがある、切除後に開紋釧になることがある。

2 口腔前庭拡彊術

フラップの尉雌と 眠の院通
デブライドメノト 骨欠織形舗に準じ、

{肉芽細総除去とスケーリング 少し広働の健闘で彼宿する
ルートプレーニ〆勿

GT肉.釜応用する筒伎を+如ご"出さ~る

g到略説

銀含""刺入
闘の鎌倉により騒のカラ舗を
...費留に適合さぜる

- 適応催日院前躍のW;~_長

- 術伎の後民りが多い 術後に開政創となる。

3 歯肉弁相尖倒格動術

・ 適応症付着歯肉の増大 口陸前庭の舷張.臨ば~J歯百長の延長 自信肉向楠粘膜墳を鎗えたポケ ット
圃 歯周'"ケ γトを値実に除去できる 付着飽肉の明大が可能 術前にある程度の角化組織と口腔前庭の深さ

が必要a

4 歯肉弁聞方移動術

E 過民I，E:N独(j可の帽のJ!1い歯肉退緬?の侠剛被槌

・ 不，jを弁移械であるため移繕片への血液供給が品解 隣布部に十分なl<1化鴎肉越と口腔前庭の濃さが必要。

5 歯肉弁歯冠間移動荷

・ 遮応症単独歯の浅い歯肉坦紛の拠耐被捜

固 有毛布砂植であるため移値片への血液供給が良好、関伝部に l分な角化歯肉量と口腔前庭の深さが必襲。
6 遊敵歯肉移樋術

・ 適応極付端的肉の獲得 檎大 (歯肉迫紛の逃行停11-.)、口腕前挺の鉱張、小平旨切除後の付着降陶肉袋得、

被而被覆

a 確実な付着歯肉の増大が可能、供給l~が必裂なため手術削が2 カ所必要、移植片縁取後の供給部が開紋側
になる.

7 結合組織移植術

・ 適応症 恨面後覆 (歯肉週絡の改響}、付着歯肉の獲得ll!大 11当から政省までの倶函彼夜、欠損飾歯
Ie堤の増大

・ 手術手伎が難しい、血敵供給が良好'"ため成功率が商い、供給締が必要なため手術創が2カ所必要。

留置への麗の固定 鑓含

フラップを復位さ笠完全に
GTRMを緩植す4・

闘の除表手術(二次手術}

通常術後4-6週で行う...の下部m
n絹鍾を傷つJjないようニ"'~する
(吸収性線使用では必要傘、}

エナメルマ トリ ックスタンパク宵による再生療法

。 エムドゲイ/'は幼者ブタ自白際より抽出精製された製剤lで、 」巳サメルマトリ γクスタンパク質および成長因子

を含有する.

0 エナメルマトリックスタンパク買の成分が自白線限中の未分化細胞をセメント芽細胞 骨芽細胞および歯線膜

を形成する細胞に分化誘導し、歯周組織の縛生を誘噂する.

。 フラ γプ手術と問機の術式で行い ルートプレーニム〆グされた銭面をリン酸やEDTAなどで処理した後、血

ω o&qctq長
局所属韓国際 省肉講切開

{角化街肉令温存)
剥離 デブライドメシト

{肉芽細緑陰表スケリング
ルトプUーニノグ}

m q者qcr;
m面処理 エムドゲイJ・II!布

スメア腐の~念 (骨欠鍋鶴底儲からゆっくりと)
(阪で"'5秒以内)

組合
(厳密に鍾合)

>?R 

コ
』

A
『
コ
』
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ウィルソンの喝幽 (聞方的轡幽)

。定布闘の大円前の刻舌側岐頭を連ねてできる側Ji鯵幽のこと.

。 この録曲は上司下顎に存企し 前頭耐に投JIjしてみるといずれも下方に

凸を示す鯵山である.

コ』
A
斗コ』t!IIの夜失による陽書

・歯槽骨の峨収 ・畦合寸ニ捗(!j!期接触岐頭十捗) ・肌鴫能i干の悦ト ・食片圧入の発生

・発育障害 ・腿鴫筋の篠街、顎関節の異常 ・岐合位の依下(校合{立の変化)

・院在耐の傾鍋誌伝将動および対合尚の挺出

・観観の変化 {鼻唇i1lが深くなる‘人中の布、瞬間前化 UsI下垂}

経空当主

育面腎
歯の痩失に伴う園貌の霊化

-赤桝が務くなる 'U唇および頬部が焔凹する。 ・"唇鳴が深くなる。

-人中"不明瞭になる. ・岐合商径が低くなる. -口角は下垂する。

高齢者の無歯積患者に砂られる輔徴

調節制E幽

。 総義倫の人工歯持列で、岐合平衡を白的として掬列に付与される"曲の

こと。
ウィルソJ の智歯{側方峻含轡鴎}

。 失状固における努納を前後的調節時山、 ri~額面における母州を側方調節

轡山という.

-歯ld剖の吸収 - ド顎角の開大(鈍角化) -下顎頭の刷平化

U -
• J~開臼樹部制堤の狭窄化 ・ 下新日前部歯相弓のt広大

補償処置の目的(補輯処置によって改善できるもの)

-峻合商世

・膜下槻能

-下顎運動機能の低下

.'"隅際閉鎖機能

-術背(/11音)機能

・頼関節の償能

~恒副占込

カンペル平面

oli.イ1の鼻翼下内と外耳遭l緑を結んだ線{鼻鴨道線カンペル線)
で決定される平面

。峻合平商とほぼ平行な関係lこあり、身軽歯頼者の校合平{舗を投， 
~Ëする陳の』島根となる.

フラμタフ'"平面

下積の亜動

1 開閉口運動

・ 咳頭依合位から開口したり閉口したりする下顎運動である。

・ 開口時の顎問蹄下顎威は回転しながら閃節結節を下!iに修動する.附口時はその逆である.
・ 防i口路と問円路は必ずしも一致しない.

2 前方 ・後方建動

・ ，i~方運動"岐麟猷合依から前方への量動である。

• M方選動時、下顎頭は関節結節の斜耐に治って前卜}jlこ回転運動し、矢状面でみたときのこの経路を矢扶
額協という。

カJペル平面

- 後J防運動"岐頭依合位から後方への運動であり、運動量は小さい.
・ ド顎の量後退位を中川L位という.

3 左右側方運動

a 峻頭依合{すから左右側へのト顎曜動である.

・ 作当氏側{下';)'iが動く方向}の F顎頭"回転運動だけでほとんど移動しないが、 平衡開(作業側の匡対側)
の下顎頭は前下内方へ移動する。

下現国界運動路フランクフルト平面(眼耳平面)

o '主体のιイ?の限古と耳l片を含み、頭蓋をぷ平に揃切る仮竜門r面である目
。肌l.\1ま限商ト緑のII!下 L.~， (腕孔直下の眼前総}に相当する.
。 頭部エγクス線規格写l!法における義準半面のひとつとして 側面 顕葺の毘態や成長に伴う呉常の診断

発育成長の予測、矯正治燦前の診断や術後の好価などに.f1Jf脅される。

o Mfr} (フェイスポウ)を附いて上顎模塑を鯛節性政令官持にトラ ム〆スファ する際に"'1mされる固

殴古平面

。 繍州全体として校合に関与している前曲部の切縁必よぴ白幽鶴の岐合而

を含む半面である固

0 通常 左右 ト顎中切陶近也、隅角舗のE争点と左有下顎第二大白歯の述.，煩

側岐i!l頂を合台半面としている.

。 この岐合半面は岐頭朕合位(中し岐合位)においてカンペル4刷とはほ

平行な位置関係にある。

スピーの略的 何百後的殴合唱幽)

o :x男性自信刊の俳列状態を側方から観察すると 十顎の小臼歯必よ'u'大円幽
の州側岐原市を連ねる線はある Ql.(.，をもっ前後的令円弧をη、し この川

田~ ('雪山)をスピーの警苦悩といヲ。

128 

o T聞の辺助範聞は ド顎切歯点の運動範幽として不され、その阿形をポyセjレトの
国形という。

① 岐劇桜合位 ① 最後退位 (r1'，(.位) ③ 最前ノJ位@最大1'1口位

⑤ 変幽I.r:'?

A 前Jヲ限界迦動路 B 後方限界運動路 C 終末線骨運動防 D 習慣性問
問!円路

電きか 殴吉繊式

。下顎の側方滑定運動時仁J下顎のどの備が後触橋本切るかによって‘3つの咳合

機式に分領されるa

1 バランスド方クルージョン(平衡飯合}

・ 側!i滑走運動時lこ作業側、非作業開(平術開)の向も按触している岐合機式a

・主E盤垂直において推奨される腔合f娘夫である.
2 カスピッドプロテクテッドオクル ジョン(犬歯鴎場殴古)

・ 側方滑走運動叫に作業開犬歯が後触している(犬歯によって誘樽される)岐合隊式。

・ 犬飽話導岐合では前歯も臼歯もすべて峰山し、接触しない。

3 グループファンクシヨンド才クルージョン

・ 下顎の側方運動を犬歯よりも後)jの日歯が彼触して磁噂する岐合様式0

・ 非作業側は線開している。

・墨匙盟却ではこぴ岐合様式が多いg

聞を合乎箇

可ミごrr工11
呪吋一
スピの智歯(前後的峻合情幽)

@ 

@ 
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A
『
コ
』 園定性補綴装置

1 クラウンの分類と特御

① 令部被積冠 樹冠全体を覆ヲク ラウン

Il会郎金属冠 {金部鋳造冠)

。 日樹怖で樹冠の崩壊が著しい症例に適応する。

2 ブリッジの種類と特徴

① プリヅンの情造

Il 支台装世

- 欠鋼部を補うドノティックと連結され主台歯に技場される裳慢で、通常はクラ ウノが使用される.

2) ポンティック

・ 欠領部を補う人工前のζと.

3)連結節

・ ポンテイ7クと支台装置を逮給する節分のことで、その構造によ り固定件連結、可動性連結 個f

i質性連結の3横領に分けられる.

・ 通常のブリッジはワ ノピースキ守ス トまたはろう神による回定性連結で劉作される。

支台鶴置 通箱鑓 ポノティック

ハ
付

A
川
什

支台""

。 前世部には問いなし、

2) 前3宅金属冠 {繭裳鋳遣は)
。 鋳造して製作したクラ ウ〆のメタルフレームの唇側P傾倒など刊に触れる部分に 歯冠色の材料

を前裂し、天然箇の色調を再現したクラウン。

。 前歯備や 1:顎小自衛部など審笑i'tが必喪とされる部世に応用される因

。 陶材焼付金属冠とレンン前装企属紅がある。

3) ジベ ケットM
O 全国立JiUJ主左主、全体をセラミ ツクぞコンポジツトレジン

で製作するa

。 金属を使用 しないためiW裳金属冠以 仁に審美性に優れ 金l.o-

アレルギーの し配もない.

oセラミ ツクは脆性材料で衝撃仁弱いため 症例の選択や主白
自信形成に住盈を要する。

連館館

臼歯..ブリfノ 前自由隠プリ'l~

圏直m翠-墨画函
@ 墨鹿扇形態による;tfンティッフの分類

ポシティック崎臨形態閣は叩との酬と適応附) I ② 郎分被預冠

・ 歯冠の ー慨を覆ヲタ イプのク ラウンで、3， 近、 1 '5~ ピンレッ ν.プロキyマルハ 7クラウン

などの金樹で作られるものと ラミ考 ー トペニアクラウンなどのように陶材やコノポジツ トレジノで

作られるものがある.

鋼 会筋金凶拡にJtぺ歯貿切削量が少なく審美性に優れるが.保持カや強度に劣り二次う蝕仁なりやすい。

A回伺色一一... ，.S'.~， .，. ; "， 
圃圃園町覇軍..... 障害冒市Pァーーー

《団 a自 Am 

自浄性 名祢 目 基底面形感とその符徴 11 皇宮E 書装着実性感

ヲき令
型 基底曲目r歯槽堤功、ら完全に艦 優札る

劣る 下顎臼歯 O 自ゆ型 れている

/¥ 

E一一望
基底面が歯槽頂部に点松ある比較的 比般的 下顎前歯
いは線状に接しているr よい よい 下顎白歯

基底面が唇筒または傾倒歯槽比較的 春美佐 上顎前樹 v '1"'9浄型 企土J盟 ー・優装着感 上顎臼歯堤に樟状に接している。 よu、
.-やや劣る 下顎前宣告

基底面が曹聞または頼間的梱

上上下顎顎顎前白前歯歯歯→費2 堤から樹槽頂部にかけてT字やや劣る 優れる
状に接している

三一型

基底面が唇個または頼聞から 悪いー
可般住 ぬ舌聞にかけて鞍状に接してい 固定式不可 優れる
プリッジる

非自浄~ !;f 型 基直面iニ時を付与、広い面憎悪い4 よい 可指慢性 A で歯情堤粘膜に揮している 闘定式イ、ロI プリ 7ジ

基底部に歯恨形態をn干したl!!いー

v 与..E:.ヨ もので、肱惜直後に応用する即時 ょ、、 即y 時プリ 7
特殊なタイプ. プリ yジ

画-置冨Z盃翻 一一一ー一一一一一'一同一 .~.U.一一一←一一

@ 飽冠継続街

・ 単恨樹で叙管処慣が終了した'医師向に応用されるクラウノで.人工簡置、保持のための合釘 (ポス H

これらを連結する製面板から構成される。
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A
『戸』

3 ブリッジ町分間と特徴 @ 繁簡の前刊欠損部位』よる分額

・ 中間義歯歯の欠損部1立が歯列の中間にある往例に進附する義向。

・ 遊鰻端義歯 欠鍋郎防が歯刊の進化、?舗にある包倒に遁附する義嗣。

圃 複合S菱商 中間欠Jliと逃肉食端欠似が担{(する佐例に適則する義歯。

コ』
A
『戸』

①開定性ブリッジ

S時催時 ③ 義簡の岐合圧支持による分説

・ 歯牙主持義歯 (歯牙負担義峰、曲線膜負他殺歯) 繍4弘樹、中間義歯
・ 粘膜主持義歯 {粘膜負担義幽) 全部隊義歯

・ 歯牙軌膜支持袈歯 {歯牙粘膜負担後納 歯似限材調負但義歯) 遊厳掲義信
ワノヒ子スキャスト ろう省{ろう付け}

:<台厳置とポノティックのワックスバターノ査視型 :<台厳置とポJティヲクを別に製作し ι
上で湛値そのまま理没し一線飾進<る方法 4もとで遺銘.. をろう錯する

2 全部床暖歯の編成要素

②半田定性ブリッジ 1) 人工街

- ポノテイ γクと主台装置の連結部が、片hは回定性の連結.もう片方は Key& Kcywayのよう な"f 。 残(f.簡に色調や形態を調和させる。

。 材率制止レジ/、陶材 令属などがある。

2) 詩的床

。 金属床と レンン床がある。

動性の述結になっているもの。

・ 文台直前附の平行性をとるのが難しい症例にmいられるa

~.向
3. lI/l分床援歯の編成要素

a 文台装置 (維持笈置) 義歯をはずれないよヲにするもの.

1) クラスプ

。 鋳造鈎 (キ守ストクラスプ) 鋳迭によって製作するクラスプ。

。 線鈎 (ワイヤークラスプ) 細い金属線を刷曲して製作移るクラスプ。

2) レス k フック スパ 義舗の沈下や聞転を防止する闘的で付与される構造である.

' レスト

ν 義歯に加わる岐合..噌力を支台衡にf;;;え a耐の沈十や概鏑れを防ぐ.
。 鈎を正しい位置に保持する.

。 支白歯と義向附への食品圧入を防liする。

可動性遺飴 支台街働"の平行伎が思い楢合

3 uf般性プリッジ

・ 欠鍬謂粘膜の清掃性を高めるため プリツジ全体またはポJティックだけを可磁性にしたもの。

予々
恨の
吋万
九~\ペ三主

。 フγク 間接支台装;ltのー畿で 岐合耐蚊形宅隙または切線俊形究員隙を通り 鎖倒の探接鼓形主

隙V字形の鈎状のものである。

。 スパー 簡の舌面または臼幽岐合前iこ置かれる金隔の小突起で、レストと同じ役割をもっ。

3) アタッチメント

・ 文台歯に設置される固必部と義樹床につける可燃部により主台向と義幽を連結し 義尚を安定さ

せる@

・ クラスプと比べた喝合の利点欠内

利 市審美性がよい迎和感が少ない、文台歯の負j~が少伝い。

欠 白歯質の切削が必安、製作修理が厳しい.

- フック スノf

オf〆ティック包分のみが育織できる ブリツン全体が可也できる

可織性循111甚置{有床義箇}

1. 111閣の分類と構造
① 同的による義樹の分類

iI 併問義自信
。 I隆終義的を2受精するまでの問、外観守機能などの義向の目的を違成するために一定期間使用する

議自信.

0 即時義樹、治療周義歯 移行義自は曾間義歯になり得る.

2) 即時豊島繍

。 彼自信剛l二、抜歯部位を調整{削除}した模型仁で旋盤を製作し、彼歯したあと直ちtこ装着する義向。

3)治掛川義樹

。 最終経由の製作仁先立ち、岐合治彼.床下粘膜治州などを目的として策精される暫間的な義歯.

4) 移行経由

。 部分床義歯を装着していて残存摘に鋭的の必裂が坐じたとき、 1M倫すると同時に費失部位に人工

簡を追加するなどの改修をfiい抜歯削噛復して緩急明網の製作が完fすそまでの問に使闘す

る義樹。

* アタッチメントの分頬
。 樹冠外アタッチメン卜 歯冠の外にアタ γナメノトが飛び出した構造である.

。 歯冠内アタッチメノト 歯置内部にアタッチメントがある4脅迫で、テレスコープ也これに側
当する.

0 歯桜内 (恨面)アタ γチメノト 侠官如氏後の歯恨上に固定部を設慨したものである.

0 簡恨外 (パー}アタッチメント 支台前と支台衝をパ で連絡した構造をとる.

b 連結子(連結装置}

・ 局mt応策義歯の-111成要素で、左右または前後にある報命床や問筏維持装憐を連結する金属部分のこと。
関 上顎に設計するものパラタルパー、パラタルストラップパラタルプレ ト

・ ド顎に設計するもの リンガルパー リンガルプレ ト、リンガルエプロ〆、外側パ

c 人工自信

d .皇歯床
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!I(穫歯阻適

。 人工陶緋，'1や歯肉形成が~r したものを蝋義歯と いう .

。 蝋義向を患者の口院内に試通し、迎合状態 審美性岐合状態‘義歯床外形線などの点検を行う。

。蝋義愉試適後、レンン重合などの伎 l操作を行い.1建簡が完成する.

コ
』

A
件
コ
』印.揮I~

1 級車印.

- 既製トレーを用いる.

• 7ルジキート印象付やそデリノグコノパウ J ドを用いる.

・ 概形印lItによって製作された模型担を同党削機噌 (スタデイモデル)という.

・ 研究用模理闘を用いて個人トレ を製作する。

2 繍E印象

リペース (i!!t床透}とりライ=ング{車装，釦

1 リペース

・ 現在使用している義歯を使って結膜面の印象得得

を仔い印象ご左埋没するp

・ 人E歯部分だけをそのまま残し、緩衝床部分のみを

新しく する)j法。

- 他人トレーを用いて行う a

岨 モデリノグコンパウンドや殻化亜鉛ユ νノ ル印象村 ンリコーノゴム印象付を用いる0

・ 明帯印象によって製作された縦型を作業刷機盟という. 2 リライニング

領間間保田配録(殴合閉幕)
陶 義歯床粘膜前の不適合部分にレジノなどのほ州材

科を追補する方法四 リライニJグによる..術部分 リペスによる交復節分

。 胃1間関係の記録をチょックパイ卜 という。

0 作業用拠硯から製作した岐合!Iを用いる。

。 上顎に対4る下顎の垂直的 水守主的顎附関係を記録する。

。頼関関係を記録した岐合I，t.;を照いて 作業用線型を唆合時にH婚する。

1 面想殴合平面

主自臨床艶飽治療の涜れ

E察室内田治療の語れ 復工室内町筏工由理れ

検査 E金額町処置
， I'!'!製トレによる眠宅印象揺得 研究周領型の製作

個人トレ+一司製作

信人トレ 1<:よる精密田家渓得 ド{手実用複「の製作
2 

殴合床田副作

'顧問聞係のlei筆
綬合床によるE量 領型E暗+合器付酒

3 {フェイスポウによる記録}

ゴシックアテ錨記 人工歯鋳列歯肉形成

チェックバイト

4 鍋義歯誼適 埋誼量合.削合研磨

5 製自韮沼 口Ii'!'"揖藍 患者指導

経時的観喫 定問検診

. 下顎IU建前の製作に際し完成義簡の峻合平酬を惣定して その平阪とー致ナる蘭を岐合j是 uこ形成する
平面のこと.

- 上顎'"校合鍵を正陶磁では上唇ド縁の高さにして両眼孔聞線に平行となるように‘欄面観においては下緑

均時右鼻聴遜線に平行となるようiこする.

- ヵンペル平耐とほぼ平行な聞係にあ旬、人工嗣排列時の基櫓となる.

2 垂直的頃間間係(殴古高径の決定}

- 岐合商世の決定は形態的方法左機能的Ji法に大i'lできる.
剣 形態的J句法では頒観の特徴や 頭部エックス線規絡写点、胃堤の対向附係などを用いる.

回 槻舵的方法では ト顎安防位と安治位常隙を周いるの法、機ド位や発音時の下顎{立を用いる方法がある固

3 水平的顎間聞係
・ 垂直的要目間関係を決定した後に 上顎に対す る下刻の前後的 情方的問置関係を記録する。

・ 静具を必要としない方法(タγピング法)と、特殊な音器具を必llfとする}j法(ゴy ツクアーず摘記法)がある。

4 フェイスポウ(顔弓)による記録

・ フ4イスポウは、重量車主回目盟国盟ι且主主ι盟旦二且孟飽血血盟量盟主主畳よζE且主主ときに使用される。
・ '/10)]基準但には限禽下点や鼻下点が用いられ 後方携端点には平均的頼頭市が附いられる。

合垂直的顎間関係の記録に活用される情報

- 形態的根拠に基っくもの

-顔貌の特徴 ・飯貌計制 ・，，;歯顎時の写莫

・顎堤の対喧関係 ・使m中の義簡の岐合属候
・ 機能的根拠仁基づ〈もの

-頭部エックス線規絡写巣

E チェックパ!イト}去
校頭恢合位や中心位で F顎を保持させておき、ワックス、酸化根鉛ユージノールベーストなどの記録材を上

下顎仰の校合面聞や岐合床の校合堤間で硬化させ 止下顎附関係を記揖するJi訟である。さらに、下顎前方

位および側方位の岐合関係の記録を味得することにより クリステンセン奥象を利用して顎路傾斜度を測定

し 学制節4零時合器の調節を行立五基を総称してチェックバイト法という.記録材は、繍ocがよ〈硬化後の
変形が少ないもの 使用時に適合性が降躍でき、かつ模週間を雌実に同定できることなどの佐賀が必要である。

. ，顎安静位

・下顎位自慢感覚

-発音防の下顎{立 -鴨下位 -最大校合))

食水平的事問聞係の記量法

・ 轄に器具を必要としない方法

・筋種差吋法 ・タッピング法 ・嶋ド法 ・WalkholT小線利胤法

・頭郎後傾法 ・側頭筋触診法

・ 特殊な器具を必要とするん法

・ゴンツクアテ摘記法 ・チユーイン法 ・FGPテクニツク ・終末燦番法

上弓 開格調E

頼主面~4子切省指淘釘

下弓

切歯"場極
矢状開蹴

下輔が前方運動すると畷蘭川関節腐肉史民
治ってS状に竃幽を温いで前下方に移動する.
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コ』
A
『コ」

コ』
A
『コ』E襲室内自治費震の耳れ 筏工室内の筏工の語れ

後董 E断、前処置
1 既製トレーによる概陣印S農民得 研究用倶型の製作

レ+ーワのペ製イ作ンク→醐断
個人ト

個人トレドよる精曹団象説得 作業用襖型の製作

2 い ペインク司醐 ー種世

唖合床の製作

寝間聞係の配置

3 
唖合床によるE録 襖型の睡+合器付沼

[フェイスポウによる記録)

人工箇遣問 人工歯緋則.歯向車，.

4 鍬義歯医適 支台装置の製作 フレムワク由型作

51?レ ムワク町民適 鍬襲舗完R耳、埋，量、置合研磨

6 繋歯護'、口腔向調重患者鏑導

フ 鰻崎町観束、定期後惨

正常暖合

。I下顎樹列の岐合間係
・ 樹而接触 L顎中切前のYJ縁は下顎中切'JI賓の唇耐lノH 覆い これと筏触する.

・ 岐頭頂と腐の接触 上顎第 大白州近七舌側岐lII1闘はF顎第一Af司歯の巾失寓左後触する。

・ 陰線とilIとの鍍触 上顎第一大白州の近L煩鯛陪淵のニ絢隆線{卓、下刻第一大自由旬の傾而溝とJ妥触する.
0 下問位と岐合依

11司"L喧合位

-ょF顎自白の相対rる腔里見と禽τ斜闘が最大剛織にて篠触し、最も察官に校合する」下街列の位置削除。
・ 通指 習慣性に開閉口した位置 (習慣性峻合位)とー致寸る.

2) 中心位

. 顎頭 関節円板の関係が適切な状出で 附の位併や岐合高t主に関わりなくト顎頭が下顎寓の削 1'.7;

部にある左きの上顎と下顎の位置関係。

:1) 下割安静位

・ 馴郁を直¥J.させ顎の力を抜き安静状惣にレた下顎位。

・ 上下顎の白は接触せず、 2-3mmの安俗位q隙がある。

不正殴古

1 個々の歯の世置異常

①転 白 幽刊弓内の正常な位置から近逮4し

ある川埠棚)舌方向仁位置が変化した状態ら

②傾斜繍の長袖 {歯軸)が正常な位置よ

り角度を変えた状態。

クラウン治S慢の;r.tn
鎗厳

It賓室内の治須田茸れ 後工室内の筏工の茸れ

験蛍‘ E断、治..針種目決定

補嵐田+昌理

(支台策進)

王台歯+車凪 Tek恒.
， 

精密印録証得殴合丘得 作業用機型の製作、唖合器付着

口腔円世週、シェードテイキング竺

〆.，/wax up 埋没蝿適

ご芦ポセレン糊レジン隅

口腔円+民通網礎研磨、合着 ..-

メインテナンス

...緑色
③ 低但 峻合線4こ達しない状態.

④高 由 岐合線を超えた状態。

@~底 歯の長舗を中心l二回転した状線。

@ 移底著l.<位帽を変えた状態。
IJfi樹容.."位傾斜...・6否側転位 高位省近む転位

2 不正殴合の種類 1 1 _::...剖 / 1 ~仏-1.1-ナ-R 1 11 1 "1 
① 上顎前突上下制歯の前後的な位置関係己品二fd.V <:ill心、~二::! J..ばコペJ
の異常で、上顎酬が下胴船り著しくにて""!iL_I..lW行ガヲ刀 附守ζぞ7つ

I I¥、ご-'J低位館「叫ミ二人ム工':/1 }:...二 ←/守l
前方に突出した不正佼合のこと。 11 -、ー」寸「跡弘 |、-r-、-，--1 rr--¥ーーノ11 
岳 下積前突 l下顎前簡の岐合関係が反対に

なっているものa

③ 開股上下顎の歯が数樹にわたって低位で陛合線に途せず ヒドの向の附に'l'隙があるような状態。

@車 生 歯が敏向仁わたり怜側 (領側) 舌側と交互に低位して、隣接簡との接触聞係に乱れが生じてい

るv;態で、前歯侮に多〈みられる。

@ 切儲E受古 上下顎歯列弓の前歯郎が正常なオ;ーパーパイトとオーバーン£ツトをもたず岐頭朕合位にお

いて上下顎前歯が互いiこその切総で接する岐合状態

@過奮殴合 前向節の垂直関係の異常のひとつで、正常被楚を著しく悠えて深〈岐合するものE

⑦ 正中躍開上顎中切幽閉じみられる空院で上初中切歯の逮L転位による. 、

合 印..録得および殴合探得

・ クラウンの納帯印象には悩歯トレ-t個人トレーを使用する方法と、既製トレーによる連合印象法がある.

・ 個人トレー 悩歯トレーは概形印象候型 iで製作する.

・ シリコーン迎合印象では、支台前にスペーサー(:，.--トワ ックス}を慣いてパテタイプで 次印象企行う.

・ スペーサーを取り除き、イノンエクンヨンタイプで二次印級保得を行マ.
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3 不正殴古の分類

① 小正の成因による分銅

. ilI性不正校合 キに樹の傾斜や位置異常が原岡。

・ 骨格性不正校合主仁;!¥骨の形態 位置賢奨需が原因。

・ 機能性不正岐合下顎骨がま静位から恥し腔合位へと閉じていく経路上で 早期緩触や妓頭干渉仁よ

り下顎が偏位し 不正校合となるもの。

舗の移動と組蝿反応
2
4
2
 

。 向に矯正}jが加わると歯綬H実際は王織される鯛と反対側tt:.t:引される聞とヵη有在する (圧下でiilf迫闘のみ、
鍵山で1;t:，$'.iJl側のみ).圧縮される側を圧迫側、牽引される聞を牽引側という.

o U辿盟主且薗盟畳E盟E生虫~牽引闘では歯槽骨のi釧凶官民こL

@ Anglcの不正岐合の分銅

圃 上顎箇列を基準とし 』顎第 大臼摘の位量を正しいむのとじて.ト顎創刊 (第一大白歯)の近遠心

i内校合側係で 3型に分類している。

国 よ政弘主主位互耳j圭孟L主主主どー
A B 

燭Zカによる悔の"動
A:1iのはu力(矢印)が加わるι歯網膜に亙盗欄と海II側が生じる@
8屋迫側では骨吸収牽引備で"骨忌加カ生じて箇の移働が組tきる。

，) ，松 i下繍刑弓がJ正?おな近i玄4し的関係にある木』川交合。

2) 且紋 下胃f信列弓がl顎岱列弓に対し遠Lにあるもの。

H級 l額 I顎前歯が尖111している (口M'11lえをドドヮ).

E級2額 i顎前歯が後過している (正常な鼻呼吸).

:1) 川紋下顎樹刊弓が上顎歯列;=;に対し近心にあるもの。

固定の栂掴

1 顎同固定

・ 回定が移動する歯左同じ顎内に存在する場合をいう.

・ 舌側弧線裳恒の繍助弾線による向の移動がその例である.

2 頭間固定

・ 附定が務動する簡の対顎仁存在する渇合をいう.

・ 多くの場合、上下顎聞に顎附ゴムをmいる。
3 顎外固定

・ 簡や顎骨に矯正}Jを加える場合に その固定を口腔外に求める場合をいう.

・ ヘッドギア }顎前方牽引裳置、ナノキ守 γプなどがその例である。

血多伝善事主主 長長与

4 口腔習密葬

① 母儲吸引書館

・ 乳児期の母指吸ヲ'11は生理的なものであるが、幼児期における心身の提育に作い、::1-4綾頃には且

然に消滅する。 ，

・上駅前歯"惇側傾斜L、前歯部は開肢となる.

・ 口車にぷl'し当てて吸引ずる湯合、傾圧がプL進しよ籾樹刊の狭ゆと交互岐合が性じるe

@昌突出餅 (タ ングスラス ト) 芽舌務

・ 1下前色町の聞に舌尖を突き/.1¥す容で 前附部の回鯛傾斜や田川1)(状態となる。

③吸E都
個 下慢を吸 3ものが多く 、上板前部の唇側傾斜、下型E前歯?の目側傾斜 閥岐などが起こる固

@ 口呼吸

・ ロ呼吸私管では口を開けているため 口給筋の力が舌の力よりも弱〈 、前前節は前突する。

⑤ 岐爪鋤

・ 爪をかむ僚で、 "中厳悶や窓生の原凶と会る。

婿正力の作飼時間

1. I奇観的拡力
・ 次凶調節するまで矯正力が保持される。

爾 ニッケルチタン線、 舌側弧線袈置の補助E単純 コイルスプリ J グ‘エラスティックチェーン

2 断間的芯力

圃 次問削節するまでに矯正}Jは減衰する0

・ 急速拡大裟憎

3 間欠的恕力

・ 使間市に矯正}JがかかるとさとかかりないときがJ;る.

・ アクチバト ル咳合斜面板、ヘッドギア

警七 警~ ?三
吋吋h
q唱。叱

矯正力による婦正蓑置の分四

。矯正l*trtには器織的に矯正力を発掬するものと 筋の機総力を利用する峻能的矯正裳怖がある。

1 器級的矯正装置

ゴムスプリング ワイヤなど

2 機能的矯正装置

切樹斜面桜校合斜面板、岐合挙上仮 アクチパトール、バイオネータ戸、'Jップパノパ 、Frankel~定位

舗の移動油式

渇正カの作用崎m
A情線的"カ 9，踊続的.ヵ C:/:I~鈎&カ1 傾斜移動 僑lEカで陶紬が阪録することで、近進七的傾斜

移動と容舌 {鰍舌)側約傾斜移動とがある.

2. It体移動街全体が平行に移動する。

3 回転 在留納をゆし位向転する。

4 圧下陶舶に治って樹根}j向へ将動ーする。

5. IH 出 向紬に沿ってl禍冠方向仁移動するa
6 トルク 前置郁に号j守的回転}Jを加えて歯釈を主体じ初動

させる。
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置す測点

。 N(サジオン) 易骨前頭総合の最初l点

。 S(セラ) 蝶形骨 トルコ較の置状除髭像の中'(.'.'，'1.
o Or (オルピターレ)'1i右の臥繍骨縁最下/1の中占
o PO (ポリオン) イヤーロ γド陰影像の最 l緑点、骨外耳道の続上級舟

o ANS (前鼻轍) 前鼻磁の優先端点

o ^ (A内):ANSと上顎小切的問歯情突起縁日H先論点の聞のiE中矢状
而よの最深点

。 s(B点) ト顎中切樹附歯槽突起最前先端点と p"， との聞の最深車

o Pog (ポプニオ~) 下顎オトガイ隆起の最突'"点

o Ptm (鍍瓢盟) 翼円蓬術の透過像の昼下点

o PNS (後鼻緒) 後鳥"の最先堵点

o Me (メント μ) オトガイの正中断面像の最ド点

。 Go(グナチオン} 顔面予而左下顎下縁平而が会す角の二等分線と

オトガイ臨起骨緑{象との交白

o Go (ゴニオン) 顎関節頭後縁とト顎角後録部会結んだ線
と下顎下線平耐との交『守

o Ar (アーテイキュラーレ) エックス線写真上の下;fI校後

緑と側頭骨下線との主点

田鎖エックス帽規格写真

。頭榔エックス線規絡写真をトレ スし、頭画監を慈市として簡

や顎のfJi:置関係を計測、分析する.

0 エックス線管 思脅 (01中矢状蘭) フィルムの位量関係が

一定である。

。 中L、線は左右のイヤーロァドを通過L 依点一息管附i距向車は

150 cm，止!..fI"孤締正中からフィルム間距躍は 15cmであり、

拡大'1誌が 1.1怖となる。

霊場平面

o SN字而 sとNを結んだ直線
o FH平而(フランクフルト平樹、限耳干而): OrとPのを

結んだ直線

フィルム
{セJサ}

婦正装置の分割

。可撤式発憤 患者自身で着脱できる繍lB'..:附で床燭II:~会慣や慢能的矯正装置 顎外国Jビ裳置がある因
。同定式2受理E装慨を歯仁接着させるもので 患者向身では務脱できない

セフvロスタ介、 矯正著書の橿賜

1 可知式矯正装置
集.~

① 床矯正装置

a レンノ床を二五体に、拘.官側誘導線で柵成される可lIt式婦正?を置である。

1= - 矯正保(ホ レ 塑)はホーレー型保定1*に弾線を付与した榊迭で側々の鈎の位置を修正できるほか、
スペースリゲ ナーとしても使用される。

岳 町合筆上板

・ 上顎に装荷される装聞で 問j口附に下制的自歯切j縁とほの前方水平郁とが扱触し、前歯が庄下サる。

技婚すると円前部は維関した状態となり その結集日嗣は挺仰する.

③ 唖合斜面仮

・ 下顎を床の前方斜面に沿って近 L移動させ下測の前均成長を促進させる。

踊面平函

2 固定式矯正装置

① 舌側面線装置

. ~内悶定装置の 1 つで、主要節分が~.側に位但し、補助弾線の作用で曲を移動させる。

・ 本線は直径O.9mmの九形ワイヤーで 直径O.5mmの檎助弾線が鎌着されているa

@ マルチプラケット装置(エッジワイ文装置}

・ プラケットを歯に接着させ、ワイヤーの卵性}Jを利JIIして簡を移動させる。

- プラケットの携に丸線や角線を伸入することで、傾斜移動や歯体移動 トルクなどの酬の絡動を行7・
SN平面 @ 加強固定装置 (Nan四の"' ルディングアーチ)

・ 維持慣の近化、修動を防止するための袋置である。

・左右の日向を連結し レジン叔タノを付与して口竃鮎膜に維持を求めるa

・ 混合創刊期では保隙を問的として 永久簡刑期ではエツンワイズ法の加強制定に用いられる。

FH平函

口麓事薗

3 織能的矯正装置

① アクテパトール (FKO)

・ レジン球部と続導線から構成され榊成岐合の明111，)で製作する巴

・ 混合街州期の上板前突 反対校合。公文岐合に適用され、おもに夜間隊眠時に裟着するa

@ ピムラーアダプタ

・ アクチパト ルより色体の節分が少ないため終着中の迎和感が少ない。

・ 額似の装置に Frankel(フレ〆ケル)費量やパイオネーターがある

③ リップパンパ

・ 円鮮の機能圧を利用した矯正後置で、 ト顎第一大円陶にパンドを装着する.

・下居の機能圧が第ー大白歯へ伝わり 下輔第ー大円筒の越し移動が起こる。

下額下級平薗

'" 
計測平面

。 y紬 sとGoを結んだ直線
。顔而平副 NとPooを結んだ直線

o nl1半面 {パラタ"平耐):ANSとPNSを給んだl直線

。佐合干面 上下顎中切副歯切績の中点左上下顎範 大臼歯の校頭陳峻の巾失点とを結んと直線

。 下顎卜縁平副 M，と r~ を結んだ直線

4 上積(側方)鉱大義置

① 急速盛大装置

・ 正中口蓋縫合を障問させることで、上顎幽列けを急速にJ広大させる後置である。
箇 適用年齢は骨代謝と成長~旺盛な '2 歳頃から却黛頃までである.

② 緩宅金広大装置

・ 両町の傾斜移動を主作用として、ゆっくりと鉱大させる。

聞 '1微式拡大味とクワドヘリックスがある.

・ クワトヘリックスは回定簡であるよ願第一大1'1簡の捻較を改1'11.-ながら側h拡大する。
・ 拡大の機序は臼歯部の傾斜移動が毛である。

. 1.見合歯列則から氷久的列矧まで適用される。

セファログラム上での計測点

o .11中に(f.仕方る 11つしかない): N点 ANS、A点、日点、 Poo、G，し Mc.S点 PNS 
。左おにfI:(fする (2つある) p仏 Ar，Go. Or 
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5 顎舛固定装置

① ヘッドギア

・ 顕割lや後頭怖を同定混とし、 I顎骨の前下Ii成Eの抑制 Y .A;t:t耐のitt'lし移動iニ用いる。

周 縁持バンド、チュープ、フェイスドウ、ネックパンドもしくはヘッドキャップからなるe

② 上顎前方牽事瞳置

• t顎骨の劣成長室岡に用いられる装置で、上顎を前方ヘヨT:'JIサることで上， '骨の硝方'"誌を促J住させ

る。

・ オトプfイ怖と同領舗を抵抗左して用いるフェイ"/'ャルマスクタイプとオトガイ糊設置を応用したホー

ム〆タイプがあり、図lt:式の口腔内裟置と口腔外袋置からなる。

・ 乳f位校合矧から永久歯ヲl完成期に用いられる。

@ オトガイ帽装置 (チンキャップ)

舗 へγドキャップを凶定j原として オトプfイ都にあてたチ〆キベツプを後」ヒ11へ牽引L 下顎の成長を

抑制する。

刷 下顎骨の成良発育カ~HJ盛な時期に開始し 、 成長括判fの終了時まで遁HIする。

2
4
2
 

6 口盟冒'瞬時去装置

① タングクリプ

副 首突出艇や母桁吸引癖などの口腔習術除ょに剤いられる。

・ 3を"前に筋憐能療法 (MFT)仁よフて舌やn睦周囲の筋の訓練を行うとより効果が高くなるe
. .tに混合掬列則に胤いる。

プライヤ

1 ワイヤーベンディングプライヤ 線屈曲に使則される.

① ヤングプライヤー

・ 唇銅弧線裳置、舌側弧線装償句床矯正袈置などの主線、弾線、誘導線の属曲に多用される.

・ 先靖の形状は 一方が3段階の太さの円筒形、他)jl:tf!J鎌形である.

②パードピクプライヤー

・ ラウ〆ドワイヤ (丸線)の属胸に使mされω先端の形状はー方が刊銭形、他J与が角錐形になっている。
③ジャラパックプライヤー

・ 0.28 inch以下の細いワイヤーの屈曲に使胤され、ピークの-JJは先端が円錐形でf宇都は角錐司自になっ

ており 内面に3本のi.がある.他方のピークは内輔が平らで、"ドの滑があるa
@ ツイ ドアーチペンディングブライヤー

• l'線を歯列，)の形に閉山させたり、 トルクを{サワしたりするために使仰する。
骨 ツイ ドループペンディングブライヤー

・ レクタンギユラ ワイヤーやラウノドワイヤーに小さなループをつくるプライヤ 。

岳 スリ ジョープライヤ

・ クヲスプなどの急角度の開院に適したプライヤーで -}jの先端は2伎に分かれ、他方のピークが2

枝の聞にはまり込むよヮになっている.

@ ライトワイヤープライヤー

聞 先が細いプヲイヤ で、細いラウンドワイヤ の凶幽やループの付与に用いられる.ベツグプライヤ

ーやン守ラパァクプヲイヤーなどがある.

@ピーソプライヤー

・ 比較的太いワイヤの屈曲にmいる。
2 結致用プライヤー ア チワイヤーをプラケットに結象する

① ハウ (ホ )プライヤー

• HI途は多値多機で、主仁ワイヤーの絡事実、宅線の精脱適合、バンドの適合、ロァクピンの保持に周いる。
圃 ピ ク先端は円形になっており 内耐には滑り止めの細かい携が刻み込まれている。

② リガテャータイイングプライヤー

• III注は多極多絡で、ユミドワイヤーーの結抗、.t線の蔚脱適合パJ ドの迎合ロックピンの保符にmいる0
・ ピーク{よ先端にい〈に従って細〈 なだりかに'UIしている。先端I付則には滑り止めの溝があり 、犯
待部分の両積を大き くしてあるa

3 ワイヤーカツタ 各種ワイヤーを切断する.

① ワイヤー力ツター比較的太いワイヤー(床波憎のクラスプ娘、弱側線舌側線など)の切断に使用する.

@ピンアンドリガチャーカッター ワイヤ カッターを小却にしたもので t 硬いワイヤ 切断には越さない.

4 パンドフ才 ミングプライヤー

。 パンドを幽に合わせるためのプヲイヤー.

5 パンドコンタリングブライヤー

7 顎闇ゴム

寝間ヨム
A:llaゴふ上司前安症例に周い下明
大臼鍋飽かう上司自犬."仁かける.
B:III鑑ゴム.下積前安症例に悶い、上碩
大臼歯.. から下慣大臼・0"こか"る.
c霊・Eゴム.上下自列聞に量直にかlす
て峻舎の緊密仕をはかる.
0，交叉ゴム."叉喰合症例に淘い峻会
置を組えて斜めにかける.

暢劃

D c 

。パノドの形態修正仁使用寸る。

6. 11ンドやポンディング材の撤去に用いるプライヤ」

①バンドリム ピングブライヤー パンドの磁去

① ポンデイング材組去ブライヤ

ア ブライヤー以外町器具

① バンドプツシャ 、11ンドシ タ

。 パノドを歯に合わせるための器具 {パぷドのIL人)

② リガチャーディレクター

o 7 チワイヤーをプラケットにj申入後、結敦線をプラケットウイングに適合するのに 何人凶障な場合に!-!-l'-"られる白
③ アーチフォーミングタレット(アーチフォーマ ) 

0 エッジワイズ装置に使用するI'J線のア ヂワイヤーを作製するためのものである。
岳 プラケットポジショニングゲジ

。 矯正治療でマルチプラケット強置を錠4守する際に、パ〆ド守プラケ γ トの位世が自信州4主体で湖和する
よフに、ぞれぞれの高さを互いに比較し、決定寸るために使川する。
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1鰻6か月

新生児

3か月

6b、月

l歳

2鰻

51貨

2. l!!れ

・ 生後6ヶ月頃から現れる危険を予知する時に生じる感情で‘怒れの対象は年齢とともに変化する.

・ 2歳までは突然発生十る大きな音などの磨覚刺段、暗闇などの視覚剥敵である。

・ 3-5緩までは主として視覚刺激に対して恐怖を抱<.

・ 6歳以院になると想像する事象おばけ、犯などが対象となる

年齢と身体発育の特徴

1 出生前闇 (0;畳精-40週出生)

・ 岳捕後、I')!合の子高樫lこ着床した受精卵は{細胞則 0-2週) その後8週間かけて主要な器宵を分化さ

せていく (除芳朗 2-9週)。 胎芽捌Ii!台盤を通じて倣齢からの彫智を最も畳けやすい時期である.

・ 胎児期 (9-10週)に入ると 体重や身長が急撒にIlIlruL. .t欝な組織や器官の形態的、機能的な成瓢も

急速に進む.

2 新生児期(出生-4週)
・ 11\生直 I~に体或は 200 -2:ラ0.減 ル、するが、7-10日で出生時の1.置に居る。これをさ主甥的体重減少とよぷa
胎使、尿、三手本の駈出など 体外への排出量が附乳による繍給量を [0凶るためである.

3 乳'"矧 (1-12月)

・ 体司氏は'l'後 ，-4ヶ付で出生時の2倍、必1様で3陪となる。

・ 身l'::1J:'七後 ，-1成6ヶ月で11¥生時の L'i倍となる。

・ 国凶は山崎t時において胸闘よ りも大きUゆ'1戒でほぼ同じとなり 脳の重量もIi畿で出生時の2-3情と

なる.

4 即且悶 (1-6餓)

同 体電はlli'魚崎の4情。身長は5歳で"，生時の2倍となる.

圃 2殺で2語文が使えるようにな旬、話せる言実の教も 3緩までにrj筑x):fiになる。
・ 内我の芽生える第一反抗期は3-4歳頃で、白己主眼も強〈なる.

5 学富岡 (6-12煽}
・ 年肉 体置が2-3kg 身長が5-5.5 cm ta加し、比較的安定した成長をZ、す.

身長は9-12成の側、体重は 11-13歳の問、男子よりも女Tの1iが大きくなる.

6 里曹問、 青年期
・ 思春期は友子が/0定頃、リJ一千が L2成頃から始まる。
・ 学童期から思春期への移行は身体的仁第二次性僚として現れる.

-指先でっかむ (9か月)

・管を使つ (3-4歳)

運動織能の発遭

。微細運動
・ ものをつかむ (3か月) ・手を山してつかむ (bか11)

・スプーンを使いコップで飲む(1成6か舟)

・秘結び (6歳)

曾置の発置

。生後5-6ヶ11頃瞬時
o 1 -1歳6ヶH:.1:棋E軒数は20程)j主であるが、l語文を発声するよつになる。
o 2織lI1:it数は*(J2田 ~~に地加し 2詩文、動詞 形磁調も証現するようになる。

。2歳6ヶ1.'止処E奇数は4曲 怖に増加し、過去形 現在形τ 来機形を使うよつになる。
o 3 -4成単語訟は 15岨 精と大幅に地加し 後続出やWJ詞も使えるようになるロ
o 5根 ほ{ま発汗が完成するe 単:5数は2成員}SEに遣する。

-はいはい (8-9か月)

・ー人歩き (15か月}

・スキップ (5-6怠}

-お座り 寝返り (6-7かH)

・一人.>Lち(12か月)

・片足立ら (3歳}

。 都l大運動

・首のすわり (3-4か月)

・っかまり立ち (10か月)

・走る (2歳)

情動の発置

1 情動の分化
・ 生後2-3ヶ月で快ィ、快の情動の分化が現れ.

6 ，伊丹で不快が分化し怒旬、縫忌 恐れが現れる.

• I成では快が分化して得意と愛情が現れ‘

5成で成人と同じ情動の形態となる.

須食・晒下栂能の発達

1 鴫乳量動(眼畷還勉)

n唇探索反射 口の岡困に乳首などが触れると、その方向を追いかけるように額を向ける.
2 術提反射口唇に乳首などが触れると、上下円訴を九〈して〈わえようとする。

3 吸眼反射乳首などが口径に入ると 舌で包み込むようにして吸おヲとする.

4 膜下反射 吸畷によりU佐内に流入した乳汁が民射的に島県下される.

145 

2 岨鴫亜動

・ 生後5ヶ月頃に原始反射が消失するとともに両院乳が始まる。

・ 耀乳朋は4則に分けられ、 1歳 67月を厳乳先 fの日以と場る。
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。 色調は青白色である。

。近途心径は大きく頬舌的に!Ei'されていて 歯置長は短い。

。歯頚偲の侠紛が大きい.

。 校合面の裂講11複穫であるが浅い.

0 乳日簡は歯絞の鍍問!庄が大きい固

。 樹鎚股が大きい。

。 第二象牙置形成量が多い (形成速度が速い)。

。 エナメル賀、象牙置の厚径はともに泳久簡の約 112である.

コ』
A

『コ』事L舗の形般的特徴

3 開下置動
困 乳簡がまだ喰えていない乳児期に必いては 成人とは拠なる鴨下パタ ンを示し 乳児型暁 ドという図

・ 綬乳捌においても舌は l下顎の歯槽堤の問 (顎問主隙}にあり ト棋連動も表情筋と"の運動仁よる.

岡 11様を過ぎると乳児塑格下は消失し、成熟瑚膜下と会る.

E
d
4
p』

12 14 1618か月JO 8 6 4 2 出生

原始E射の祖掴

成閉永久留と比聞した幼若永久箇の特徴

o '"牙貨が薄〈 、歯髄院が大きい。
。小織裂泌が明瞭で、攻耗が少ない。

0 エナメル質の耐蝕性が低〈、フ触の進行が:i!l..、.

0 有機質合有量が多い。

....・・・ 正常宛において反射の現

nる時期
ーー司 己の崎矧までそ¢反射が現

れるのは異常

10 

E 

9 

E 

萌出碕悶

9か月

1勾0か月

l1f-7かM
l年5か月

2年3か月

南出崎閥

6- 7年

7 - 8年
9-11年

11 -12年

11 -12年

6 - 7年

11 -13年

8 

C 

7 

C 

歯櫨

乳中切飽

下 乳筒切陶

乳犬街

頭 慾乳臼筒

第二乳自白

6 

D 

5 

D 

4 

B 

乳姐の萌出晴聞と順序

萌出IIlIlll

10か月

11か月
1年6か月

l年 1か月

2年6か月

2 

A 

繭出時塑-

7- 8if-
8- 9年
11 -12年

10-11年

10-12年

6- 7年

12 -131事

3 

B 

永久歯の園出時期と順序

歯 且1豊
中切組

欄切向

ょ1犬凶
/ lIl-，j、臼簡
明 賀町ニ小目的

第一太自由

第二大自慢

鱒橿

乳中切樹

上 乳飼りj鈎

乳k向
型買 第乳臼約

第二乳白歯

A 

上額

下顎

リ:"'J(型

成度発育のパタ ン
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ロー11"-'12-13'ー14
3 5 7 

7 5 

9 8 

3 

7 

4 

6 

2 

5 4 

2 

3 

6 

2 

6 

2 4 6 8 10 121416 18 20歳

4 

が:J6か11-

肋 2縫~

酌 6虫、

約 7;1.-

約 9)使~

f~ 11 j，l-

約 13綾~

約 lH使~

約21jl-

Hellmanの歯齢

乳院本砺Ihl'Jl

乳由岐合完成前期

乳tIJ峻合完成期

第ー太田{お"よぴ前歯萌JiI凋始期

第一Jに臼歯萌山完了、前歯萌:iI中または主f期

側Jit.何幹交代閥

第二大白I~萌HI悶始期

第二大円樹萌出完了期

第三大目前萌出関佑捌

第二jに臼歯萌JlI完了期

Moro反射 ...・.... ---
起立 (歩行}反射 -・・..... ー司

把握 (00附 in)反射
-・・.. .. 同 司

-・・.. 

8ablnski 反射 伸 展 屈折

何ぴ帥辰射 1 1 1 1 .干 .~..... .......

o Scammonの随器発育曲線によると 身体の成長発育パタ-/は.一針明神純系盟、生傾器塑 '1ノパ系理の

4つに火事Ijされる。

1 一般型

・ 乳児期幼児則前半と恩春期仁急激な成長を布し その附は

緩やかな成長を不し 曲線はS7枚となる.
・ 頭ffi¥と顕備を除〈身体全体の大きさ (身長、体重) 筋骨絡、

呼械器消化器などがこれに属する。

2 神経系型
・ 乳児期幼児期の成長が普Lく、 7歳頃までに成人に'"いレベ

jレに還する.

・ 脳 脊伯、視覚器などの神経系の諸器官や、そ1しりに関係す

るIii¥郁がこの型;属する。

3 生殖器型
・ 10歳頃までは低とんど空化しないが思春期に成長が始ま り、

急激に成人のI~に遣するa

. 11<丸卵巣、チ宮などが属する。

リンバ系型

・ 思春問直前に最大地加を示して最大値に逮し‘以後は減少して成人の怖となる.

・ 胸腺 リンパ節、円蓋扇桃園頭扇綾などが含まれる。
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E 2 
4E 留の萌出順序

乳歯永久歯の形酷

4 2 II自白 未久歯 乳. 永久歯

三当謹耕輔鴫 S~ dG ~明QI自@
iヰ由喜劇輔岨

上胃右側乳中切樹 上覇右個中切歯 上頓右側揖ー乳臼歯 上唖右側範一小臼歯

~~ ~O ~w (g問。
当i繍

下顎右側乳中旬歯 下明右側中切歯 下明右倒簡ー乳自由 下顎右側描 小臼歯

a 0 A 0 自凶@.\『h守~ElADA耐hQ I 般

主望月 上明右倒現倒切由 上置右・個切歯 上顎右側第一大臼歯

~ ~ V 0 釘ぽ~ ðê~ 主調匂 『明朝蜘 下聾右側乳圃切蝿 下事右創価切掴 上司右倒寓ニ乳臼歯 上頃右圃樟二小臼歯

e ~ 89 丙g@~v@ 
司i語調"時 ご欄ト よ顎右側乳犬歯 上顎右側犬歯 下明右欄需ニIL臼歯 下覇右側事二小臼歯

1 由日

~ B B 0 [iJ Q~ 
@ 

ミ耕輔岨欄~ 2' 
下積右個現犬歯 下司右側犬歯 下軍右個第一範白血

-の萌出
{日本小虫歯科牢会 '988)

乳歯U白色.北久歯U赤色で示す
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" 
コ』
A
『コ」 熊箇聞の特徴

。 出生から散初の乳簡が萌闘するまでの時期(IA期 8ヶ月頃まで).

0 顎附空隙が存殺し、舌は直接口容粘膜仁接触している.

乱箇到聞の特徴

o m1りJの乳閣が萌出してから 最初の氷久歯がoi/i出するまでの期附(IC則-llA湖、 8ヶ月-6成頃).

0 歯刊弓長慌 開後が顕著に大きくなる。

1 箇間空聞
・ 乳{拘夕刊捌の樹間空隙には、霊長苧隙と発育士隙の21重鎮がある.

岡 11長生活療は上顎乳欄切J歯左乳犬肉の間(旦J二間)およびト概乳犬仰と第 乳円

歯の附 ((了育問)に存在する。 E面• 11良企知以外のを似を発育空税Jという。
2 第二事し臼歯の匝古関係

• 1:下顎第二乳円筒の遺ιL淘の近逮'L、的位置閥係を夕 、寸ルプレー μという.

+fi:1I'1型が般も多い，

1)率直盟 i下顎第二乳臼歯i室'L'函が垂直な面を形成する。

2) 近L階段M よ顎第二乳臼歯の逮L面に対して r顎の遮也、田が近L世にある.

3) 逮ιし防段捜 上顎第二乳臼歯のj!，(.、面に対して F引の遺七面が遣。L、位にある。

料 以同
垂直髭 近ι暢 段型 遣も幅騒製

理吉歯到期の特徴

。 最初の氷久向が萌附してから、すべての乳舗が脱得するまでの期間

OlCWl-rnB期、6歳-12成頃)。

* ') ウェイスペース
個 札前刊の側方自省群 (C.0， E)の歯冠近遠心幅径の相は、

永久歯列 (3.4.5)の和よ りも大きい。

・ ニの総和の差 [(C+D+E)ー (3叫 +5)Jをリ のzイスペース

という.

- 上顎では 1mm、下領では 3mmである。

・ リーウェイスペースは倒Ji歯群の交換をスム{ズに行うために

利用される.

，c叫ロ+回ー"叫+5)-1)ウェイスペス

150 

2
4
2
 

乳飼う蝕の好発部位

。2i使頃まで 1':国れ切歯唇側面

o 2 -3副賞頃まで 上顎乳切歯院銀耐
o 3綾~ よ下顎乳臼歯岐合面
o 3厳6'伊丹頃~ 上下顎乳臼陶陵4豪雨

小児にみられる口腔験勉鑓の異常と疾患

1 口腔粘膜

① へJレペス(街疹)性口内炎

圃 単純ヘルペλウイルス感染による口内炎で 2-5成の小児に発症する。飛沫感染で静伏期は 1週間0

・ 発熱、調肉の浮腫性炎症と 特徴的な水位が歯肉、U響、丹、鰍粘膜 U蓋粘膜に出現する。

② アフタ性口内炎

圃 原因は不明で、アレルギー ピタ ξン欠乏τ ストレスなど、免疫}Jの低下と も考えられている。

園 口股粘膜iニ直径 1-lOmmの孤立性の小繍穫が発生し、癖痛がある。通常は2返附ほどで治癒するa

③ 麻疹(はしか)

・ 麻疹ウイルス感染症で、全身に発疹が現れる 2-4円前に円的部鈎枯較に周囲が尭赤した白色から灰

白色の小さなE差点{コプリゾク斑}が出現する.

@ 水痘{帯状箔疹水1;;うそう)

・水痘情状権移ウイルスによる感染症である.初感染時の疲状が水痘で、初感染の治癒後、神経節な

どにi野伏したウイルスが再活性化して出現する盆状が信状鑑疹である。

⑤ 工ンテロウイルス感染症

a ヘルパJギーナ(コクサツキ A.塑ウイルス)
・乳幼児期仁春から夏にかけて施行する.

贋発黙と咽頭痛があり 軟口蓋稀に水徳ができる.

b 手足口翁 (コクサ Jキ λ"塑ウイルス)

・ 手掌、足底、口腔粘膜に広徳性琵修が現れる。

2 歯肉

① ペドナアフタ

- 新生児の硬口昔粘膜にでさる外1・何故櫛で 晴乳時の口肢の除圧 附乳阪の乳首が原同で生じるo
(j)萌出庫胞

回 紅白 あるいは水久歯が演出する際、歯証怖を被う l湖憎粘隊部の嚢胞。

・下顎に多く 、怖のJiljtf1により自然治癒サる。

③ 上B1111~集

・ 向の前出前4こ歯槽堤や口蓋i山t，鰍粘膜に臨められる真珠微小腫癌である。

• u董.1中総粘膜lこ認められるものをエプスタイン弘珠といっ.
3 舌の病E
① 巨舌症小舌症

@黒毛舌

@ 地図状舌 原因不明の舞続性病変、 i舞状舌 先天異常で、自立維状はないa

@ りガーフヱデ病 主主血1':J:主孟王盟量豊
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4 生J舌歯髄切断法

・ 炎症が歯冠都歯髄に限局していて 向百部的砲を除去することによって曲線部歯髄を保存する処置。

・納冠郁簡髄を除去した後に 切断簡髄を水際化カルシウム糊剤で被覆するとこで、切断面にデンティンプ

1) Yジを続生させ 歯級傍自信也および幽侠崎両個別組織を正常に保ち、水久歯交換へと導<. 

2
4
2
 

事LIiI冠(既製金属冠)

1 乳歯冠の適応

・ 働置の崩療が著しいもの.

. :w.洞の保持亮鰻 紙抗形態が得られないものa

・ 多術面にう蝕が存在するもの。

闘 う蝕橋忠傾向が高い下顎第乳臼歯。

・保隣授憶の宜台能。

2 乳歯冠の特徴

惨生活働制暗主食の衝式 lm:llIlIl盟国書ヨ
①鎗諸議{島所Kiiltl @:実益隊全・Eの周"一一ーーーーーーー司ー
②ラパータム閥 ⑥醐曲Q)1Ii.:a- .h-D-r-醐帥剣
③息衛手術野の情楊企諸君'Q)箇盟問清掃と止血 v ι4量L〆セメント仮封
個個刊の融 @師 、fi!f柑帥ルシ

、 防グ可 ウム刷嗣

肉料引'1//:0川 崎ι《品歯..醐11//、込1・..I//，〆¥込・底的成功.
IUI ¥¥¥¥ 1<1 ¥¥¥¥ 遁周鑓闘
~ 叫 w ~ tI... 
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- 附貨の切削量は少ない。

回 即11処慨できる匂

圃帯奨性が悪い。

・ 前閣ではクラウンフォームを使用するa

3 術式

1) 歯冠形成

田乳歯則既製証の選択

3) 附の金冠パサミとゴードノのプライ苛 ーによる乳歯周既製泌の調書E

4)乳胸用既製冠の試適

5) カーポランダムポイントとンリコ ンポイントによる乳曲目111'"製置の研邸

6)セメント合場余剰セメ μ トの除去

水殴ftカルシウム益 FC盗

高い

実値除去僅腔の周鑑 冠部歯闘の献金(切断)と
箇陸の漉it， 

E置 lk州 ホルモクレゾールを
I~，\\ ，臥した4嶋"

f¥ 成形交繍剣

"~ノセメJト傷封

.. 11+顎 IFC酬

5 飯I!i圭

・ 炎症が街恨部歯慣にまで披及した症例に対して行う.

6 感染観智治療

・ 感染恨管治機は 歯値の病変が侭尖舗あるいは線分岐部の岡聞に波及したものに対L、仮管内を慢被的、

化学的に消掃 消毒し、先嘆することによ って病巣の的僚を I~ろうとするものである。

乳歯の館内繍，去

1 乳箇歯周炎の特徴

・ 自信鎚炎がすみやかに樹制組織に波及守る@

・ 協床的同覚症状が不明瞭である。

・歯髄息肉が多い。

2 事LIiI歯髄の坦置

①歯匝師静，去 キャンプオフェニツク パラモノクロロフエノ ルカンフルなどの薬剤で鎮静化し、副復さ

せる.

②直援覆髄造、 r~鑓覆極活 露出 した象芳賀を水酸化カルンウム製剤で被い 歯髄を保護するe

幼若永久聞の歯円療法

1 歯髄保存療法

・ 札樹の凶内療法に準ずる。
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2 直後置髄法間接壇髄去

・ 乳簡の歯内療法に準ずる.

3 生活歯値切断法

- 乳樹および幼若iK久嗣に適応する.

額随綱(黒}とセメ〆ト裏贋(赤}
. ，生活働値切断法仁よって、簡俣歯髄を生活状態にして残し、前般を完成させる {アペキソゲ不 y スル

・ FC法や失括的髄切断法は禁忌である.

3 園間的開銀理鶴 (IPC)法
・ 深{f性う蝕があって つ蝕象うす質を完全に除去すると震髄の恐れがある縦例に対して行う。

・ 軟化象牙貿を一層残存させ、水酸化カルンウム製剤を貼付することで修復象牙貿の形成を促ヲ。

・ ー定置の修復象牙買の形成を確認後、再度う蝕銀牙質を完全に除去する。

4 鍍箇活

・ 水俊化カルンウム製剤を用いて似尖徳に償組織形成を促す (アペキ y フイケーンヨノ}。

・ 侠尖郁の街宣責を 部残すことができれば‘働縦形成金期待できる {アペキソゲネ ンス).
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母子分鰻を基本とするが、低年齢児は係員襲名を同伴させる.

治療計酬や準備を尉到仁行い、できるだけ担時間で終了させる.

治療の時間帯も幼児期までは体酬のよい'1前中に行うことが望ましい.

。。。

固定式保闘富豪置

1 クラウンループ (バンドル←プ}

・ IlA-IllA賜で、おもに片岡D欠損に適応するが、 IIIAでは片側E欠摘にも趨応。

2 ディスタルシュ

系統的脱感作法

① Tell Show 00 (TSD) i:去

. :6'して 見せて、行うという手順で、段階的に恐怖を克服させるe

(j)モデリング去

圃 他人の治療風景を見せるニとで 不安感や恐怖tをなくす (検倣学習)。

オペラント奈件づけ;去

① トクンエコノミ法

・ 忠児が翠ましい態度を取った際に、 ご褒美として正の強化目下を与える。

@ レスポンスコスト活

・ 思児が非脇力となった際 ト クンを取り上げる (負の強化因子).

③ タイムアウト法

圃 問題行動があった場合 一定時間その場かb対象者を引き線すもの.

・ 行動変容法のlつだが、抑制法的一両もある。

行動眠圭

2 

• 11 A期のビ夕、鋼、6未萌出仁適応.
・ 2有ー大白歯萌出時の近心移動を防止し 第二小日歯の前111スペースを確保する.

事:計府軒恒
一帯
リンガルアーチ、 Nanceのホ ルディングアーチ

聞 ITIA-llls捌の1歯から多数歯欠制に適泌。

・ リノプ'fiレア チは F顎乳臼歯が欠鎖しており、第 大白幽と氷久4切慣がすでに萌出している場合に適応e

• Nanceのホールデイングア チは上顎乳円筒欠摘で L:s第 大円歯が萌備している混合仁適応。

3 

抑制的対凪"

1 ハンドオーバーマウス (HOM)活

・ 興嘗して泣き叫ぶ愈児の口をふさいで、泣き声がIHないようにした状態で説得する0

・ 意思の疎通のはかれない低今齢児には趨応にならない.

2 身体的抑制送

・ t恩の疎通のはかれない低年齢児や陣容児、緊急治療の必提性がある不協力児に適応、
・ 低年齢兇では、保護祈や介助おの予による抑制やパスタオルを使用する.

E それ以外の方法として、抑制見 (レスト レ サ山)が用いられる。

・ 術qlの事故を防止するために防l口務を111mする。

.締""鍾u，

パラタルポタ0.-(レ:;~)

主績(.，加-，

ø ~書留{温首!I'

可鰍式保聞袋置

。I1A-IIlA矧の多数歯欠鍋に適応。
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3緩以上

恐怖心強い 非情力児

x
o

。。。

。

。
。

31霞未満

x

x

x

x

。。

母子分自2

TSD;:去

HOM;:去

タイムアウト港

前控車去

主身麻E李
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舌の異常

1 巨舌症

ロ昔話(発音)障害、摂食障害、呼吸隊第 下顎前炎症をきたすことがある。

ロ 置のリンパ符願や血管腐などの棟割傷、ダウン症候僻にみられる.

2 小舌症

ロ冒掛(発音)隊書、然食障害や暖ド障害をきたすことがある.

3. 商状舌

[J I~背都に多数の溝あるいは般のある状態で 眼目は不明である.'"状がなければ治療は行わない。
4 正中震陪舌炎

口 百背郁のiE巾に柏円形または菱形の赤色i涯としてみられるもので 原因は不明である。

5 平滑舌

口 内背怖が平滑となり赤色で光耐を'.1L、灼敏感を伴うa

口 出;乳顕婆縮、 ピタミン B欠王、欽欠乏性貧血、悲位tt血などにみられる。

回 収附が明らかなものは治療により己支持するが蝋治性のものは対症療法を行う。

6 黒毛舌

ロ ;r;背中央部が恩色、孫褐色、緑色などを呈する疾皿で 黒色または褐色を呈するものを黒毛舌というa

臼 fi'l胸刊や岡管皮質ステロイドJi.の会延期使別により、円腕内の円肢網開貨が変化 (国公代現象)して生じる。

口唇副・ロ董副

1 尭生頻庫

ロ 1lI'f.児反)()-“)()人に l人の割合で発'"し、先天性体袋若手形の中ではilH高い.

ロ 唇裂単独が35% 唇顎口蓋裂45%、口蓋裂単独は20"である。

ロ唇裂単独は京鯛が右側より多〈 唇顎口蓋裂は男性に多〈、u..裂'1l!l<は女性に多い。
2. i台積
① 口唇裂一次手術

ロ生後3-4ヶ月頃に行われることが多い巴
ロ 南側口科裂の場合は生後3->¥ヶ月頃に両側同時に形成術を行う'j合と、 e 側を生後3-4ヶ月司自に

行い、匝対側を生後5-7ヶ月頃に行つ場合がある。

@ 口菌製一次手術

D 生後 1，俊6ヶ阿頃にU磁裂 次ず術(口宣伝形成術)が行われることが多L、
ロ生後叫期にr術を行うと、手術佼襲によってよ制骨の成長発育が抑制されてしまう胆
。 上顎骨の成長発育と正常昔話獲得の両方の目的を達成するため、Ii歳6ヶ月頃に軟円蓋形成術を行い

4綾6ヶ丹-6歳頃に軟円蓋を形成する 段階円蓋形成術が多く行われる。この場合、吸匝力を改持し

よりよい顎発育を促すため仁左左後まもなくから 1I0t1.Jふを技泌する.

口睦鮎岨の異常

1. 7才ダイス斑

ロ 鮎膜下に粟栓大の帝賞色の小煩粒の集まり (拠所性皮脂線)として鎖粘膜に多くみられるもので、男性に多い。

ロ 門覚佐状はなく 治療の必要はない.

2 上皮寓謙

ロ乳歯萌81前の傾倒前僧袋上または歯柵頂にみられ、直径 1-5 mmの硬い白色縁状物である。

ロ礼児の成長に伴って消失するので 治療の必要はない。

3 工プスタイン真珠

ロ乳幼児の円蓋正中線上にみられる小結節で成長とともに消失するので、治療の.~.jさはない.

@ 噴副都.移11手衝
o 8-叩級頃に額裂怖に骨移植が行われ、形のよい柄欄雛をつくるとともに 樹を移植骨内へ移動して

術列を藍える.

4 書簡訓練
。 ロiIi裂首柿の特僚は、鼻咽腔禍鎖不全による母音の聞鼻声および子音のlliみと鼻咽腔閉鎖不全による

子音の興常構11'で、面話聴覚士iこよる昔話訓練が行われる。

5 そのほかの治療
o 1格嗣開閉鎖不全によって言詑治僚のみでは正常な構管が獲得できないときは、 スピ イょイドの笈着

や剛孤弁移紘新が行われる。

小稽の異常

1 舌小綿異僧

ロ 舌小怖が舌先gt;および歯禍頂付近に付着することじよって、青の運動が制限され 舌を前方仁出そうとす

ると目;が二分される(舌小f晴着症 舌小、m短縮品舌強lt!:tiJo
ロ 附乳児では哨乳困難が起こり、小児では省諮 (発音)陣容が生じる.

2 上唇小楕輿鰭
ロ 上層小備が樹槽1li近〈に付許して切箇乳頭銘に遺する場合、 U!小帯の躍動崎筈や t顎左右中切歯問の厳

闘が生じる.

3 矧小手特異常

ロ 傾小帯に異常があると 付近の向は歯附疾思に橿思し守すくなる。

o 陶がない場合は義歯床緑の延長が困難になり、殺舗の不'ム定化をきたす.

結唖の襲舗を主徴とする疾患

1 ハンタ舌炎

ロ 悪性貧血 (恒亦芽球性貧血)の円腔耕状である。

口 汚fLl現の萎織が著明で:;P:i骨舌となり、これをハンター円炎という"
ロ 荷の灼熱感興常感覚、味覚奨l舶を認める.

ロ治療はどタミ;，..BI2製剤、業鍛鉄剤、ピタミン出ピタミム〆cを投与するB

2 プランマー ヴィンソン症候群

ロ R欠乏M貧向のU燈症状で‘荷乳E買が萎縮して予滑舌となる。産状はハンタ 舌炎と同じである.
ロ円肢症状以外にスプー/爪降ド間使 などを認める.

ロ 鉄欠乏性貧血は小球性低色素性貧血で女性に多い

ロI!!t&爆を主僧とする疾患

1 シエグレン症候群

ロ 日鴨乾燥 (ドライマウス).Mの乾燥 (ドライアイ}を主痕状とし ω 慢性別節リウマチ、全身怜エリテマ

ト デス (SLE)などの全身病変を発症する。

ロ 時械腺やi涙腺な在。の外分泌腺がリンパ疎浸潤を伴って特異的に陣取得される自己免疫疾患で、 50成以降の
女性に多い。

2 薬剤性口盟取を畑

ロ 降圧刷IJIA<薬抗ヒスタミ/薬、 I"J精神薬抗術剤、抗パ日キム〆ソ J病必などを服用している人にみられる.
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!litに発生する園田

1 歯原性置阻

① I!!I根a固
ロ ， ;-.lr，物 歯髄夫i歯幽の慢性候尖性歯周炎"引き続いて起こりうる疾患で、桜うたに連続してできる。

②含箇性麗胞唖血性歯車胞}

ロ 10成-20成t<こ多〈みられ鮮発部位は u顕丈鋼部、智歯:1¥下顎は小u胸部、および智歯郁である。
ロ エックス線写兵上では旦声簡を会心単胞性の勝騨附[雌な諸説地を毘める。

ロ 治療は原因歯を含めて摘出する。

2 非歯原性11胞
①縄ロ置管碩胞

ロ 鼻口強管(切1前官)の上位遺残に山米する嚢胞でJ>，る。

ロ匝翁宜を発現する主身疾患と主恕症状

1 箇および頭骨に症状を発現する疾患

口 先天梅毒 (ハッチンソンの歯)

ロ ダウン症候群 (高口蓋 U蓋裂 J顎製成長で相対的ド顎倒突}

ロ ピエルロパン症候群 (小下顎盆舌拠沈ト円必裂]

ロ 鎖骨頭蓋異形成I;E(過剰製伏歯 乳自信晩期残存 永久前萌出遅延 仁顎裂成長で相対的下顎前突)

2 口唖粘凪且1受腺に症状を発現するR哩

。 単純他疹、帯状箱疹ヘルパンギーナ 干且口病 (水死E形成)
ロ麻修 (コプリック斑)

口大勉癒額王jQ街(水泡形成、 ぴらん形成)

ロ ペーチL ツト病(慢性再発性アフタ)

ロ八IDS(口勝カノジダ症)

。 欽欠乏性貧血 (プラ/マー ヴィンソノ症候e"平滑品、膜下服審}
ロ忠悦貧 ~. (ハノター舌炎平滑舌)

ロ r'.生不良性貧血 (円際/1'，血)
ロ / Lーグレン長候群 (U腔乾燥)

ロ 向血病 (踊肉iJからの舞力性出血歯肉腫媛、前肉J.;I;!死)

U エックス線写真上むは VJ歯管相当古11に円形または矧円形の透過惚を認める.

a術後性上顎破胞
ロ 副鼻膜炎の手術(上顎洞根治術)の術後、数年~数十年経てから出血する嚢胞である。

③ 単純性骨11胞
o 多くの場合外侮との関連が向く そのため併発御位は下顎に多い。口

取組踊に発生する蛋胞

1 帖渡蛋胞

① 粘液循

-1.-" .}，-，.llJl 航 ，~~五

.111と，.
o 組織を構成する細胞が、何らかの原肉によって自律性に無制限に分裂 It!.貸し、異常tこ過剰に槽大するもの。

ロ 外傷などによる口腔内d唾漉腺の掩出障害に伴い、結務の肘伺により生じる。

U 鮮発都位は下容の正中と口角の聞に多い。

ロ 舌尖都付近の丹下面にできたものをプラノグ〆ヌー J電話胞 (前舌腺量胞)という。

① ガマ圏
良性揖宿と翠住居11

。且性順織は肉律性仁精殖するが転修守ることはないa

o :1r:ruニf主性腫鳴を痛腫といい .'lf，十字'"度行腫偽金:肉~.という .

ロ ，.下線および舌ト腺からの唾液のikH\ p;t~与により引き起こされる。

ロ唾械の貯閣 する部位の遣いによって顎 トmと舌下型がある。
ロ 苫の挙上構音障害、格下障害 銅板j)!1術などの症状が現れる。

2 そのほかの温度胞

① 胡表皮麗胞、闇皮翼胞

口議胞壁が重層扇可F上皮にて実装されたもので裂胞憎が宜層扇平上皮のみから会るものを類表皮嚢胞、

皮脂腺や毛嚢などの皮膚付属器官を伴うものを敷皮誕胞という。

圃寓掴削疾患

1 エプーリス

巴邸主h肱匝して発生した良性の極抱状刷殖物。
2 義歯性線総慢、義歯性線維症、フラピーガム

。 不適合な義歯の慢性外傷性刺殺により、後嗣床繰に床下粘膜に生じる線維性総合組織の増殖恨変化a

3 骨癒伎olおよび外傷!fE(下顎隆起、口釜隆起)

ロ 成換した骨の反比、性増殖または発育拠常である.

a I・歯相自慢胞
ロ 飯裂性重量胞のー極で、鼻艇付近とそこに相当する骨面との聞の軟組織に発生する妥胞である.

③ 甲状舌篭覆胞(正中頭要胞)

ロ 通常胎生 10週頃仁消失する叩上舌管の残存が原因で生じる.

@ 側頭覆胞

ロ lIt;生期の甥可に起因する.

発育位置胞

乳衡の歯肉褒砲 Epstein 真珠 l 含館性嚢聡 (if飽性歯嚢随} 萌出嚢胞、側方位歯周嚢駐、
白原位置胞 l

成人の樹肉嚢胞.腺鎗歯原性重砲

顎骨内に発生するもの
11口盆智嚢胞.術後性上顎嚢砲、単純性骨嚢砲、 脈福
住脅費胞、帰止性骨空洞 ' 

績皮漫胞 額支度寝胞、リンパよ皮健室胞、甥遜胞.

rpt，は丹管漢総.給権縫胞
軟組織に発生するもの

炎寵位置胞

f崎被費胞歯周鑑胞

158 

『

C
A
2
d』

159 



『

t
A『戸』 1 急性化皿住睡渡腺炎

ロ 剛健漉分泌が低下することによって.U鞍常在蘭が時液駿導官から侵入し、化属性唾液腺炎となる.

ロ時液腺の圧迫によって開口部から緋膿がみられる。

骨折の分類

? 彼檀軟組後の鍋舗による分頭

①単純骨折骨折部が外界と交通しない骨折.

2 慢性睡濠腺炎
ロ 慢性割下腺炎が長期間継続場る左、唾被験が硬化した極限となり、ニれを会込 アトサー腫需という固

@復総.折 妓覆軟組織に倒傷があり 骨術部が外界と主泊する骨折。

2 骨折の状態による分額

3 ウイルス性唾濠腺炎
。 液lT世~.下線炎はムノプスウ イ ルス による伝染性侠思である.

① 不完全骨折 骨折舗の分権が不完全で、 ~tíが進級している骨折 {若本骨折)。
@ 売主骨折 骨折郁{立が完全に尾新されている.

4 唖石症

ロ 時液腺精管の巾に結石が形成される疾患で顎下腺部に多く発生オる.

ロ時訂症の特微的会症状は食事時の唾仙術iであるa

口 時石の存在は殴合法 ハノヲマエックス線写共によって献飽きれる.

3 骨折外力の銀用部世による分類

① 直遺骨折 外ノりが直按作用した部位に佐じた骨折.

(j)介運骨折外}Jが直1&作用した郁位以外に生じた骨折。

顎 口腔古賀織の骨折

1 歯纏骨骨折

ロ 歯嫡骨骨折は上顎前歯部に多く 院院の銅傷{打傷脱白、破lij)と合併することが多い。
5. 01，軍隊圃渇

①多形腺腫

ロ 令同毒液腺贋磁の約曲%を占める最も頻度の高い良性麟衝で、耳下腺が最も多い.

②ワルチン彊苅

ロ 」ミ仁耳下腺に発性する良性の略液腺腫蕩である.

ロ リンパ組織と腺上皮からなる腫調節で.腺上皮は獲胞状の腺腔構造を形成する.

@軸表皮癌

ロ 納波産生細胞と扇干上皮細岨の増殖を特徴とするE性の唾治験刷場である.

@復縁膏胞癌

ロ 上皮細胞が胞巣を形成し、胞巣中に多敏の小監がみられ筒状を呈する悪性緩衝である.

ロ 小峰漉腺に多く発生する.

2 上顎骨骨銃

口 i顎骨骨折は頬骨など隣接骨の彼合骨折を伴うことが多〈、簡補突起基底部が最も多い。

ロ 症荻顔面や口腔粘膜の裂傷出血腫版、体術、簡の打線破祈脱円、校合異常鼻白血、鼻聞など.

合 同 Fort回分割

Le Fort 1型骨折

上積骨休館を検切る水平骨折.

Lc Fon 11署捜骨折

両側の 1.顎骨側墜から限言者下緑、内盤 鼻骨を結ぶピラミ ζ_Le Fort 11M 
.le Fort四書
簡槽骨.折ツド理骨折.

Le Fort m埋骨折

日j側の頬骨 阪商、 鼻骨を検定する骨折。

阪市と頭蓋の骨性連絡が絶たれた状態。
Le Fωtによるよ顎骨をや心としたゆ顔面陶骨折分嫡

3 下頃骨骨折

口顎顔面骨折の約 2/3を占め、 下領骨骨折はオトガイ部、下

制角郁関節突起部に多い。

ロ 下顎骨骨折で特徴的なことは骨折片の偏位で、これWill暢筋

鮮や附円筋鮮の牽11によるa

ロ fよ 4た

顔面や口腔粘膜の裂傷隣眠、終術、簡の破折艇白、校合異常‘

iIl縫味覚知覚異常.

骨片の異常可動性 (骨片呼吸入

下顎角館 下贋体.. "トガイ鋪
24.5% 16私22'誌

4 頬骨鯨骨弓骨針

ロ 頬骨および傾廿弓への直逮外力により陥没骨折を起こすことが多〈、陥没縮に筋突起が衝突して闘n障害
を生じる。
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1 三里神経痛
ロ三又神鮮の支配領峻に起こる発作性の

復衡で、 40歳以 iの中高年に多くみ

られ、 k性に多い。
ロ 衡みは片側性に発生し、正中を位えて

対側へ広がることは&ぃ。

ロ 服向上孔版蹴下孔、オトプfイ孔で圧

衡かみられる か、レ のl士衛点}。

口 円 I~. ;iI.¥oii府 鼻翼、口容、補肉仁は術みを誘発する鰍{立が多く これをバトリ ァクの発痛手管という a
ロ 三;え神絞痛の治療は カルハマゼヒJを則いた薬物練法ヤ局所原車内11おやアルコールを周いた神経プロック

が行われる。

局所麻酔去

1 表面廊齢法

ロ スケーリノグ部位や注射針の刺入部位の麻僻のほか、嗣吐耳射の強い患者に対する印象探得や、臼歯織の

デンタルエックス線撮彫などの際に闘いられる。
経

銀

座

経

緬
w

潜

行

泊

円

上

下

山

門

宮

高

H

値

観

占

有識
上

下

が

鴎

紹

a
F

眼

眼

方

2 理潤廓酔法

。 般もー般的な局所再来降法であり 向鑓処償 術開治線、依自信などに広<mいられる。
ロ 粘膜下麻酔 傍骨線麻酔、骨膜下瓜砕.歯II!般向似酔、自信髄柱内麻闘争などがあるa

2 舌咽神経痛
ロ 何i拠係、制桃の問削または軟口蓋あたりから発生し ~のHへと拡散する .

3 信連JJU争

ロ 局所麻酌薬を組織深郁の神経幹に作州させることでy その神経幹の支配領峻の麻静効果が発御される.

口 よ顎神経の支配領波に対Lては眼前下孔、よ頼結節、大口置孔 ~)歯孔の伝達瓜酔が行われる。

ロ ト顎神経の支配領波に対しては 下顎孔およびオトガイ孔の伝逮麻併が行われる。

ロ rlm孔伝達麻酔では 下歯柵神経支配領峻である同州のi何の自信髄、歯根膜 小田両よ り後方の舌側前糟骨
と樹肉、 前向部自白槽骨と歯肉 口轡粘膜、円唇皮膚、苫神経主配鎖波である同聞の百riil}J2I3の粘膜 凶

腔底粘膜が麻酔される。3 顔面神経麻簿
ロ敵而樽絞の支配する筋の運動麻搾を牛じる.

ロ 未術性頗耐i神経麻縛では額の簸形成不全麻禅性兎似(ベル板状)、奥唇鴻消失、口角下垂などがみられる.

ロ 治州法は 中佐性鼠面神経麻符では版図となった頭蓋内侠患の治般を行う.

ロ 末桁性鰍面神経麻樟では剛干子皮質ホルモンヲ匹、ピタミン B飯合蕪の役ラを行ヮ。

* Ramsay Hunt症候欝
，'iHkf~Uj=ウイルス仁よる感染が顔面神経巡動線維にi混在して生じる症候停で、末梢性顔面神経麻詩、建

徳めまい耳鴎りなどが発生する。

居所麻酔車

。 局所麻静薬は化学情造からエステル重量とアミド盟に分けられる.

0 エステル!I!はアレルギ一反応を起ニしやすい。

。 局所総酢薬の効果は、炎症部位で滅閲する。

工ステル重量

工コカイン

2プロカイン

1テトラカイ J

アミド型

"リドカイ J

?プロピトカイン

Eメピパカイン
'~プピパカイノ

基ロピパカイン

宣ジプカイン

朋管収鎗薬

4 舌下縛経麻簿

ロ ー般的に片側性の麻禽として現れ、丙を前方に突出させると舌尖締が麻縛鯛へ悩位する包

ロ 治僚はピタミン B複合撃の投与が行われる。

。 自信科刷局所麻僻撃には、 アドレ r'Jンや7 .1.'Jプレン〆が血管収

縮難として添加されている。

*血管収鎗薬草加の目的

+ 局所麻酔薬の対'1¥宗治強 作用持続時間の延説、出血i訟の減少、体j野"，現純化、同所麻酔粂中毒の予防

5 オ ラルジスキネジア
ロ 円や口併を栴雌識下(不随意)Iこ動かし説ける状態で 門をもぐも〈と間断なく動かす。

口 高附 .~に多くみ切れる材態で 粉神疾息の治療を長期に渡って受けている患者や、パーキノ ゾン病など錐

体外時系疾.';tI，の患者にみられる。

局所麻fI闘の局所的偶発症

。刺入q-.~tiのt質調節 i良死

o !rt ~ 
。 下顎孔伝達麻酔後の閉口障害

。 内出血

。 キューンの貧血情

。浸潤麻酔後の口唇や傾粘膜岐傷

。法射針の磁祈速入

o J受麻事態、知覚障害、顔面神経麻縛
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』 眼入舗静，去

1 恒周濠物と控与方，去

ロ 却 ー却 .. の原酸化窒棄 (N，由 美気)を敵司憶に混合して 鼻マスクを介して般入させる。

2 策車症

ロ 妊娠初期の患者句会〈非協力的な慰E 鼻聞のある忠折、中耳炎の思考.

3 ポンぺ
口県酸化車禁ボンベ上半分が青色、下半分が灰色の2色

ロ際務ボンベ全体が黒色

4 至適餓静状態の判定

• nf吸循療は在怜Jである。 ・瞬きが減少L 逮くを見る表情指不に従い開U保持は臼力 で可能。

・恐怖心が消失し、議ち着いた気分で多幸感を自立する}・身体全体が峻か〈 、T討に浮いた感じo

"腕内鍋静，去

1 使用菰物

ロ ベンゾジアゼピン誘場体のミダプラム、ンアゼパム、フルニトラゼパムや プロポフォール、チオベノタ

ルなどが使附される.

2 適応軍と察車症

ロ適応盆

-強い捌静効呆を期待する場合

有する想、者

-強い曜吐IiWの患者 -強い筋緊張や不随意運動を

-過換気候候群態省 -てんかん忠お

。務忌l~

-妊娠初期の患者 -金〈非焔hf't!Jな血者

-急性狭隅角輯内隙、重症筋舞JJ症 (ペンゾジアゼピン;.1"体}

-卵アレルギ 大旦Tレルギ (プロポフ語ール)

3 至適掴静状態の判定

-呼吸循環は正常である巴 -不安感 緊'*感ヵ丹向失する。 -品t粧が同勺ない。

-眠気があ句、中等IJtの限験下垂 (Vcrrillのサイン)がみられる四

ラ二三¥ /一¥ /ー~¥
ι-L.ρ 〈 空p =コブ

室温館"状.

吸入麻齢

。 吸入麻齢離と敵ヨ僚とのif!合ガスを患者』こ吸入させ‘全身麻酔を維持する方法である。

。常渇常圧で気体のガス麻酔薬 (事際化窒素 o色気))と液体の附発性麻僻業 (セボフルラン、イソプルラン、
ハロタン)に分けられる.

静脈麻BI

。 静脈向麻酔離によって令身麻齢を維持する方法である.

。帥腺内麻俳集には.チオペンタ ル、ケタミン、 プロポフ f ルなどがある.
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歯師ヰ，台書館闘の全身的偶発症

1 血管迷走神経E射(神経性ショック)

ロ 板状

思寒 1じい めまい、脱jヲ感 同 怪卜 向、iii汀.順吐、 出レミル低十

ロ 原因

樹将iHfJJに対する不安、恋村』 向終的僚時の術み刺滋
ロ 治策対処

本1'1リ、酸主吸入、 下I(日5土、保温輸i官、昇圧剤役ワ

2 週換気症候務

ロ 呼吸数と換気最が地加し、 血中の炭酸ガス盆が減少してU"!，吸伎7ルカ fJ-'lスとなった，tK..I.if:o

ロ 4盃才人

呼吸閃f、f".J.t!.のしびれ めま い 、 不安、 明l官、1II!根 川肢の ~_4ìltl性砲筆、 助崖仰の手
口治療対処

。ごら量 、日干気再"入、ベノプノアゼピノ系礎物の静脈注射

3 限飲および額略

ロ 誤飲飲むべきではないものを飲むこと.拠物は食畳、または閣に存雀する。

ロ 誤聴飲み込み慣ねること.異物は喉煩から気晋.気符支に存花する.

ロ誤飲の治機 ほとんどの場合、異物は使とともに併構される.

ロ 誤轄の治療異物はすべて摘出しなければならない

-;.次教命処置

1 一次教命処置と救命の連鎖

ロ 器具を用いない気遣確保人工呼吸胸骨圧迫 (.t:肺野牛 CP町、自動体外式除網動器 (AED)使用、

盟也にx.tする気遣異物像Lを緯称して一次は4処断 (sLS)という.

ロ 也、肺停止思青または七断1停止が切迫している盟哲で"、

① .L停止の予防

@ 早期認識と通報

③一次救命処置 (CPRとAED)

④ ー次救命処置 (ACLS)と，(..1台ilJIJIJ後の集中治療

がドl滑に実施されていくことが重裂である (伐命の川飢)。

事故防止初期..，文仁気づき 110番通銀とAEOの"舗心筋."主と電気yヨツタ 二次舞命処置と

む騎再開後の'島中治信
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2 成人および小兜に対する 次救命処置の手順

①Is術省を発見したとき

Il Jj比;のS書官

2)匠泌がない場合‘成人と思春期以降の小児では「まず通報j、近くに人がいれば救急車や AEDの要泊。

小児の場合、原則は 「まずCPRJし その後に通報。

② 呼吸の確認

ロ 十分な呼吸があれば、傷病者を回復体位にLて観察。

@ 胸骨IJO迫

ロu:迫都{立は胸骨の正中線上で左右の乳頭聞を結んだ交点。

口 町を伸ばして体重をかけるように、 i分間い 100lillのペースで胸郭を圧迫。

o lt迫の強さは成人で腕郭が4-5 cm沈む程度.

ロ 胸骨民迫と人工呼吸との比は成人で.10:2，小見では救助名がi人のときは30:2，2人のときは15:20 

ロ 5サイクルごとに循環の硲認

AIl---EEE
・'a'・・・・
1
-
1
4
t
i
l
i
-
-
4

・Il
l
i
-
-
g
d

@ 気週磁保 (airway)

口頭侃後同法と顎先挙上法の{持肘が基本である.

口 外傷などで頭椎慣悔の可能性がある場合には下顎挙上法を用いる.

ロ 円腔内異物があれば錨き出す，

ロ 気道異物はハイムリック法で対応する。

@ 人工呼吸

ロ U対日人工呼吸を2因。

気温確保 a舌唄"下による気道.."
b ・8・6金恩顎先・上法 c 下'惨上塗

ロ胸の膨らみが確認できる緯度の量を 1自当たり 1秒かけて.

0 感染予防のためのフヱイスシ ルドやポケットマスクを使用。

@ AEDによる除制動
ロ 八ED除細動の適応はい宝綱動と市長なし4し家銅脈である.

ロ J倒閣の安全G寝起水は伏き取る

o ¥.証憾のllIi付

ロ桝析通電時の安全確認

口実際の織作
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2 
119番通報 AED依頼

気温憶保

応援鐙急隊を鰐つ

醤段通りの呼吸あり |回団体位を考慮する

呼吸をみる

31 AtT'" I 
4 

CPR 

-ただちに胸骨圧迫を開始する

強< (成人Il少なくとも5cm、小児U鯛の厚さの 1 3) 
連< (少なくとも 100因分)

絶え間な< (中断を11小にする)

・人工呼吸ができる喝合l;t30: 2で胸骨圧迫に人工呼吸を加えるa

人工呼吸ができないか、ためらわれる渇合は胸骨圧迫のみを行う。

5[3戸
6 ECG解析

電気ンヨ ツクU必寝かヲ

γ
 

ショック1回

ショ ック後ただちに

胸骨圧迫力hらCPRを再開

議急隊に引き継ぐまで、または傷病者に呼吸や目的のある

仕草が盟められるまでCPRを揖lずる.

『

d
A『
コ
』
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品..iiJ.，幽ι4出
鰍射線と1.

。物質と作用して 官接あるいは間接的に相手を誕緩する能力をもっ電磁紋射線と栓子様の総称であるB

鍵干jjja -縁

側寸 抱一仁

制帥 ←一寸

[醐;亡7J
Mf'山八八「川一醐のて"'同議j 惨聞にSげる園費量}

エネルギ

議!I:(m) 畏い 一一一一一一・短い
"" 一一~ ，一一一・'" ・ 一一一一・ 4-8x lO-'一一一一・ 10 '一一~ ， o一切

踊i.tft(Hz) 3則 0・3Xl0・3"，αE
ランオ官官迎 テレビ電議 赤外縁 可筏光線

電子レ〆ン
規制匹電話

3Xl0'5 3xlO'・
..外線エックス線

v"' 

.電磁訟の分刻.

組射線の単位

0 附射線量 (C/kg)

ロ 電磁紋射線が空気を電荷量する能力とLて評価したιの.
0 吸収線量 (Gy，J/kg) 

ロ 政射線により物質に与えられたエネルギー盆のこと.

0 線量当量 (Sv.J/kg) 

ロ 1.1じ吸収線量でも紋射線の種類iこより生物体への膨容が興なることを 政射線ごとに定められた線質係数

を吸収線量に象じるなどして表した量のこと。

。実効総量 (Sv.J/kg) 

ロ 線量当t止の一つ。電11敏射線を被曝した入体組織の殴収線量(Gy)に紋射線荷量係教を乗じた等価線量i二、

さらに組織術司氏係数を乗じて合計したもの.修正係数と して肱射線荷量係数を使用することで算11¥される

線量当量である.

。紋付能 (8q)

ロ 放射性同位元素がl秒附に崩嘆する数である。
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寸

エックス線の性質

o .誕空中では光速 (3X HfmJslで進むItチPある.

0 世術や質量を主主主巴。

。物質に入射すると、透過吸収散乱される。

。宜盟車企二盈である。

o 1ftJ島や銭織の影響を量立主ど・

2
4
2
 

工ッフス闘の作用

。電厳作附 外部から原子にラえられるエネルギが大きいときにみられる 原子から電チが雛れること.

。励起作用 外部から原子にエ不ルギーがヲえられることで生じ、正の紙管に戻るとき仁電磁波が紋出される.

0 場色作期 ある特定の物質に当たるとそれを着色させる世賀で、線量計に応用されている.

。 写真作矧 写貫乳剤に作用して、フィルムを感光させる

。飲光作周 期Kt<紙の地感粒了から蛍光を多数発止させる作111で、フィルムを感光させる。

エックス線のエネルギーと波長

。線?をとは、ヱックス線のもつエヰルギの大小であり、物質選M魅力の大小である。

。 エネルギーの高いエックス線は誠畏が鈎く、物質をよく透過する (使いエックス線).

。 エネルギーの低いエックス線は波長が1"<、物質に吸収されやすい (軟らかいエックλ線).

脅 輔慣にItllする因子

I)管官[!C高 → 硬いエックス線 低ー軟らかいエックス線

2) i車過 (雄過板) 大 (厚)→ 硬いエックス線.小 (薄)ー験匂かいエックス線

エックス織の滅菌

。 エックス線の減弱には物質との相互作用 (吸収と散乱)による減“と、仲般による誠弱左がある.

o !IH般による誠弱
-距躍の逆2粂の法則に従ヲ (2J震に反比例する).

-線i駆との距躍が荷量れているほど減弱し.距躍が21脅になるとエγクス線の量は4分のlになる。

。 物置との相互作用による減弱

・遭遇する物質の原了番号が大きいほどエックス線を吸収する (滅制される)。

・原T番号が同じ場合、物質が原いほど需脱が向いほどエックス線を吸収する(減弱される)。

・エネルギーが低い(波長が長い 軟りかい)エックス織はど物質に吸収される(滅柑しやすい)。

。 ェγクス線写買は吸収量の差 (誠弱の強日目)によるものであり 遭遇しやすい物質(軟組織空洞、レジン保守

a胞など)は巣く写旬、透過しμ〈い物質(歯、骨τ 金柄、歯科用セメント ガッタパ チtポイントなど)
は内〈￥る。

エックス線透過性および不遭遇牲の分掴

エックス鎗醐像 -ー」ーー エックス肝置醤

mR'吏‘償恨膜膝骨値腔 k謙司同奥陵‘オトガイ孔.エナメル賀 象牙貿.セメント貿.歯憎骨ご金属'.f;:.
F頭管、問傑震砲、骨trr..レジJ床.う蝕 メタルインレー メタルクラウ J、歯科悶七メント.

ヨYνタパーチベポイノト、コンポジノトレジノ
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コ』
A
斗コ』 工ツクス線の発生

..予の存在
ー・隠橿フィラメ〆トの組"

@電子の加速
ー高電圧
{電子Uマイナスの・荷を
もっているので.極のタ
ーゲツトに引っ慣られる}

@電子の方向と軍勧を0・つ
ー真空

。鎗予の泡止
ー陽極タゲットの存在

フ4ラメノ+を飢"して作bれk自由電子

ム

指示周コーノ
{開銀鎗署長型}

M箱
金属観曾a陵
高圧トラJ ス
加悦トラノス
絶健泊

7ィ"タ
{ろ過領}

口内滋エックス"燭膨..置のヘソドの肉，.繍造

1 トランス

ロ加熱トランス

エγクス線管の中で旬Eチ (熱篭子)を発生させるためにフィラメム〆トを加，;-tる際、家庭用の 1叩 Vから
2-5，5V程度に変圧するa

ロ 高圧トランス

エックス線の発生には高電圧が-e要であり 家屋量刑の l曲 Vから帥ー 70kVくらいに変圧する.

2 エックス線笛

① 槍極 ， 
ロ フィラメントは細いタングステム〆のコイルでできており 、このフィラメノ トを加熱して熱電チを発生

させる。

② 燭極

ロ 寓i墓地子が衝突する部分ぜ タングス Tンが使われている.

<i>焦点

ロ ターゲットのうち、実際仁高速範子が衝突する面を焦点という。

陽極

主破{同炉心線}

3 灘遇板(フィルタ)

ロ フィルタによって、あらかじめ長波長成分を取り除<.

口 問射孔に 0.5mm厚きのアルミニウム板がついており これ恋付加フィルタ{付加端組jという。
ロ 付加フィルタの不足分はヱックス線管のガラスや冷却油などで術われ、これを固有フィルタ(固有おき過)

といっ.

ロ総慮過 =問iiフィルタ +付加フィルタ

170 

* 総ろ過に聞する規則(医篠，剖

官畦圧 70kV以 F 総連過として 1.5rnmAI以上、官電圧70kV以上 総i虚過として 2.5mrnAl以上

2
4
2
 

4 鮫り{コリメター)

ロヘッドの開射孔についている福司状の金属製の簡のこと。

臼エックス線の広がりを防ぎ (線東を絞る) 必要な附射野を得ることができる.

0 照射野を小さく切るこ左で、被曝線最が低減される.

5 指示周コ ン(照射筒)

口 被写体を翻いやすくするためと 墜点 被写体問問a緩を保つことをU的とする。

ロンヨ トコ ノ (約四 cm)、ロングコーン(約四-40 cm)がある。

ロ ロ/グコーンは焦点 候写体間距緩が長くなるため、J広大E干ののトさく会り、また学影も小さくなり (鮮鋭
度が3慢す )τまた被曝線量が少ないa

ロ 焦点 被写体間距離は、管篭庄が70kV以下で 15Cm以よ 70kV以 lでは 20cm以上にしなければな

らない。

口内洛エックス線輝影装置の規格

。 菅電圧 曲 70kV 

O 智電iAl. 約 10mA 

。ターゲッ ト タングステノ (原子番号74)

。フィルタ 総議過約2_0mmAI 

。指示用コーノ 開放靖l!lコ ン (ンヨートコーン約2Ocm.ロングコ ン約抽 -40 cm) 

0 λイッチ デフドマン式スイッナ

線置と線貨

「
盟賞二孟コ仁孟=線i量

骨電fj {上げる} 硬〈なる 多〈なる

lf百~i~ (，げる) 変化なし 多〈なる

ろ過 大与い} 相対的に硬くなる 少な〈なる

m. ， I毛くする) 変化なし 少な〈なる

時附長く寸る予『 変化なし 多〈なる
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幽幽 写真処理担敗の原因

エックス線フィルム白星怠構造

。ポ'}エスチル樹脂 (PET)などの支持体 (フィルムベ ス}の炭面に 札~Jが強布されている.

。 乳剤lはハロゲン化銀とゼラチンを混ぜたもので 通常はフィルムのJiLj面に均一に塗宿されたもの {両面乳剤}

をmいる.
0 ハロゲン化銀の粒子が大きいほどヱ γクス線を感知し守すい (感度が耐くなる).

o !IJl度が高いと使悶する線量が少会くてよみ、患者政畷を経滅することができるが粒状性が悪〈両置が低下

する.

長YEf誌話人
フィルムペース 、一〆

g 
i反白色町フィルムー定旭波町"労
膜扇，蝿ー浪温淘度乱調障は取り回し、
ちりめんじわー処理温Jl!0)'l変
乾爆の遅延』定厨過怠

フィIlム上の白点←処理潤抽前の定着?伎の飛沫

捜桓むら(まだら領後)ぃ

高温')1要や鮒射過蜘同僚¢現{t;夜漫..崎聞の不足

海度不定・ー
現像陶閣不足
現像海度不足
褒像倉の慰労

ヱMクス繍フィルムの粒状性
左のフィルムに比べて右のフィルムUハロゲJ仕銀粒
子炉租〈薗1・の繍"がンヤプで""ぃ(餅鋭~が低い)。

腕函5間際←河鹿沼過度"尽な取り煩い

フィルム上の黒点ー処理開始炉問現質量凌の飛沫

カタ'j-現像時間温度 現像晶度過度現'"夜の鐙労

繍化度不足・黒化度過度の原因

黒化度不E 様化E過E

高い

長い

低い

短い

現像殺の復労{劣化!‘

現像液が薄い
現Jtillが副島い

間夜切れか宏、1)の原岡

長い短い

写真処理の琉れ

デジタルエックス線燭膨

コードレス

E 
↓
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1 現像 (20'C、 4-5分が練準) 感光したフィルムのハロゲ〆化銀を還Jじして金属銀にする。

2 中間7..1<;:先(停止) 現像作期を終了させる。

3 定着 (5-10分程度) 未現像のハロゲン化銀を洗い流し、金属鉱"けが残るように事る。

4 水洗 流水 ドでフィ ルムに残存ずる薬剤lや定着ie:を洗い流す.水洗が不 l分だと長期保存で裁ぱみを生

じる。

5 乾燥 乳剤中の水分を除去するs

.. ・" .. 間停止浪 定着漕

メール
水 千オ地lRナ リウム

主翼 7 z.~ ドン
ホ....水泊.. 匝 -，オ竃圃7ン'ニウム

ハイ Vロキ"

1震の省位 l

H 肯'J'段 弱摩守電 俊守宅
{防、】 l

掴惇温塵 l 調℃

l駒 分 μ明になる時間 宮

慎作問団 I(ただし Jーカ や置 "..・ゆ 71云ゲ.，ム，..，三

~Iこより Rなる

作用

!OJtLたハロゲJ化.. 7' ルム l.: f"HtLてい J伝現像'"、ロ~，化. ' ムa慢

を観にして訓<.)慢でる耳障健穫の除去 を調停1111 安定tt...風化守物忌
きるよ弓にする 現像の豊行を停止きそ l副僚と寸る

• 

コード.リ

一-j・
コード日

CCD方式.7ィルム CCO.IPの箇.鮮民健.
水 .. "爆

• 政射線彼醸の分額

0・R寮彼啄
E師 働科医師、放射線技師、看護師、歯科衛生士などの医療従事者が徹影上やむを得ず彼曝すること。

:!j) 30 IHまで

o t!qf後l

病気の診断や治療を受ける上で患者が畳ける被曝のこと.

理者の介助で家族などが受ける被曝も医療被崎露である。

いる良輔..硬化き"侭侮

去 しやす〈する

。公家被
.11;彼母、医療彼曝以外のすべての被曝のこ と.

定書不足は7，ルムゐI *itU忍 r~本で行う 肱溢での駐機はち"の
安色の原凶に会る 水"不足U71ルムのんじわなどの願凶にな

.色の.閃I:~る る
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2 被哩管理

敢射線防護のための被曝総量測定をそニタリングといい、肱射線医療従窃者'1モニタリングの袋着が義務づ

けられている。"ケット線量計、フィルムバッジ 蛍光ガラス線量百十などを附いて、被曝線景を測定する。

4マ

般射韓間置の観念
2
4
2
 

3 健康管理

放射線医療従事行は管剤区域に立ち入る前およびその後6か月以内ごとに健勝紗断が義務づけられている。

。。。

確率的影留

肱射線による彫響の起こる確率が線量の関数左なっていて んえた員貫主主主与主とZ塑Fあるe
倍率的影併には琵命と遺伝的tl管がある.

線量が多くなると先生確ネは太きく会るが、重篤度はiI!わらない.

篠率的影響は 低い被曝線量の範園内では線量と最多智の起こる鰍中の聞に比例削係が存在する。

。。。。

期間

~~-~七
‘翠量彊III・4月， sから l年間

4 fJ 1 Hから 1年間
本人の申し出など仁より鋼図または診療所の管理者

がi[緩の事実を知った持か均出産するまでの聞

l団mS、
500mSv 

2m5v 

簿価線量

I限の水晶体

写皮膚

。妊娠中の女子の服飾

懇者の防置 (彼覆軽減のための方，去)

1 正当化
検査の必要性や検査の種類を検討し 被曝iこよる似失を利援が上回るとれl控訴された幼合iこのみ検査を行う.
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100私

田 弘i

-OED  。%

病釣金支'と
生るし曾い値

4.'s'A-J・

。 放射線の彼啄量が、あるIIι直主組i.!.:，且
主I三島品主主亜里をいい しきい値より小さ
い被暢線量では影響は現れない

。 Lきい植を超えて被曝線量がm加するととも
に種多轡のうを生催準が急速に地"，し、影曹の程

度すなわち重節度も地大する。

。 ある被暢線量に巡すると 被砲事したすぺての

人に彫智が現れる。

。究極および遺伝的影響以外の影響はすべてこ

れに院分され 皮膚隊岳、脱E、ィ、肝 貧血、

白内陣、組織'"得.飼体死などがある。

確定的修醤2 費量適化
ロ防穣エプロノ (合鉛エプロン)の使用

ロ向感度フィルム 鳩感紙の使用 附射線量の軽減(~.l\併時間の短縮)でき る。

ロ絞り (コリメーンヨン}の使用 照射野を必妥般小阪にする。

ロ ロングコーンの使飼 焦点被写体附距鰻を長くするa

ロ アルミニウムフィルター(泡過鍍)の使用 波長の長いエγクス線を除去，る.

。 陶科用デジタルエックス線栂影袋簡の使用 通常のエックス線フィルム撮彫よりも少ない線量で鎌膨でき

るa

身体的~"

遺伝的膨'

-軍ヨ-霊B
鵬・ (r'開死c
m師・)¥ふ幽帥

ー{骨・eどず

放射幅影留の分掴

-歪mnm盟'

行ぬの"吋化 陵町暴による制失を上回る ~I廷がなければ、彼喝を伴う行為は正当化きれない。

防譲の府連化 被曝を合理的に達成できる限り低〈保つe

線量限瓜 骸曝線量に上限を世けるもので、厳寮被曝必よぴ公衆被曝に対して世定される.

ロ悩入が受ける放射線被曝量をできるだけ抑えるために設定された練賃値のこと。

ロ機業被曝と公衆被織に対して政定され 医療被場は含まれない.

ロ U内法鎌膨用エァクス線装置 O.25mGy/h(エックス線官焦点から 1mの距雄)

ロパノラマエックス線爆影用エックス線装置 1 mGy/h (エックス核管焦点から 1mの

距離)

皐型且
Tl冊mSv・， 4月l日から5年間

2田m5v 4月1日から 1年間

J 5mS、 y;子・2については上記工および"21現定するほか

4月IH. i月1H. 10月1日を始期とする3か月間

匡鍍従事者の防護(飽嗣輯間援の三原則H

。 昨 間 線源に傍する時河を官m約に短くする。
。 進厳 線源と従事イEとの聞に遮厳物 (鉛など)を世く。

0 距雌 線源と従事者との聞に十分な凱l緩をおく.

1 環繍管理

環境管理では、作業渇所によ句被曝の基準がiJとめられている.

① 工ックス緑陰療室

すべてのエ γクス線発生誕世は 決められたエックス

線診嬢室で行う。天井、床および断機'1適切に遮蔽し.その外側の放射線の実効線量は過当り lmSv以F

でなければならない。

②管理E域
管理区域は紋射線被曝の恐れのある区域で 人の出入りを制限する巨波である。紋射線の笑効競量が週当

りl凹 μSv(3か月当り1.3mSv)を超える恐れのある場所を背理区域どする.

③ 居住E燭 ， 
病院または診療所内の人の居住する巨焼、および病院または診療所の象地の境界の外側である.居住E域

の場界における放射線の実効線量は3か月当り 2田 μS，以下でなければならない。

居住区厳

250μSvf311月以下

巨司回同
lm5'''週以下
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平行法口円，去エックス揖姐影

歯綿フィルム{色〆ザー)

+1 ぼ3
中ι網(主鎗}

o I儀彫同~， 隣篠函診査恨而検査.向悶組織検盆

。崎修補助器具を刷いフィルムと倫を平行に位置させ歯

輸に対して直角にエックス線を入射する。

実際の簡の愛さと~}(上の歯の長さがミ学長になる.

歯の形態や歯周組織に企みがない剛{奮が待られる.

縦尖郁の像彫ができないことが多い。

。血者のU腔内の適切な場所4こエックス線フィルムを位置させ これを手指あるいは器具を用いて保正して

円腔外から照識し搬膨する方法である。

円内法にはその総影方法によ旬、平行法、一考分法校現法.政合封 、デy タルエックス擁係修法に分けられる.

主として怖や簡胤組織、歯栂骨を撮彰し 餅蝕や傑尖病変、歯周侠患の検出と衡感の把握が目的である。

。
。

。。。バノラマ工ツクス棉纏修

平行詰

…r
 

九
喝
捌

ニ毎分活

o I長彫目的 目撃J菱商診交線面検査、総尖秒後前似1<測定
。 フィルムを手指で口腔内に位置させ、フィルムと歯紬のな

f角度の二等分耐を依定し、これに垂置にエックス線を入

射させる。

。 実際の前の畏ちと写真上の前の長さとは等畏だが、自信輸に

対して斜めにエ γ クス線が入射するため、坦旦監理~主

主主L主。
。箇全体が鎌JIjされるため、恨尖舗の診査が可能0"，る.

。顎骨に沿った断層像で、筒、向間組織上 F顎骨よ';Ji洞、額骨，;、下iifi枝 顎関節などが1枚の写真上に

Tf.し/1¥される.
鮪蝕噛胤疾思、愛胞、腫話器、顎関節疾患上顎削疾患骨折など多くの疾巴を検11¥できる。

u内法エァクス線jf，彫より解像度が低〈、隣接而M蝕<'初mr制蝕の検出、昨絢Uなf有周飢餓の観察仁は過さない。

政lIi刊の形態の計制 骨の形態与尋常の診断と治療経過の把摘に利JiIされる.

エックス線官一息占 (正中矢状而) フィルムの位健闘係が一定である。

中也、線 (主線)は左右のイヤーロッドを通過L 熊"かり患者頭部正中間距織は 1回 rm、患者頭部正中から

フィルム間lI!躍は 15cmであ旬、拡大ヨドが 1.I怖となる。

頭町ヱックス棉続帽畑影

。。。

。
。

殴開法

7，ルム
(セノザ } 

α39惜
{主・}

5-10・ーζ""-'
/ 
峻..甥

暖賓途

。撮影開的 院後面診査、歯周組織診企.初期辺縁性歯周炎診査、

'H夏物の適合位r言責
フィルム織の異郷を患者に岐ませJ二下の歯置を中七、に嫌影する.

且主rul量豊l主主亙並である.
樹袖に対してはほ直角仁政射線が入射するため、得られる画像に

Eみが生じ仁〈ぃ。

。。。

殴古法

{続最多国的 顎サ 顎骨内診査、円腔底診企

患者がフィルムを岐むことで口腔内に世情させる。

フィルムは平行法や三等分法などで使川するフィルムよりjにさ〈、広範聞のぬ影が可能である0

・長"併や腎骨骨折、骨験反).6などの診釜に}引いられる。

顎骨の頬苫的、近速化的説察が可能である.

。。。。。

コンピュータ 断層婦影法(仁T)

エックス線を用いた保影法だが:71Jl:.a且盟且ム主主こ・

人体を'I'-L.、に管疎と検w器が凶転L 験出器にエックス微量と位[!t.が記録され コンビューター処理により
人体金体の断層f教が形成される。

。 骨折や誕胞、腫，:;など多くの病変の診断に手IJf日される。

。
。

liI!気共鳴?値膨，去 (MRII

CTと同様に人体の断層像を形成する撮影法であるが、主之之A盤且飽凪ム主主こので被爆を伴わない。
人体を禍成する水素原子 {プロトノ)の分Iti拡態企画織化する.

向精領峨では、顎関節症の診断や腫l!Iゃ嚢胞の診断にも悶いられている.
。。。
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その他のエックス繊細置影法

Walcrs法 おもに 1顎掃や領骨弓を観察する。

後頭前顕方向機影法 (P-AtJ;) 上下顎骨 闘鼻慌の観察に応則される。

原郁側方向保lI'法 頭部の側面i象が傍られるが、反対側と置なるため適泌が限られる.

頭部紬};向栂影法 領官りの観察tこ用いられる。

側斜依経問看世銀修法(SchuHer法) 顎関縮おの観桜ができる.

。。。。。
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頭部固定

。 患者の正巾矢枚函をwに対して毒直に tる.
0 様影する側の岐合平面が床に対して半行にする。

O 上顎の顔編基準点は 鼻輿と耳珠を結んだ線が床と平行になるようにする。

O 干顎の顔面立準点は、口p，と耳珠を結んだ線が床と平行になるょっにする。

フィルムの世置づけ

O フィルムマーカーは的証側に置く(快尖との重なりを防<1回

。 全顎の歯を振影する場合(立、 10枚法ないしは14欽法で保影する。

0 フィルムの挿入は原則と して前歯部から小臼歯部までは縦向き、大白幽部では横向きに挿入する固

フィルムの保持方，去

。 原則として患者が顕彰側左反対の指で保持する。

例 よ顎左側前歯lま右慨正、桁またはI~指で 自前部では示抱で保持する。

0 フィルムを附げてはいけない (像のゆがみが生じる)。

エックス舗の照射角度

1 水平的角度 正中矢状面を除に対して垂直にLた

~ s 
T T 

状態での左右方向からの位置

ロ 正敏線投影 隣筏面どうしが重なり合わない方向から判I'<~する。

口 偏近し投影偏遼七4支影正政線ではなく、近心または遠心から投影する撮影訟で、向根の重なりを防ぐ。

三f2f~ 
E舷線役~ 領逮む役~

2 室直的角度 歯軸とフィルムの聞にできる角度の二等分線に対して垂直にエックス線を照射する。

偏近ω役影

断層燭影方式パノラマエックス線輝彫装置

0 エヅクス線東をスリット状にし 頭部側方かり反対側まで約四0。回転"'射して、歯列弓を巾4しに顎胃の断層

像を得る装置固

O 銀影範凶は上下顎骨で 上顎湖や新関節の級療も凶J能である。

O 鮮鋭住は低< (不鮮附lである)、陽書除影 (像の2誌なり)がある。

0 断層厚さが前歯部と臼歯制¥-C'興会り 前歯部では約 5mm、自由部 ('Ii判 15mmの断層厚をもっ。

。 拡大字も前歯部ど臼自信部とで異なり 前歯到の拡大十一は約1.2倍 臼歯町泊拡大判対ヲ1.4締である。

前歯鶴町刊司

↓ 

小臼箇錨 1印刷、
眠、

大臼歯舎s15mm、

断屑，.に入ったところのみがUっきり写る。
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スリッ卜

。 パノラマエックス線写真様彩には、鉛の放に細い隙間をあけたスリットを用いる。

。エックス線をスリットに通すことで細長い形 (ピ ム状)に会り、短冊状の函像を撮影寸ることができる。

管理 そ匂

R 
-ースl川 一一ス山ト

短備状に彼られた
工作ス線

ff242L五Li) ~色
目醐唱~ 圃 l 
ス')γトが主唱合 管球の前にス')ットを 管常とフィルムの官官に

鑑いた窃合 スリソトを置し吃場合

パノラマエックス綿織影の実陣

1 カセッテの準備

ロ カセツテには榊感紙が貼付されてお句 カセツァによりフィルムの両国と噌感紙が楕着する o

ロ カセァテには表裏 よ ドがあるので注意する。

ロ 忠析の氏名、左右側、保彫年月けなどをフィルムに記録するためにフィルムマーカーを貼付する。

2 患者の詰導

ロ 受良部かり頭部の可徽物 (ヰックレス、イヤリング、義歯など)を外す 障害陰影左なるため。

ロ 防施工プロンの着用

3 適切恕姿勢にする

ロ 酋をできるだけまっすくな姿勢仁し、チンレストに顎を被せる。

4 適切な位置づけをする

ロ 正巾を合わせる 患者のi[中が左布に傾かないよヲに沖1まずる。

ロ 水平面を合わせる フランクフル ト干田が床面と平行よりもやや上を向いた状態に調節する@

口 前歯郎断隔域基準線を犬歯部付近に合わせる。

パノラマエックス線写真館影の位置づけミスによる画像霊化

1 正中矢状面の{立置不良(左右のずれ)

ロ正中矢状面が左右にずれると左右の対称性が想くなる。正中が右にずれると右半分の附像が縮小し、 1r.学

分の画像がt広大される。

2 フランクフル卜平面 (水平基準嗣 の曲置不良 、(上下的怠ずれ)

ロ FH平面が上を向くと岐合平面が山君臨にな句、 ドをliiJくと岐合平而は V字却になる。

3 前歯部の断層域の線の位置不良(前後的拡ずれ)

ロ 前歯郁断層成基準線が適"位置よりも前んに設定してしまうと (適正位置よりも後方に位栂づけ)、頭部

左カセ γテ左の距離が長くなり 像は拡大する。逆に前m部断鰯域基準線を後方に段厄(適正位置よりも
lIij}jに位世づけ) ずると 得られる画像はおやj、する。

コ
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歯科周CTとほ

0 顎骨領減専用に開発されたもので、通常のC'Iと

比較して機織が小Mである。

。 歯科照CTは川銚形のエγクス線(コーンピーム)

を使用し、コ Jピ ムが顎骨刷聞を一回転する

と録彰が終了する.

。得られたボリユ ムデータから 任意の断面の嗣

像を作ることができる.

歯科周CTの畏所盟断

0 通常のCT(医科用ファンピーム)と比較して、栂彫範凶は狭いが被曝量は少ない。

掻膨し品、鶴位...心に一周する.

。 被曝量が少ない。

0 高画質である。

。金属アーチファクト(画像の乱れ)が少ない白

。短時間で三次元薗像を情築できる.

。座ったままで徹彫できる.

・ 軟組織の変化はあまり反映されない。

・様修する範囲が淡い.
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」 姐絢周CT '80 シラン力ツブリング周 '09 
高位 '37 歯拘用デジタ"工ッタス聾JC(;... 日 15 シりコーンゴム印量材 ‘' 
好塩基忽 5 歯周ブラシ 33 シリコーンポイント '07 
ロ壷平箇 1 ・0 "刷分m・ ;-106 慢"柄通院 49 

才 " ジ工ツト 68 a頭函動脈 " 
アーチ7' 三ングヲレッ ト ，，， ヨ ラ"ジスキネジア 162 飯筒可Z函 '48 

アーチィキユヲーυ '48 オラ"スクリーン
n 管理栄覆土 59 

アイスマッ廿ージ 36 ヨトガイ下動脈 48 

アクテバト ル 66， 141 オトガイ舌航 48 を雪

アスピりン 5.7 ニヲトガイ咽若置(チンキ?ツブ} 142 額信託的嫡iU実E 139 

アセテルコリン 5 才7ィスフリーチ法 ， 19. 111 纏他的湾海 '00 

アタッチメント 133 オベイド型 20 包温疫学研究 55 

E下 ，，， C<iレピターレ 140 暁煙' 80，115 

反迫鋼 139 機産性不正眼合 '38 
アドレナリン 5.7 " ー==隠居間鳩正毅置 23， 139 

Yピ力Jレシト " 力クフンドメス- ‘。
'発性信員化合鴨(VSC) y 

アフタ性口内民， 15' 力 ポヲンタムポイントー '07 
限膏軍陣 ，，， 

アブフフフション 16. 104 外録上皮 112 
急性う曲‘ 103 

アベキシフィケーション 153 健羅臼.. 134 
島件喰克件潤蝿性調肉提 歯画誕 12' 

アベキソゲネシス 5咽18，153 関陪 137 急性化血性楓尖性歯周到正 96 

アポトーシス 5 関口反射 49 
層性化.. 件歯髄民 4 94 
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